
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
三
月
二
十
五
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』　
第
六
十
八
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

翻
刻 

研
究
所
沿
革
史
資
料
「
精
神
運
動
書
翰
」（
大
倉
先
生
教
育
事
業

の
記
録
）

公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
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翻
刻 

研
究
所
沿
革
史
資
料
「
精
神
運
動
書
翰
」（
大
倉
先
生
教
育
事
業

の
記
録
）

公益財団法人大倉精神文化研究所















　
　

目
　
次

解
題

凡
例

翻
刻

年
表

索
引
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

【
解
題
】

（
翻
刻
の
目
的
、
研
究
上
の
意
義
）

　

公益財団法人大倉精神文化研究所














は
、
令
和
四
年
四
月
九
日
に
創
立
九
〇
周
年
を
迎
え
る
。

　

創
立
者
・
大倉

邦
彦
は
研究所


を
設
立
す
る
に
あ
た
っ
て
、
人
間
に
は
「
宗
教
的
信
念
に
基
く
人生

観
の
確
立
」
と
「
健
全
な
る
国
家

観
の
確
立
」
が
必
要
で
あ
る
が
、「
こ
の
重
大
な
る
使
命
を
担
ふ
可
き
宗
教
界
・
教育

界
の
状
態
」
は
憂
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
研究所



を
通
じ
て
「
真
に
国
民
を
指
導
し
、
日
本
文化の精



髄
を
発
揚
し
、
進
ん
で
世
界
の文化


に
貢
献
し
得
べ
き
力
あ
る
宗
教
家
・
教育

家
・

思
想
家
・
実
行
家
の
輩
出
」
を
目
指
す
と
宣
言
し
た（

１
）。
そ
の
た
め
「
全
生
涯
を
挙
げ
て
こ
の事業


に
捧
ぐ
る
の
み
な
ら
ず
、
斃
れ
て
尚
ほ

止
ま
ぬ
決
心
を
有
す
る
」
と
決
意
し
な
が
ら
も
、「
勿
論
此
大
理
想
は
不
肖
一
代
に
果
し
得
ざ
る
」
と
し
て（

２
）、
自
身
が
没
し
た
後
も
研究


所
が
永
続
的
な
活
動
を
出
来
る
様
に
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
文
部
省
（
現
在
は
文
部
科
学
省
）所

管
の財団法人




と
し
た
。
そ

の
後
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
公益財団法人





と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

法人

と
し
て
組
織
を
維
持
し
、
更
な
る
発
展
を
目
指
す
た
め
に
は
、
そ
の
時
々
の
情
勢
に
沿
っ
た
活
動
や
発
信
が
不
可
欠
で
は
あ
る
が
、

一
方
で
、
創
立
者
の大倉


邦
彦
が
掲
げ
た
理
念
に
立
脚
し
な
け
れ
ば
、
当
財団

及
び
研究所


と
し
て
の
存
立
意
義
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

そ
の
た
め
、
研究所の



歩
み
を
伝
え
る
資料

を
保
存
し
、
そ
の
内
容
を
理
解
、
普
及
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　

大倉精神文化研究所








で
は
、
設
立
後
の
活
動
を
伝
え
る
数
多
く
の資料


を
所
蔵
し
て
お
り
、
昭
和
七
年
以
降
に
つ
い
て
は
詳
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
実
業
家
だ
っ
た
大倉

邦
彦
が
、
前
述
の
よ
う
な
考
え
に
至
っ
た
経
緯
や
、
精神文化



活
動
を
始
め
た
大
正
期
か
ら

研究所


設
立
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
窺
い
知
れ
る
資料

が
少
な
い
。
そ
こ
で
今
回
、
邦
彦
の
初
期
の教育


活
動
や
精神文化



活

動の

実
態
と
思
想
を
記録

し
た
資料

と
し
て
「精神運動書翰」







を
選
定
し
、
翻
刻
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
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（
底
本
と
閲
覧
利
用
）

　

底
本
は
、
研究所沿革史資料






1472

の「精神運動書翰」








全
一
冊
で
あ
る
。

　

研究所沿革史資料







は
、
大倉精神文化研究所








附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
二
十
四
種
類
の
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
。
そ

の
内
訳
は
、
研究所


設
立
が
計
画
さ
れ
た
頃
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
、
大倉

邦
彦
と
研究所


に
関
す
る
資料

群
で
、
内
容
は
事
務
文書

、

書
籍
、
設
計
図
面
、
写
真
、
書
簡
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
い
ま
も
登
録
作
業
は
継
続
中
で
、
現
在
目
録
デ
ー
タ
が
約
十
万
レ
コ
ー

ド
と
な
っ
て
い
る
。
研究所沿革史資料







は
原
則
と
し
て
す
べ
て
公
開
し
て
お
り
、
附
属
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
。
資料

目
録
は
順
次

O
PA

C

で
外
部
か
ら
検
索
出
来
る
よ
う
に
対
応
を
進
め
て
お
り
（
令
和
四
年
三
月
現
在
で
約
四
万
八
千
点
）、
残
り
の資料


も
所
内
で
検

索
し
て
い
た
だ
け
る
。

　

今
回
の
底
本
は
こ
の研究所沿革史資料の









一
つ
で
、
原
本
は
附
属
図
書
館
で
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
資料の


劣
化

が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
全
ペ
ー
ジ
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
も
終
え
て
お
り
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
研究所


ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
公
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
体
裁
）

　

黒
色
に
近
い
ボ
ー
ル
紙
表
紙
の
手
帳
で
、
寸
法
は
縦
二
〇
・
七
セ
ン
チ
×
横
一
六
・
三
セ
ン
チ
。
表
紙
、
裏
表
紙
に
タ
イ
ト
ル
の記

載

は
無
い
。
背
表
紙
に
は
貼
紙
が
あ
っ
て
、「
中
等
教育

談
話
会
」「
宗
教
講
話
会
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
一
部
は
摩
滅
し
て
い
る
。

　

表
裏
の
表
紙
に
続
き
、
見
返
し
が
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
、
本
紙
が
百
七
十
三
枚
あ
る
。
本
紙
に
は
切
り
取
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
も
あ
る
の
で
、
本

来
は
も
う
少
し
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
各
ペ
ー
ジ
は
両
面
罫
紙
と
な
っ
て
お
り
、
七
・
五
ミ
リ
幅
で
二
十
三
本
の
罫
線
が
引
か
れ

て
い
る
。
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八
輯
　
令
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四
年
三
月

（
タ
イ
ト
ル
）

　

左
開
き
の
見
返
し
裏
に
、「大

正
十
五
年
一
月　

精神運動書翰




　

大倉

邦

彦
」（
図
１
）
と
大
き
く
墨
書
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
資料

名
と
し
た
。

大倉

邦
彦
の
自
筆
と
思
わ
れ
る
。

　

副
題
の「大倉先生教育事業の記録」













は
、
資料

整
理
の
時
に
担
当
者
が

内
容
理
解
の
た
め
に
整
理
用
封
筒
に
付
し
た
注
記
で
あ
る
。「精神運動」





と

は
、
大倉

邦
彦
が
教育事業



や
精神文化事業





を
実
践
す
る
に
際
し
て
、
そ
の

根
底
に
持
っ
て
い
た
考
え
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

図 １　「精神運動書翰」

（
著
者
）

　

内
容
は
、
大倉

邦
彦
の教育事業の記録







で
あ
る
が
、
筆
蹟
が
異
な
る
の
で
、
複
数
の記録


者
が
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
一

人
は
大倉

邦
彦
自
身
と
思
わ
れ
る
が
、
中
心
と
な
っ
て
記録

し
た
の
は
、
牟
田
直
で
あ
ろ
う
。
牟
田
は
、
大倉

と
同
じ
佐
賀
県
神
埼
郡
西

郷
村
字
姉
川
（
現
佐
賀
県
神
埼
市
神
埼
町
姉
川
）の

出
身
で
あ
る
。
大倉

が
母
校
の
西
郷
小
学
校
へ
講
堂
を
寄
付
し（

３
）、
大
正
十
四
年
（
一

九
二
五
）
十
二
月
の
落
成
式
に
出
席
し
た
際
に
「
向
学
心
の
あ
る
少
年
が
お
れ
ば
」
と
周
囲
に
語
り
、
牟
田
が
選
ば
れ
て
上
京
す
る
こ
と

と
な
っ
た（

４
）。
以
後
、
大倉の


下
で
会
社
経
営
と
精神文化



活
動
を
支
え
続
け
て
、
の
ち
に
大倉

博
進
（大倉


洋
紙
店
の
後
継
）の

社
長
、

会
長
、
そ
し
て
大倉精神文化研究所








理
事
長
を
務
め
た
。

　

な
お
、
大倉

邦
彦
の
秘
書
で
あ
っ
た
原
田
三
千
夫
は
、
他
の
自
筆
資料

と
比
校
す
る
限
り
、
本
資料の


執
筆
に
は
係
わ
っ
て
い
な
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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（
記
述
）

　

全
体
の記

述
は
、
三
部
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

右
開
き
は
、
最
初
に
大
正
十
四
年
四
月
の
富
士
見
幼
稚
園
開
園
に
合
わ
せ
て
印
刷
さ
れ
た
「
富
士
見
幼
稚
園
の
さ
だ
め
」
が
貼
り
付
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
徳
富
蘇
峰
著
『
国
民
小
訓
』
一
冊
を
寄
贈
し
普
及
を
促
す
大倉

邦
彦
の大

正
十
四
年
三
月
付
け
推
薦
状
の
写
か

ら
本
文
が
始
ま
り
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
二
月
二
十
日
の記事


ま
で
、
八
十
三
枚
に
亙
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
第
一
部

と
す
る
。
記
述
は
ほ
ぼ
年
代
順
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
部
前
後
し
て
い
た
り
、
日
付
や
曜
日
の
誤
り
も
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
る

程
度
纏
め
て
後
日
に
記録

し
た
部
分
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
二
枚
分
の
余
白
を
取
っ
た
後
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
二
月
か
ら
十
年
（
一
九
三
五
）
二
月
ま
で
の
宗
教
講
話
会
の
日
時
、

講
師
、
演
題
、
聴
聞
者
数
な
ど
が
、
両
面
二
枚
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
第
二
部
（
三
五
一
頁
よ
り
）
と
す
る
。

　

一
方
、
左
開
き
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
二
月
二
十
三
日
の
第
一
回
中
等
教育

談
論
会
の
簡
略
な
内
容
記録

と
出
席
者
名
か
ら
始

ま
り
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
一
月
十
一
日
の
『
行
の教育


』
発
売
状
況
報
告
等
の
会
議
ま
で
、
十
四
枚
に
亙
っ
て
記
述
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
第
三
部
（
三
五
六
頁
よ
り
）
と
す
る
。

　

な
お
、
右
開
き
か
ら
の記

述
と
左
開
き
か
ら
の記

述
と
の
間
に
は
、
余
白
が
七
十
一
枚
あ
る
。

　
「精神運動書翰」の








本
来
の記録


は
第
一
部
で
あ
り
、
第
三
部
の
中
等
教育

談
話
会
も
第
一
部
に
略
記
さ
れ
て
い
た
が
、
第
三
回
ま

で
は
ま
と
ま
っ
た
活
動
と
し
て
詳
細
が
別
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
部
の
宗
教
講
話
会
も
本
来
第
一
部
の
中
に
含
ま
れ
て
記録

さ
れ

て
い
た
が
、
第
一
部
の記録


が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
後
に
、
継
続
し
て
別
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
第
一
部
、

第
二
部
、
第
三
部
の
順
に
翻
刻
を
行
っ
た
。
こ
の
他
に
、
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
資料

が
三
枚
あ
り
、
該
当
箇
所
に
図
版
を
付
し
た
上
で
翻

刻
し
た
。
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四
年
三
月　

次
に
、
各
部
の
内
容
に
つ
い
て
概
要
を
紹
介
す
る
。

第
一
部
　
精
神
運
動

　

大
正
十
四
年
の
富
士
見
幼
稚
園
開
園
な
ど
、
大倉

邦
彦
が
本
格
的
に
教育事業



を
始

め
る
と
こ
ろ
か
ら
起
筆
し
、
昭
和
六
年
ま
で
、
精神文化



図
書
館
と
附
属
研究所の



設

立
準
備
、
学
生
支
援
、
講
演
活
動
、
寄
付
活
動
な
ど
、
大倉

邦
彦
が
精神運動



と
名
付

け
る
各
種
活
動の

開
始
状
況
が
克
明
に
記録

さ
れ
て
い
る
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二

六
）の

渡
欧
前
は
文書の記録




が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、「精神運動書翰」







と
い
う

資料

名
の
通
り
で
あ
る
が
、
帰
国
後
は
文書の記録




に
加
え
て
、
行
動の記録



が
増
え

て
日
誌
風
の記

述
に
な
っ
て
い
く
。

　

大倉

邦
彦
は
、
自
身
が
経
営
す
る
全
て
の事業


を
「大倉


経
営
事業」


と
総
称
し
、

昭
和
四
年
当
時
は
そ
の
中
身
を
「生

産
事業」「教育事業」「精神文化事業」の















三

図 ２　大倉経営事業
（「私の使命事業（昭和 ４年）」研究所沿革史資料№207）

本
柱
に
分
け
て
い
た
（
図
２（５））。
こ
の
三
本
柱
を
貫
く
理
念
が
「精神運動」





で
あ
る
。

　

大
正
十
四
年
秋
の「

図
書
館
研究所


設
立
趣
意
草
稿
」
に
よ
る
と
、
大倉

は
、
近
代
日
本
が
欧
米
文化の


輸
入
に
よ
り
「
徒
に
外
面
的

物
質
的
の
方
面
の
み
重
要
視
」
し
て
い
る
こ
と
を
憂
い
、
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
は
「精神教育」





に
よ
り
「
各
人の精神



力
を
強
く

喚
起
し
て
、
其
上
に
近
代
文化

を
建
設
す
る
の
外
は
な
い
」
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
中
心
と
な
る
大倉精神文化研究所








は
、
当
初
は

「
宗
教
・
哲
学
・
倫
理
・
心
理
・
教育

方
面
の
特
色
あ
る
図
書
館
と
之
に
附
属
す
る
研究所」



と
し
て
立
案
さ
れ
て
い
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
視
察
な
ど
を
経
て
、
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
は
大倉精神文化研究所








と
そ
の
附
属
図
書
館
と
、
位
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置
づ
け
が
変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る（
６
）。

　

ま
た
、「教育事業」の






一
つ
で
あ
る
学
生
寮
は
、
学
生の

徳
育
を
無
視
し
て
い
る
近
代
学
校
教育の


欠
陥
を
補
う
た
め
、
人
格
の
修

養
所
な
る
寄
宿
舎
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
（
学
生
寄
宿
舎
設
立
発
起
書（

７
））。

　

こ
の
他
、
郷
里
の
小
学
校
へ
の
講
堂
寄
附
や
、
富
士
見
学
び
の
会
な
ど
も
同
様
に
人
格
教育

や
精神

的
修
養
を
目
的
と
し
て
お
り
、
す

べ
て
「精神運動」の






一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
し
て
、
大倉

が
数
多
く
の
講
演
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
場
所
も
東
京
近
辺
だ
け
で
は
な
く
、
故
郷
の
佐
賀
県
神
埼
市
を
は

じ
め
、
山
形
県
米
沢
市
、
群
馬
県
高
崎
市
、
千
葉
県
市
川
市
、
長
野
県
飯
山
市
、
静
岡
県
沼
津
市
、
愛
知
県
名
古
屋
市
、
愛
媛
県
宇
和
島

市
、
大
分
県
佐
伯
市
へ
足
を
運
ん
で
い
る
。
ま
た
、
日
本
貿
易
協
会
、
十
日
会
（
東
京
市
の
印
刷
会
社
の
会
合
）、
紙
商
同
業
組
合
、
竹

中
組
な
ど
の
企
業
や
実
業団

体
、
西
郷
小
学
校
、
目
黒
実
科

高
等
女
学
校
、
府
立
第
三
商
業
学
校
、
商
大
寄
宿
寮
、
桜
楓

会
な
ど
の
学
校
・
教育

機
関
以
外
に
も
、
神
田
基
督
教
青
年

館
、
一
如
会
（
禅
研究

会
）、
日
比
谷
大神

宮
と
い
っ
た
宗

教団

体
・
施
設
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
帰
一
協
会
な
ど
の

諸
団
体
等
々
、
実
に
多
種
多
様
な
と
こ
ろ
か
ら
招
聘
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
、
大倉

は
実
業
家
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
す
で
に
「精神運動」





に
取
り
組
ん
で
い
る
人

物
と
し
て
も
世
に
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
文
中
に
、
東
邦
電
気
株
式
会
社
名
古
屋
支
店
・
岐
阜

図 ３　�東邦電気株式会社名古屋支店におけ
る講演風景
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

支
店
・
四
日
市
支
店
で
講
演
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
別
資料の「



新
聞
・
雑
誌
記事

切
抜
帖
（
一
）」（沿革史資料




7330

）
に
、

同
社
よ
り
送
ら
れ
て
き
た
写
真
が
貼
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
当
時
の
雰
囲
気
が
分
か
る
の
で
、
参
考
と
し
て
前
頁
に
掲
示
す
る
（
図
３
）。

第
二
部
　
宗
教
講
話
会

　

宗
教
講
話
会
は
、
大倉

邦
彦
が
提
唱
し
、
主
催
し
た
会
で
あ
る
。
第
一
部
に
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
六
月
二
十
八
日
に
目
黒
の

大倉

邦
彦
邸
で
、
今
成
覚
禅
を
講
師
に
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
第
一
回
宗
教
講
話
会
か
ら
記録

さ
れ
て
い
る
。
同
年
十
一
月
三
十
日
の
第
七

回
か
ら
は
原
田
祖
岳
が
加
わ
り
、
月
初
め
に
原
田
、
中
旬
に
今
成
の法

話
が
定
番
と
な
っ
て
い
く
。

　

会
場
は
当
初
各
所
を
転
々
と
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
年
十
一
月
二
十
九
日
、
目
黒
の大倉


邦
彦
邸
の
隣
に
講
堂
が
完
成
す
る
と
、
宗
教

講
話
会
は
こ
こ
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

会
の
目
的
に
つ
い
て
、『
皇
紀
弐
千
五
百
八
十
九
年
度
版 

私
の
使
命
事
業（
８
）』
で
、
大倉

は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

爽
か
な
弁
舌
も
、
内
に
響
く
生
命
の
鼓
動
が
な
け
れ
ば
、
人
を
動
か
す
に
足
り
ま
せ
ん
。
徒
ら
に
声
を
高
く
し
た
所
で
、
現
代
人
は

耳
を
傾
け
や
う
と
は
し
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
現
代
人の

求
め
て
ゐ
る
も
の
は
、
空
論
で
は
な
く
て
、
力
あ
る
体
験
の
声
で
あ
り
ま

す
。（
中
略
）
こ
の
見
地
か
ら
、
体
験
の
あ
る
諸
名
士
、
殊
に
宗
教
家
を
、
拙
宅
の
講
堂
に
招
い
て
、
講
話
会
を
催
し
、
私
の
関
係

の
者
は
申
す
に
及
ば
ず
、
汎
く
一
般
の人

々
の
来
聴
を
願
っ
て
居
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
続
け
て
こ
の
年
は
、「
時
に
は
又
、
若
い
学
生
を
招
き
、
そ
れ
等
の人

々
か
ら
溢
れ
る
愛
国
の
情
熱
を
聴
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
神
埼
出
身
で
、
当
時
東
京
師
範
学
校
（
現
筑
波
大
学
）の

学
生
で
あ
っ
た
副
島
羊
吉
郎
も
そ
の
一

人
で
、

　
　

目
黒
駅
の
近
く
の
自
宅
に
小
さ
な
講
堂
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
昭
和
二
年
頃
は
月
一
回
位
名
士
の
講
演
会
が
あ
っ
た
の
で
、
時
々
出
か
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け
て
い
た
。
日
本
精神

に
関
す
る
も
の
が
多
く
聴
衆
は
大
半
が
学
生
で
あ
っ
た（
９
）。

と
回
顧
し
て
い
る
。
こ
の
講
演
会
の
中
に
は
、
大
川
周
明
に
よ
る
「大

学
」
講
義
も
あ
っ
た（

（1
（

。

　

そ
の
後
、
今
成
覚
禅
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
一
月
で
講
師
を
退
き
、
以
後
は
原
田
祖
岳
が
中
心
と
な
る
。
昭
和
七
年
（
一
九
三

二
）の

『
皇
紀
二
千
五
百
九
十
二
年
度 

私
の
使
命
事
業（

（1
（

』
で
は
、

　
　

講
堂
を
開
い
て
既
に
四
ヶ
年
を
経
過
致
し
ま
し
た
。
月
一
回
、
乃
至
二
三
回
の
催
し
に
其
都
度
七
、
八
十
人の

来
聴
者
が
あ
り
ま
し

て
何
れ
も
真
面
目
に
信
仰
に
生
き
る
真
摯
な
求
道
者
の
集
ひ
と
な
っ
て
居
り
ま
す
。
原
田
老
師
に
よ
る
無
門
関
の
提
唱
は
今
も
尚
ほ

続
い
て
居
り
ま
す
。

と
記
し
て
い
る
。

　

法
話
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
年
十
一
月
と
十
二
月
の
分
は
『
心
の
使
』
第
二
号
に
、
翌
五
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
は
同
第
三
号

で
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

第
二
部
は
、
こ
の
宗
教
講
話
会
の
昭
和
八
年
二
月
か
ら
同
十
年
二
月
ま
で
の記録


で
あ
り
、
宗
教
講
話
会
は
こ
れ
で
終
了
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

第
三
部
　
中
等
教
育
談
話
会

　

中
等
教育

談
話
会
も
、
大倉

邦
彦
が
提
唱
し
主
催
し
た
会
で
あ
る
。

　

中
等
教育

談
話
会
は
、
東
京
都
下
の
中
学
校
や
商
業
学
校
の
職
員
有
志
を
集
め
て
、
当
初
「
中
等
教育

談
論
会
」の

名
称
で
昭
和
五
年

二
月
二
十
二
日
に
大倉

洋
紙
店
会
議
室
で
第
一
回
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
時
は
、
大倉

邦
彦
、
原
田
三
千
夫
、
青
木
常
盤
（
日
本
青
年
協

会
）
と
、
各
学
校
か
ら
九
人
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
発
言
内
容
は
、『
心
の
使
』
第
三
号（

（1
（

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
会
の
冒
頭
、
大倉

邦
彦
は
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十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

次
の
よ
う
に
趣
旨
説
明
を
し
て
い
る
。

　
　
　

今
の
社
会
の
思
想
は
素
質
が
悪
い
、
杞
憂
か
も
知
れ
ぬ
が
、
日
本
の
永
遠
性
を
傷
け
は
せ
ぬ
か
と
恐
れ
る
。
こ
れ
が
改
善
策
は

種
々
あ
る
が
、
私
の
結
論
と
し
て
は
、
制
度
様
式
の
改
善
よ
り
も
、
先
づ
、
こ
れ
を
運
用
す
る
人
間
を
改
良
す
る
に
あ
る
。
人
間
の

改
良
は
ど
う
し
て
も
、
宗
教
と
教育

と
に
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
、
精神文化研究所の







建
設
を
企
て
、
欧
州
に
於
け
る
精

神運動


を
視
察
し
、
学
者
、
宗
教
家
の
門
を
叩
い
て
来
た
。
一
方
私
は
常
に
教育事業



に
携
つ
て
ゐ
る
方
と
関
係
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
思
つ
て
ゐ
た
。
幸
ひ
、
共
通
点
を
お
持
ち
の
方
々
に
今
晩
の
お
集
り
を
願
つ
た
訳
で
あ
る
。

　
　
　

将
来
の教育


は
、
大
き
な
目
的
、
共
通
の
中
心
思
想
を
持
つ
た
人
々
に
よ
つ
て
、
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
こ
の人

々

が
会
合
し
て
語
り
合
ふ
会
が
是
非
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
私
は
そ
の
中
に
あ
つ
て
、
犬
馬
の
労
を
厭
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
然
し
、

往
々
会
と
な
る
と
流
行
的
な
実
質
の
な
い
も
の
に
堕
し
易
い
。
今
晩
の
会
は
打
ち
解
け
て
気
持
ち
よ
く
お
話
し
願
ひ
度
い
。

　
　
　

修
身
教育

と
国
体
思
想
の
徹
底
普
及
と
い
ふ
問
題
の
下
に
、
皆
さ
ん
の
御
意
見
を
述
べ
て
頂
き
度
い
。

　

会
の
名
称
は
、
本
書の記


述
に
よ
る
と
、
昭
和
六
年
六
月
十
七
日
の
第
十
四
回
か
ら
「
談
論
会
」
を
「
談
話
会
」
に
改
め
て
使
用
し
て

い
る（

（1
（

。『
皇
紀
二
千
六
百
一
年
五
月
増
補 

使
命
事
業（

（1
（

』
に
よ
る
と
、「
毎
月
一
回
会
合
し
て
、
特
に
中
等
学
校
に
於
け
る
行
の教育


、
公

民
教育

、
歴
史教育


、
教育

制
度
等
の
問
題
を
討
議
研究

せ
り
」
と
記
し
て
い
る
。
関
連
資料

と
し
て
、「
行
の教育研究




座
談
会
要

項（
（1
（

」
や
、
昭
和
五
年
五
月
三
日
の
第
二
回
中
等
教育

談
話
会
の
議
事
録（

（1
（

な
ど
が
現
存
し
て
い
る
。

　

昭
和
六
年
頃
は
公
民
教
科
書の

編
纂
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、「
中
等

学
校
に
於
け
る
行
の教育」



に
関
し
て
は
、
討
議
の
成
果
を
踏
ま
え
て
全
国
二
百
五
十
の
中
等
学
校
に
依
頼
し
て
得
た
七
三
通
の
回
答
結

果
を
纏
め
て
、『
中
等
学
校
に
於
け
る
行
の教育


』（
三
省
堂
、
昭
和
九
年
六
月
）
を
刊
行
し
て
い
る（

（1
（

。

　

そ
の
後
、
大倉精神文化研究所








編
と
し
て
「
古
来
我
が
国
民
錬
成
の
基
礎
た
り
し
神
儒
仏
三
道
を
中
心
と
す
る
諸
学
の先

哲
に
よ
り



277

翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

て
樹
立
せ
ら
れ
た
る
行
の精神


を
伝
ふ
る
文
献
を
収
輯（

（1
（

」
し
て
、『
行
の教育


‐
資料

篇
』（
三
省
堂
、
昭
和
十
五
年
一
月
）
を
刊
行
し
て

い
る
。

　

第
三
部
中
等
教育

談
話
会
の記事


は
、
昭
和
九
年
十
一
月
十
二
日
に
談
話
会
の
組
織
改
革
に
つ
い
て
相
談
し
た
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
る
。

『
皇
紀
二
千
五
百
九
十
六
年
度
版　

使
命
事
業（

（2
（

』
で
「
数
年
前
、
志
あ
る
都
下
中
等
学
校
の先生


方
と
共
に
、
毎
月
一
回
中
等
教育

談
話

会
を
開
い
て
、
四
年
間
ほ
ど
継
続
し
ま
し
た
」
と
あ
る
の
で
、
昭
和
九
年
中
に
終
了
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
限
界
、
他
資
料
と
の
関
係
）

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
資料「精神運動書翰」









は
複
数
の記

主
に
よ
り
日
記
風
に
記録

さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
担
当
記
主

が
参
加
し
て
い
な
い
行
事
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
補
完
し
う
る
資料

と
し
て
、
大倉精神文化研究所の









設
立
準
備
を
始
め
た
大

正
末
期
か
ら
続
く
日
誌
類
が
あ
る
。
そ
の
内
の
最
初
の
一
冊
「
日
誌
」（大

正
十
四
～
昭
和
九
年（

（2
（

）
と
、
附
属
施
設
富
嶽
荘
の「

日
誌
」

（
昭
和
五
～
七
年（

（2
（

）
が
、
本
資料

と
ほ
ぼ
同
時
期
の記録


で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、「
日
誌
」
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
月
に
欧
州
か
ら
帰
朝
し
た
原
田
三
千
夫
が
記録

を
始
め
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
以
前
の事

は
溯
っ
て
の記

述
で
極
簡
略
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
の
間
は
原
田
三
千
夫
の
活
動記録


で
、
内
容
は
原
田
が
担
当
し

て
い
た
図
書の

収
集
、
研究所の



建
設
、
古
文書

古
記録

副
本
作
製
部
に
関
す
る
こ
と
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
富
嶽
荘
の「

日

誌
」
は
、
富
嶽
荘
の
寮
生
に
よ
る
当
番
制
の記録


で
あ
り
、
た
ま
に
記
主
が
宗
教
講
話
会
等
に
参
加
し
た
こ
と
が
記録

さ
れ
て
い
る
。

　
「精神運動書翰」







は
、
昭
和
五
年
六
月
以
降
に
な
る
と
「
日
誌
」
と
記事の


重
複
が
多
く
な
る
が
、
そ
れ
以
前
は
本
書
に
し
か
記
載

が
無
い
記事

が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
貴
重
で
あ
る
。
い
ず
れ
、
こ
の
三
種
の資料の



情
報
を
統
合
し
て
、
研究所


創
立
前
か
ら
の大倉



邦
彦
の動

向
な
ど
を
整
理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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な
お
本
稿
で
は
、「精神運動書翰」の








翻
刻の

あ
と
に
、
同
資料

に
基
づ
く
「
年
表
」
と
、
記
述
に
登
場
す
る
人
名
・
各
種
団
体
の

「
索
引
」
も
掲
載
し
た
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

注（
１
）　
「
設
立
の
趣
意
」（『
私
の
使
命
事業（


皇
紀
二
五
八
九
年
・
昭
和
四
年
度
版
）』
研究所沿革史資料






207

）。
設
立
趣
意
書
は
、
掲
載
資料の


年
度

に
よ
っ
て
文
章
が
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　
「
設
立
の
趣
意
」（『
私
の
使
命
事業（


皇
紀
二
五
九
三
年
・
昭
和
八
年
度
）』
研究所沿革史資料






210

）。

（
３
）　

翻
刻
三
九
一
～
二
九
二
頁
に
「
満
堂
寄
献
之
徴
意
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　
「
牟
田
直
の
回
顧
談
」（『
大倉

紙
パ
ル
プ
商
事
百
年
史
』
大倉

紙
パ
ル
プ
商
事
株
式
会
社
、
平
成
元
年
）
三
三
八
頁
。

（
５
）　

精神文化事業の






中
核
を
な
す
の
が
大倉精神文化研究所








で
あ
り
、
昭
和
七
年
の研究所の




開
設
後
は
「生

産
事業」


と
「大倉精神文化研








究所」の



二
本
柱
に
な
り
、
研究所の



機
能
と
し
て
「研究」



と
「
実
践
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
教育事業



は
こ
の「

実
践
」
に
含
ま
れ
る
よ
う

に
な
る
。

（
６
）　

前
掲
注
１
「
設
立
の
趣
意
」。

（
７
）　

こ
の
学
生
寄
宿
舎
は
、
当
初
郷
里
の
佐
賀
県
出
身
者
の
学
生
支
援
を
目
的
と
し
て
企
画
さ
れ
て
い
た
（
学
生
寄
宿
舎
設
立
発
起
書）

こ
と
も
記
さ

れ
て
い
る
。

（
８
）　

研究所沿革史資料






207

。

（
９
）　

副
島
羊
吉
郎
『
激
動の

二
十
世
紀
に
お
け
る
私
の人生


遍
路
』（
私
家
出
版
、
平
成
八
年
）
九
頁
。
翻
刻
三
二
〇
頁
の
昭
和
三
年
四
月
二
十
八
日
条

に
名
前
が
見
え
る
。
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

（
10
）　

大
川
周
明
の「大


学
」
講
義
は
、
大倉

邦
彦
邸
の
講
堂
で
昭
和
五
年
六
月
十
七
日
、
十
九
日
、
二
十
四
日
、
二
十
六
日
の
四
回
に
亙
っ
て
開
催
さ

れ
た
。
参
加
し
た
牟
田
直
は
、
そ
の
講
義
内
容
を
記録

し
て
お
り
、『
大倉

山
論
集
』
第
五
六
輯
（大倉精神文化研究所









、
平
成
二
十
二
年
）の


林
宏
美
「大

川
周
明
博
士
「大

学
」
講
義
速
記」

に
て
全
文
翻
刻
を
掲
載
し
て
い
る
。
な
お
「
富
嶽
荘
日
誌
」（研究所沿革史資料







13165

）の


昭
和
五
年
六
月
二
十
一
日
分
を
担
当
し
た
牟
田
直
は
、「
今
夜
は
一
同
大倉

講
堂
に
於
け
る
大
川
博
士
の
講
義
に
出
席
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の

日
に
大
川
周
明
の
講
義
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
し
、
講
義
録
に
も
こ
の
日
の記

述
は
無
い
の
で
、
何
ら
か
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

（
11
）　

研究所沿革史資料






208
。

（
12
）　
「
心
の
使
自
第
一
号
至
第
三
号
」（研究所沿革史資料







3255

）。

（
13
）　

前
掲
注
11
「
心
の
使 

自
第
一
号
至
第
三
号
」。

（
14
）　
「
日
誌
」（研究所沿革史資料







2495
）
で
は
、
昭
和
六
年
七
月
十
八
日
の
第
十
五
回
か
ら
に
な
っ
て
い
る
。
同
年
七
月
十
四
日
の公

民
教
科
書
編

纂
下
相
談
会
で
の
相
談
内
容
（
４
）
に
「
本
会
名
称
は
中
等
教育

談
話
会
と
決
定
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
月
か
ら
通
称
と
し
て
利
用
し
て
い

て
、
七
月
に
正
式
名
称
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
15
）　

研究所沿革史資料






220

。

（
16
）　

研究所沿革史資料






3452

。
年
欠
。

（
17
）　
「
学
校
課
程
並
社
会
に
於
け
る
行
の教育


に
つ
い
て
」（研究所沿革史資料







5685

）。

（
18
）　

同
書
に
は
、
沿革

と
し
て
前
記
第
一
回
か
ら
昭
和
八
年
九
月
の
第
二
四
回
ま
で
の
日
程
と
内
容
も
抄
録
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）　

前
掲
注
14
『
皇
紀
二
千
六
百
一
年
五
月
増
補 

使
命
事業

』。

（
20
）　

研究所沿革史資料






214

。

（
21
）　

研究所沿革資料





2495

。

（
22
）　

前
掲
注
９
「
富
嶽
荘
日
誌
」（研究所沿革史資料







13165

）。
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【
凡
例
】

一
、
原
本
の
漢
字
は
す
べ
て
現
代
通
用
の
字
体
に
改
め
、
か
な
文
字
・
カ
タ
カ
ナ
・
数
字
表
記
は
原
本
通
り
と
し
た
。

一
、
明
ら
か
な
誤
字
も
原
本
通
り
翻
刻
し
た
上
で
、
正
字
を
〔　

〕
で
ル
ビ
と
し
て
付
し
た
。

一
、
原
本
の書

式
は
記録

者
や
時
期
に
よ
っ
て
不
統
一
で
あ
る
。
本
翻
刻
で
は
、
記
載
内
容
を
充
分
に
考
慮
し
た
上
で
、
書
式
を
整
理
統
一
し
た
。

一
、
原
本
中
の
図
等
も
可
能
な
限
り
忠
実
に
再
現
し
た
。

一
、
文
章
の
意
に
沿
う
よ
う
に
、
適
宜
句
読
点
を
施
し
た
。

一
、
資料

内
容
の
理
解
の
た
め
、
本
文
中
に
補
注
を
〔　

〕
で
適
宜
付
し
た
。

一
、
入
力
校
正
は
酒
井
君
代
、
中
島
志
郎
、
𠮷
田
舞
衣
が
、
解
題
は
平
井
誠
二
、
星
原
大
輔
が
担
当
し
た
。
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翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

【
翻
刻
】

〔
第
一
部
〕

　
　
　
　
「
精
神
運
動
書
翰
」（
大
倉
先
生
教
育
事
業
の
記
録
）

〔
大
正
十
四
年
〕

〔
四
月
／
富
士
見
幼
稚
園（

１
）開
園
〕

教（
黒
筆
）育
事業

ノ
第
一
歩
ト
シ
テ
幼
稚
園
ヲ
始
ム
。
四
月
ヨ
リ
開
園
。

　

富
士
見
幼
稚
園
の
さ
だ
め

年
齢　
　
　
　

�

満
三
年
よ
り
学
齢
迄
の
お
子
様
で
、
其
の
発
育
に
随
ひ
松
、
桜
、
梅
の

三
組
に
分
け
ま
す
。

時
間　
　
　
　

凡
そ
毎
日
四
時
間
、
季
節
に
よ
っ
て
変
更
の
都
度
申
上
げ
ま
す
。

休
日　
　
　
　

日
曜
、
祭
日
、
靖
国
神
社
例
祭
日
。

　
　
　
　
　
　

�
春
休
は
三
月
二
十
五
日
よ
り
四
月
五
日
迄
、
夏
休
は
七
月
十
五
日
よ
り

九
月
十
日
迄
、
冬
休
は
十
二
月
二
十
五
日
よ
り
正
月
十
日
迄
で
御
座
い

ま
す
。

入
園
料　
　
　

壱
円
で
す
。
入
園
の
時
に
お
納
め
下
さ
い
。

月
謝　
　
　
　

参
円
で
す
。
毎
月
五
日
迄
に
お
納
め
を
願
ひ
ま
す
。
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徽
章　
　
　
　

当
園
の
徽
章
を
是
非
お
着
け
下
さ
い
。

連
絡　
　
　
　

�

努
め
て
御
家
庭
と
園
と
の
連
絡
を
取
り
度
い
と
存
じ
ま
す
か
ら
、
毎
月
一
回
保
護
者
会
を
致
し
ま
す
。
外
に
折
々
打
合

せ
に
御
出
で
下
さ
い
。

送
り
迎
へ　
　

お
附
添
は
送
り
迎
へ
丈
に
止
め
て
戴
き
た
う
御
座
い
ま
す
。

入
園　
　
　
　

入
園
御
希
望
の
お
子
様
に
お
会
ひ
し
た
上
で
お
定
め
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

富
士
見
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
外
目
黒
町
中
目
黒
字
谷
戸
前
九
九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

園
長　

大倉

邦
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
事　

門
田
つ
や

　

幼（
黒
筆
）稚
園
ト
並
ン
デ
学
ノ
会
ヲ
設
ケ
、
主
婦
ニ
成
人教育


主
ト
シ
テ
精神教育



ヲ
授
ク

保
育の

方
針

○
富
士
見
幼
稚
園
は
、
其
名
の
様
に
気
高
く
、
心
身
共
に
強
い
自
然
な
子
供
を
育
て

○
協
同
一
致
の
習
慣
を
付
け

○�

そ
う
し
て
幼
少
の
頃
か
ら
天
皇
陛
下
日
本
国
又
は
国
際
な
ど
の
観
念
を
与
へ
る
様
に
心
掛
け
て
居

り
ま
す
。
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

〔
三
月
／
徳
富
蘇
峰
『
国
民
小
訓
』
の
推
薦
状
〕

思
想
悪
化
・
民
心
弛
緩
の刻

下
、
偶
々
蘇
峰
氏
の
『
国
民
小
訓（

２
）』
を
得
て
、
之
を
江
湖
の
有
志
に
頒
つ
。

追
々
と
凌
ぎ
よ
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
御
障
も
な
く
御
精
励
の事

と
よ
ろ
こ
ば
し
く
存
じ
ま
す
。

『
国
民
小
訓
』
一
冊
差
上
げ
ま
す
か
ら
御
一
読
下
さ
い
。
そ
し
て
、
御
関
係
の
学
校
や
御
知
合
の
方
へ
も
此
精神

が
普
及
い
た
し
ま
す

様
御
尽
力
下
さ
る
様
祈
っ
て
止
ま
な
い
の
で
す
。

近
来
吾
国
民
思
想
の動

揺
は
、
心
あ
る
も
のの

誰
し
も
顰
蹙
し
憂
慮
す
る
処
で
御
座
ゐ
ま
す
。
総
じ
て
、
世
相
は
自
己
の
目
前
の
幸
福

だ
の
満
足
ば
か
り
に
熱
心
で
、
君
国
は
後
廻
し
に
な
る
様
で
、
中
に
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
様
な
人
々
も
御
座
ゐ
ま
す
。
然
し
、
そ
れ
を

如
何
に
し
て
救
ひ
出
す
か
、
如
何
に
す
れ
ば
我
建
国
の精神


が
確
保
さ
れ
る
か
に
つ
き
ま
し
て
、
未
た
適
確
な
帰
着
点
を
明
示
し
て
民

心
の
嚮
ふ
べ
き
道
を
訓
へ
た
る
も
の
が
な
い
様
に
思
ひ
ま
す
。
こ
れ
は
、
恰
も
羅
針
盤
な
く
し
て
船
を
進
め
ん
と
す
る
様
な
も
の
で
す
。

私
は
何
時
も
考
へ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
何
が
隆
盛
で
あ
ら
う
が
、
地
位
や
富
が
出
来
や
う
が
、
国
と
君
と
の
根
幹
が
な
く
て
何
の
価
値
が

あ
り
ま
せ
う
。
民
族
の
歴
史
な
く
な
っ
て
何
の
意
義
が
あ
り
ま
せ
う
。
此
の
意
味
に
於
て
、
蘇
峰
氏
著
『
国
民
小
訓
』
は
最
も
権
威
あ

り
、
最
も
時
機
に
適
し
た
も
の
と
存
じ
ま
す
。
修
身
書
と
し
て
、
又
国
民
読
本
と
し
て
も
立
派
な
も
の
と
存
じ
ま
す
。
添
付
の
新
聞
に

も
御
覧
の
通
り
、
多
く
の
知
名
の教育


家
が
一
斉
に
推
奨
し
て
居
ま
す
。
御
互
に
漸
く
廃
れ
か
ゝ
っ
た
世
道
人
心
の
た
め
応
分
の
努
力

を
要
す
る
事
は
当
然
の
つ
と
め
か
と
存
じ
ま
す
の
で
、
か
く
は
御
薦
め
す
る
次
第
で
御
座
ゐ
ま
す
。

　
　

大
正
十
四
年
三
月　
　
　
　

大倉

邦
彦
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月
十
日
〔
中
華
民
国
留
学
生
招
待
会
〕

大倉

学
寮（

３
）・
一
如
洞（
４
）主
催
、
大倉

邦
彦
後
援
に
て
、
中
華
民
国
留
学
生
招
待
会
を
催
す
。

懐
し
き
故
郷
を
離
れ
、
遠
く
異
国
に
あ
っ
て
学
に
志
す
若
き
人
々
に
、
せ
め
て
も
家
庭
的

な
慰
安
を
与
へ
度
い
と
い
ふ
意
味
で
の
み
こ
の
会
を
催
す
。
そ
こ
に
は
、
何
等
政
治
外
支

的
の
意
味
を
含
ま
な
い
純
人
間
的
の
集
ひ
で
あ
っ
た
。

中華民国留学生招待会

〔
九
月
／
図
書
館
図
書
選
択
〕

世
は
秋
に
入
っ
た
。
予
て
よ
り
目
論
ま
れ
た
図
書
館
設
立
事業

が
漸
く
具
体
化
し
て
、
生
々
と
し
た
活
動
が
開
始
さ
れ
て
来
た
。
こ
う
し

た
活
動の

渦
中
に
あ
っ
て
、
吾
々
は
全
く
超
時
空
的
で
あ
っ
た
。
吾
々
の
一
団
が
奏
づ
る
生
命
の
交
響
楽
は
、
あ
の
秋
の
空
に
朗
か
に
響

き
渡
っ
た
。

図
書
館
事業の


第
一
歩
は
、
購
入
図
書の

選
択
で
あ
っ
た
。
之
を
専
問〔

門
〕の
学
者
に
依
頼
す
る
事
に
し
た
。
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宗
教　
　
　
　
　

主
任　
　

木
村
泰
賢

　
　
　
　
　
　
　

助
手　
　

植
木
謙
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
敏
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
道
光

印
度
哲
学　
　
　

主
任　
　

木
村
泰
賢

　
　
　
　
　
　
　

助
手　
　

布
施
浩
岳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
泰
舜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　

義
雄

神
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
永
茂
助

哲
学　
　
　
　
　

主
任　
　

伊
藤
吉
之
助

　
　
　
　
　
　
　

助
手　
　

大
室
貞
一
郎

教育
　
　
　
　
　

主
任　
　

乙
竹
岩
造

　
　
　
　
　
　
　

助
手　
　

野
々
村
運
市

倫
理　
　
　
　
　

主
任　
　

友
枝
高
彦

　
　
　
　
　
　
　

助
手　
　

神
代
峻
通

心
理　
　
　
　
　

主
任　
　

高
橋　

穣

　
　
　
　
　
　
　

助
手　
　

留
岡
清
男
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〔
十
月
三
日
／
図
書
選
択
主
任
の
晩
餐
会
案
内
状
〕

拝
啓　

時
下
秋
冷
相
催
侯
処
、
愈
御
多
祥
奉
賀
候
。
扨
先
般
来
図
書
購
入
に
関
し
突
然
の
御
依
頼
申
上
候
処
、
御
多
用
の
御
身
に
も
拘

ら
ず
御
承
諾
被
下
、
感
謝
此
事
に
御
座
候
。
就
て
ハ
御
迷
惑
乍
ら
御
近
つ
き
旁
、
来
る
十
二
日
午
後
五
時
、
拙
宅
に
於
て
、
粗
餐
差
上

度
候
間
、
万
障
御
繰
合
せ
御
光
来
の
程
御
願
申
上
候
。
先
は
右
御
案
内
ま
で
如
斯
御
座
候
。
敬
具

　

尚
、
乍
御
手
数
同
封
の
葉
書
に
て
御
都
合
御
一
報
被
下
度
御
願
申
上
候
。

　
　

十
月
三
日　
　
　
　

大倉

邦
彦

　
　
　

�

之
は
、
主
任
の
方
の
み
を
招
待
し
た
時
の
案
内
状
で
あ
る
。
乙
竹
氏
は
都
合
悪
し
く
欠
席
さ
れ
た
が
、
他
の
五
氏
並
に
酒
井
氏

夫
妻（

５
）が
臨
席
さ
れ
た
。（
図
書
館
の
建
築
は
、
酒
井
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
店
に
依
頼
し
て
あ
っ
た
）

〔
秋
／
図
書
館
研究所


設
立
趣
意
書
案
〕

　

図
書
館
研究所


設
立
趣
意
草
稿

明
治
開
国
以
来
著
し
き
欧
米
文化の


輸
入
に
よ
り
漸
く
吾
国
は
制
度
様
式
の
完
備
を
見
た
け
れ
共
、
徒
ら
に
外
面
的
物
質
的
の
方
面
を

の
み
重
要
視
し
た
た
め
、
人
間
活
動の

根
源
を
な
す
精神

的
方
面
を
看
過
し
、
日
本
民
族
精神の


弛
緩
を
来
た
す
に
至
っ
た
。
現
代
社

会
の
頽
廃
も
民
心
の
堕
落
も
、
皆
こ
ゝ
に
萌
し
て
ゐ
る
。
け
れ
共
、
所
謂
社
会
改
造
家
は
専
ら
制
度
様
式
を
改
変
す
れ
ば
社
会
は
完
全

す
べ
し
と
考
へ
、
宗
教
も
教育

も
政
治
も
経
済
も
崇
高
な
る
大
義
明
分
の精神


を
喪
失
し
て
、
空
し
く
方
法
手
段
の
末
梢
に
蹐
跼
し
て

ゐ
る
有
様
で
あ
る
。
か
く
て
は
、
何
日
か
吾
人の

望
む
国
家
の
理
想
が
実
現
出
来
や
う
か
。
こ
の
難
局
を
打
開
す
る
に
は
、
何
う
し
て

も
各
人の精神



力
を
強
く
喚
起
し
て
、
其
上
に
近
代
文化

を
建
設
す
る
の
外
は
な
い
と
信
ず
る
。
精神教育の




必
要
は
こ
ゝ
に
あ
る
。

自
分
は
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
先
づ
宗
教
・
哲
学
・
倫
理
・
心
理
・
教育

方
面
の
特
色
あ
る
図
書
館
と
之
に
附
属
す
る
研究
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所
を
設
け
、
之
を
し
て
常
に
国
民
精神

振
興
の
源
泉
た
ら
し
め
ん
事
を
期
す
。

〔
十
一
月
二
十
五
日
／
図
書
選
択
に
関
す
る
希
望
事
項
〕

拝
啓　

空
冷
の
砌
愈
御
清
穆
奉
賀
候
。
図
書の

選
択
に
就
き
て
は
一
方
な
ら
ぬ
御
尽
力
に
預
り
候
段
、
感
佩
罷
在
候
。
さ
て
、
図
書
館

設
立
に
関
す
る
小
生の

根
本
精神

、
既
に
御
承
知
被
下
候
事
と
は
存
候
へ
ど
も
、
図
書
御
選
択
被
下
候
上
に
幾
分
御
参
考
ま
で
に
も
と

存
じ
別
紙
の
如
く
念
願
申
述
置
候
間
、
何
卒
御
参
酌
の
上
小
生の事業



御
援
助
被
下
候
は
ゞ
欣
快
此
事
に
御
座
候
。
敬
具

　
　

十
一
月
廿
五
日　
　
　
　

大倉

邦
彦

　
　
　
　
　

様

追
而

　

一
、
カ
ー
ド
は
月
々
取
纏
め
御
送
附
被
下
度
候

　

一
、
図
書
館
と
し
て
是
非
備
ふ
べ
き
書
籍
に
は
Ａ
、
第
二
位
に
は
Ｂ
、
第
三
位
に
は
Ｃ
の
符
号
を
御
添
加
被
下
度
候

　

一
、
日
本
文化

に
関
係
あ
る
書
籍
に
は
圏
点
を
願
上
候

　

研究所


図
書
館
設
立
之
趣
旨
略
記

一
、�

神
聖
な
る
天
皇
並
に
祖
国
に
赤
誠
を
以
て
対
す
る
純
真
な
る
大
和
国
民
を
作
り
度
い
と
言
ふ
事
が
、
研究所の



最
後
の
目
的
で
あ

る
。

一
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

　
　

�

外
面
的
に
は
主
義
信
念
に
乏
し
い
政
治
家
・
教育

家
・
宗
教
家
・
実
業
家
の
職
業
に
囚
は
れ
名
利
に
走
せ
て
盲
動
す
る
人
々
を
精
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神
的
に
指
導
す
る
事
。

　
　

�

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
研究

論
文
を
発
表
し
て
こ
の
目
的
の
達
成
を
助
く
る
事
。

一
、�
内
面
的
に
は
教育

・
宗
教
等
、
精神

界
に
一
身
を
捧
げ
ん
と
す
る
学
究
者
の研究


に
資
す
る
事
。
併
し
、
学
究
者
を
し
て
概
念
の

遊
戯
に
終
ら
し
め
な
い
た
め
に
、
言
行
共
に
国
民
に
範
を
垂
れ
ん
と
す
る
真
の教育


家
・
真
の
宗
教
家
を
出
す
事
。
深
遠
な
る
哲

理
に
基
い
て
日
本
国
民
文化の


維
持
発
展
に
貢
献
せ
ん
と
す
る
、
真
摯
な
る
精神

活
動
家
を
出
す
事
。

一
、�

人生の


根
本
問
題
を
没
却
し
て
教
授
法
や
訓
育
論
や
管
理
法
等
の
末
節
枝
葉
に
拘
泥
す
る
現
今
の教育


者
に
代
へ
て
、
熱
と
信
念

と
人
格
と
を
植
ゑ
付
け
得
る
教育

者
を
養
成
す
る
高
等
師
範
程
度
の
学
校
を
設
け
る
事
も
将
来
の
懸
案
で
あ
る
。

一
、�

此
等
学
校
・
研究所


に
必
要
な
る
図
書
館
も
こ
の
趣
旨
に
添
ふ
も
の
で
あ
り
た
い
。
無
用
な
古
書
珍
本
を
陳
列
し
た
り
、
概
念
遊

戯
の
材
料
で
あ
り
度
く
な
い
。
又
、
徒
ら
に
図
書の

数
量
多
き
事
が
こ
の
図
書
館
の
誇
り
で
は
な
い
。

一
、�

従
っ
て
、
図
書
選
択
の
標
準
は

　
　

１
．
精神文化史




上
著
名
な
る
大
家
の
和
漢
洋
原
書

　
　
　
（
例
へ
ば
、
プ
ラ
ト
ー
ン
・
カ
ン
ト
等
人
物
を
中
心
と
し
て
そ
の
著
述
の
一
切
を
蒐
集
す
る
事）


　
　

２
．
或
問
題
、
又
は
思
想
を
研究

に
関
し
代
表
的
と
認
め
ら
れ
る
和
漢
洋
原
書

　
　
　
（
こ
の
項
は
問
題
、
又
は
思
想
を
中
心
と
す
る
も
の
に
し
て
、
そ
の
著
者
の
如
何
を
問
は
ず
）

　
　

３
．
此
等
原
書の

理
解
に
必
要
な
る
若
干
の
名
著

　
　
　
（
例
え
ば
、
紹
介
書
、
註
釈
書
、
又
は
訳
本
）

　
　

４
．
精神文化



に
価
値
あ
り
と
認
め
ら
れ
る
現
代
の
著
書
、
特
に
国
民
精神

を
鼓
舞
す
る
に
足
る
も
の

　
　

５
．
宗
教
・
哲
学
・
倫
理
・
心
理
・
教育

に
関
す
る
、
最
も
権
威
あ
る
定
期
刊
行
物
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と
定
め
た
い
。
勿
論
、
之
は
第
一
回
の
選
択
標
準
で
あ
る
。

一
、
図
書
館
は
、
完
成
に
至
る
ま
で
は
財団法人



と
せ
ず
、
私
有
に
し
て
公
開
す
る
考
で
あ
る
。

一
、
図
書
館
は
、
内
面
的
に
は

　
　

１
．
当
学
園
研究

員
の研究


に
資
す

　
　

２
．
学
者
教
授
の研究の



た
め
、
特
に
便
宜
な
設
備
を
な
す

　
　

３
．
同
学
者
接
触
の
機
会
を
作
る
事
に
利
用
す
る

　
　

４
．
斯
道
の研究


、
又
は
発
表
の
場
所
た
ら
し
む

　
　

５
．
講
演
会
を
開
く

一
、
更
に
、
図
書
館
完
成
の
上
は
、
研究

者
の
便
宜
を
計
り
、
同
敷
地
内
に
宿
泊
所
を
設
置
す
る
予
定
。

〔
秋
／
学
生
寄
宿
舎
の
設
立
〕

　

学
生
寄
宿
舎
設
立
発
起
書

近
代
学
校
教育の


弊
は
、
徒
ら
に
知
育
体
育
に
の
み
偏
し
て
、
学
生の

徳
育
を
無
視
す
る
点
に
あ
る
。
将
に
国
家
の
中
堅
た
る
べ
き
も

の
が
浅
薄
な
る
人生

観
と
皮
相
な
る
社
会
観
を
以
て
、
あ
て
途
も
な
く
学
校
よ
り
実
社
会
に
押
し
流
さ
れ
て
行
く
。
今
日
そ
の
数
愈
々

多
く
し
て
、
国
家
は
益
累
卵
の
危
殆
に
瀕
す
る
の
で
あ
る
。
凡
そ
光
輝
あ
る
吾
国
家
の
特
質
は
徳
化
礼
治
に
あ
る
。
崇
高
な
る
人
格
の

教
養
な
き
も
の
が
、
如
何
に
し
て
こ
の
深
遠
な
る
国
家
生
活
の
真
髄
を
体
得
し
、
之
が
支
持
者
た
る
事
が
出
来
や
う
か
。
学
校
教育の



国
家
の
要
求
に
背
く
事
、
今
日
程
甚
だ
し
き
は
あ
る
ま
い
。
併
し
、
独
り
そ
の
責
を
今
日
の
学
校
教育の


み
に
帰
す
べ
き
で
は
な
い
。

学
校
を
以
て
将
来
一
定
の
職
業
に
就
き
社
会
に
地
位
を
得
ん
た
め
の
手
段
と
考
ふ
る
が
如
き
浅
見
な
る
現
代
の
学
生
は
、
崇
高
な
る
人
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格
に
対
す
る
仰
慕
が
な
い
の
み
か
、
知
に
対
す
る
真
の
憧
憬
す
ら
も
な
い
有
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
の
下
に
、
ど
う
し
て
意
義
あ

る
学
校
生
活
が
営
ま
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
。

か
く
て
味
気
な
い
学
校
生
活
を
送
る
学
生
が
、
せ
め
て
家
庭
的
な
慰
安
を
求
め
ん
と
欲
し
て
も
、
現
今
の
下
宿
屋
又
は
寄
宿
舎
は
、
営

利
に
鋭
く
、
情
に
冷
た
く
、
到
底
学
生の

要
求
を
満
た
す
事
す
ら
出
来
な
い
。
学
生の

心
は
、
自
ら
荒
ん
で
、
遂
に
は
巷
間
遊
里
に
低

級
な
る
快
楽
を
追
ふ
の
始
末
で
あ
る
。

此
故
を
以
て
、
先
づ
こ
の生

活
の革

新
な
き
限
り
は
、
彼
等
に
向
っ
て
如
何
に
国
家
精神

を
鼓
吹
す
る
も
、
人
格
修
養
を
提
唱
す
る
も
、

何
等
の
反
響
の
あ
ら
う
筈
が
な
い
。

か
ゝ
る
現
状
か
ら
何
う
し
て
将
来
国
家
の
中
堅
た
る
べ
き
人
物
が
生
れ
て
来
や
う
か
。
誠
に
識
者
の
憂
慮
に
堪
え
ざ
る
所
で
あ
る
。
而

も
、
現
今
の
学
制
の
下
に
之
等
の
欠
陥
を
補
ふ
と
せ
ば
、
何
う
し
て
も
先
づ
学
生の

寄
宿
舎
を
改
善
し
、
此
所
を
し
て
真
に
生
活
の
慰

安
所
た
り
人
格
の
修
養
所
た
ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
敢
て
理
想
を
言
へ
ば
、
燦
爛
た
る
霊
性
の
輝
き
に
接
し
て
自
ら
低
級
な
る
肉
欲

の
快
楽
を
一
蹴
し
、
そ
こ
に
理
想
へ
の
翹
望
あ
り
、
そ
こ
に
真
理
へ
の
憧
憬
あ
り
、
舎
生
悉
く
生
命
の
諧
調
を
合
せ
て
精
進
し
、
そ
の

一
挙
手
に
も
理
想
の
実
現
あ
り
。
そ
の
一
投
足
に
も
真
理
の
体
現
あ
り
、
遂
に
は
、
荘
厳
な
る
国
家
の生

命
に
帰
入
し
て
無
限
に
徳
を

樹
つ
る
国
民
た
ら
ん
と
す
る
、
真
摯
な
る
学
生の

寄
宿
舎
の
設
立
が
望
ま
し
い
。

茲
に
於
て
余
は
、
先
づ
都
下
に
遊
学
す
る
郷
土
佐
賀
の
学
生の

た
め
に
こ
の
種
の
寄
宿
舎
を
試
み
ん
と
す
る
の
情
切
な
る
を
覚
ゆ
る
。

然
れ
ど
も
、
之
れ
固
よ
り
余
一
個
の
私
力
に
依
籍
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
郷
友
諸
君
の
熱
心
な
る
賛
助
を
得
、
倶
に
同
心
戮
力
し
て

そ
の大

成
を
期
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
偏
へ
に
有
志
諸
君
の
賛
助
を
切
望
し
て
止
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。

〔
秋
／
大倉

学
寮
入
寮
規
定
案
〕
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大倉

学
寮
入
寮
規
定
草
案

一
、
目
下
専
門
学
校
以
上
の
学
校
に
在
る
者
に
し
て

一
、
品
行
方
正
、
成
績
優
良
、
身
体
強
壮

一
、
思
想
穏
健
に
し
て
、
国
家
の
た
め
一
身
を
捧
げ
て
、
精神

界
乃
至
教育

界
に
尽
瘁
せ
ん
と
す
る
者
は

一
、
在
学
々
校
の教

官
、
又
は
学
生
監
の
紹
介
に
よ
り

一
、
当
方
の
詮
衡
を
経
た
る
後
、
入
寮
を
許
可
す

一
、
入
寮
者
は
、
寮
の精神


を
理
解
し
、
他
の
寮
生
と
共
に
共
同
一
致
の生

活
を
な
す
事
を
要
す

一
、
入
寮
者
に
は
住
食
を
給
し
、
更
に
本
人の事


情
如
何
に
よ
り
て
は
月
謝
を
給
す
る
事
あ
る
べ
し

　
　

市
外
目
黒
町
中
目
黒
六
一
四
（
省
線
ヱ
ビ
ス
駅
よ
り
約
十
五

分　

目
黒
駅
よ
り
約
廿
分

）

　
　
　
　

大倉

学
寮

〔
十
二
月
／
母
校
西
郷
小
学
校
へ
の
講
堂
寄
付
〕

今
夏
よ
り
工
事
を
急
い
で
居
た
佐
賀
の
西
郷
村
の
講
堂
が
、
愈
々
十
二
月
十
七
日
落
成
式
を
挙
げ
る
事
に
な
っ
た
。
寄
付
の
微
衷
、
下
記

の
如
く
然
り
。

　

講
堂
寄
献
之
微
意

今
ヤ
物
質
ノ
華
、
制
度
ノ
備
、
其
盛
ヲ
極
ム
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
雖
モ
、
唯
リ
精神

方
面
ニ
至
リ
テ
ハ
浮
華
放
縦
、
亦
収
修
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル

モ
ノ
ア
ラ
ン
ト
ス
。
不
肖
日
本
国
民
ノ
一
人
ト
シ
テ
遠
ク
前
途
ヲ
想
ヒ
テ
、
憂
慮
実
ニ
切
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
乃
チ
茲
ニ
講
堂
ヲ
西
郷
村

ニ
寄
献
シ
、
以
テ
此
頽
風
ヲ
矯
回
シ
、
愛
国
的
国
民
教育

ノ
振
興
ニ
資
ス
ル
ト
コ
ロ
ア
ラ
ン
ト
欲
ス
。
西
郷
村
ヤ
固
ヨ
リ
一
小
局
地
ノ
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ミ
。
然
レ
ト
モ
泰
山
モ
沙
壤
ヨ
リ
成
ル
。
若
シ
夫
レ
一
簀
ノ
功
ヲ
挙
ク
ル
ヲ
得
ハ
、
不
肖
ノ
欣
快
何
物
カ
之
ニ
加
ヘ
ン
。

　
　

大
正
十
四
年
十
二
月　
　
　
　

大倉

邦
彦

〔
大
正
十
四
年
度
の育

英
事業

〕

　

育
英
事業

報
告

一
、
既
設
ノ
分

　
　

１
．
富
士
見
幼
稚
園

　
　

２
．
目
黒
町
中
目
黒
字
谷
戸
前
九
九
〇
―
一
二
・
一
三
・
一
四
・
五
二

　
　

３
．
大倉

洋
紙
店
社
長
、
小
田
原
製
紙
会
社
々
長
、
東
京
金
網
会
社
監
査
役
、
大文

洋
行
主　

大倉

邦
彦

　
　

４
．
土
地　
　
　

一
四
・
八
六
七
・
〇
〇
円　
　

植
木
垣
根　
　
　

五
一
二
・
八
〇

　
　
　
　

建
物　
　
　
　

八
・
七
五
七
・
一
〇　
　
　

設
備
器
具
類　

二
一
七
〇
・
二
九

　
　
　
　

附
属
工
事　
　
　
　

七
九
八
・
七
〇

二
、
１
．
大倉

学
寮

　
　

２
．
目
黒
町
中
目
黒
字
八
幡
六
一
四

　
　

３
．
大倉

邦
彦

　
　

４
．
目
下
大
学
生
四
人
・
生
活
費
学
資
支
給
・
出
費
月
額
約
百
五
十
円

三
、
予
定
ノ
分

　
　

１
．
精神文化



ニ
関
ス
ル
図
書
館
・
研究所


・
附
属
学
校
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翻
翻
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２
．
目
黒
町
中
目
黒
字
八
幡
六
一
四

　
　
　

３
．
大倉

邦
彦

　
　
　

４
．
第
一
期
工
事
費
約
五
十
万
円
ノ
予
定

第三回民国学生招待会

〔
十
二
月
六
日
／
第
三
回
中
華
民
国
学
生
招
待
会
の
開
催
〕

早
く
や
ら
う
と
考
へ
て
ゐ
た
民
国
学
生
招
待
会
が
、
い
ろ
〳
〵
な
事
情
の
た
め
遅
れ
て
、

漸
く
十
二
月
六
日
に
催
す
事
に
な
っ
た
。

今
度
も
趣
旨
は
第
二
回
の
場
合
と
少
し
も
変
る
所
は
な
い
。
服
部
さ
ん
の
手
を
通
し
て
前

回
に
来
な
か
っ
た
学
生
を
招
待
し
た
。

拝
啓　

日
に
増
し
寒
さ
相
加
は
り
候
処
、
益
御
多
祥
奉
賀
候
。
陳
者
来
る
十
二
月
六
日

午
前
十
時
よ
り
拙
宅
に
於
て
、
何
の
準
備
も
無
之
候
へ
と
も
、
第
三
回
華
日
学
生の

家

庭
的
会
合
相
催
候
間
、
万
障
御
繰
合
せ
御
光
来
被
下
度
、
此
段
御
案
内
申
上
候
。

　

追
而
準
備
の
都
合
も
有
之
候
間
、
御
出
席
の
有
無
折
返
し
御
一
報
被
下
度
候
。

　
　

十
一
月
廿
九
日　
　
　
　

大倉

邦
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大倉

学
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
如
洞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
剣
会
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〔
六
月
／
勤
王
文
庫
寄
附
の
支
援
依
頼
状
〕

　

勤
王
文
庫
寄
附
文

国
家
興
隆
ノ
本
ハ
国
民
精神

ノ
剛
健
ニ
在
リ
ト
ハ
、
聖
詔
儼
ト
シ
テ
日
星
ノ
如
シ
。
吾
人
臣
民
タ
ル
者
ハ
益
々
之
ヲ
涵
養
シ
、
之
ヲ
振

作
シ
テ
、
聖
旨
ヲ
奉
体
ス
ル
ノ
心
掛
肝
要
ト
存
候
。
曩
キ
ニ
大
日
本
明
道
会
ノ
編
纂
シ
タ
ル
勤
王
文
庫
ハ
、
皇
道
ニ
関
ス
ル
重
要
文書


ヲ
初
メ
、
碩
学
志
士
ノ
詩
歌
遺
稿
等
ヲ
輯
録
セ
シ
モ
ノ
ニ
有
之
、
今
之
ヲ
県
下
各
学
校
ニ
備
置
キ
候
事
ハ
、
精神

培
養
ノ
資料

ト
シ
テ

裨
益
不
尠
ト
被
存
候
間
、
今
般
聖
上
皇
后
両
陛
下
大
婚
二
十
五
年
祝
典
ヲ
奉
祝
記
念
シ
、
吾
人
有
志
申
合
セ
、
佐
賀
県
知
事
ノ
諒
解
ヲ

得
テ
、
全
県
下
二
百
四
個
所
ノ
中
等
各
学
校
及
小
学
本
校
ニ
対
シ
、
教
職
員
学
生
諸
士
及
父
兄
会
青
年
団
等
ノ
訓
育
修
養
ノ
御
参
考
ト

シ
テ
、
各
壱
部
宛
寄
贈
致
候
条
、
御
受
納
相
成
度
、
此
段
申
進
候
也
。

　
　

大
正
十
四
年
六
月

　
　
　

鍋
島
直
映　
　
　

鍋
島
直
虎　
　
　

高
取
伊
好

　
　
　

 

〃 

直
和　
　
　

 

〃 

直
縄　
　
　

福
田
慶
四
郎

　
　
　

小
笠
原
長
生　
　

大
隈
信
常　
　
　

北
村
七
郎

　
　
　

大
木
遠
吉　
　
　

副
島
道
正　
　
　

赤
司
鷹
一
郎

　
　
　

佐
野
常
羽　
　
　

本
野
盛
一　
　
　

中
村
純
九
郎

　
　
　

鍋
島
直
明　
　
　

鍋
島
英
昌　
　
　

山
崎
四
男
六

　
　
　

村
上
格
一　
　
　

武
藤
信
義　
　
　

藤
山
竹
一

　
　
　

水
町
袈
裟
六　
　

村
岡
長
太
郎　
　

大倉

邦
彦

　
　
　

藤
山
雷
太　
　
　

岡
崎
藤
吉　
　
　

田
中
次
郎
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翻
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翻
翻
翻
翻
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翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
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森
賢
吉　
　
　
　

弥
富
寛
一　
　
　

西
久
保
弘
道

　
　
　

伊
丹
弥
太
郎

大
正
十
五
年

〔
一
月
十
四
日
／
佐
賀
県
西
郷
村
の精神


作
興
会
へ
の
援
助
金
送
付
〕

佐
賀
県
西
郷
村
ノ
僧
侶
、
教
員
ヲ
シ
テ
精神

作
興
会
ヲ
作
ラ
シ
メ
、
之
ニ
年
三
百
円
ノ
補
助
金
ヲ
与
ヘ
、
ソ
ノ
名
ノ
如
ク
実
ヲ
挙
ゲ
シ
メ

ン
ト
期
ス

先
般
御
伺
申
し
ま
し
た
時
は
い
ろ
〳
〵
御
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。
其
後
皆
様
に
は
何
の
御
挨
拶
も
申
し
上
げ
ず
、
失
礼
い
た
し
て
居

り
ま
す
。

近
時
世
相
は
、
段
々
敬
神の

念
や
愛
国
心
や
国
民
相
互
の
友
情
に
乏
し
く
な
り
、
不
徹
底
な
党
派
根
情
や
自
己
本
位
の
感
情
の
た
め
に

正
義
を
忘
れ
る
と
い
ふ
風
が
益
盛
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
此
儘
に
捨
て
置
く
と
、
誠
に
祖
国
の
前
途
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
先
づ
脚
元
よ
り
之
が
改
善
を
試
み
、
国
民
精神の


作
興
を
計
ら
う
と
思
ひ
ま
し
て
、
皆
様
の
御
奮
起
を
御
願
い
た
し
ま
し
た
所
が
、

幸
ひ
御
賛
同
を
得
ま
し
て
、
誠
に
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
つ
け
て
何
彼
の
費
用
を
要
す
る
事
と
存
じ
、
そ
の
節
御
約
束
い
た
し

て
置
き
ま
し
た
通
り
、
年
三
百
円
づ
ゝ
適
当
の
期
間
御
送
り
い
た
す
筈
で
御
座
ゐ
ま
す
が
、
先
づ
半
期
分
と
し
て
唯
今
金
百
五
十
円
丈

け
御
送
金
申
し
ま
す
か
ら
御
受
取
り
願
ひ
ま
す
。

　
　

一
月
十
四
日
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〔
一
月
十
六
日
／
図
書
館
図
書
選
択
の
助
手
へ
の
招
待
状
〕

図
書
館
図
書
選
択
を
依
頼
シ
タ
ル
助
手
方
ヲ
招
待
ス
。

拝
啓　

厳
寒
の
候
愈
御
清
穆
奉
賀
候
。
陳
者
図
書
目
録
作
製
に
就
き
て
は
引
続
き
御
配
慮
に
預
り
、
誠
に
難
有
奉
感
謝
候
。
折
角
志
を

同
う
し
て
共
に
精神事業



を
御
援
助
被
下
方
々
と
心
か
ら
の
集
ひ
を
い
た
し
親
交
を
温
む
る
た
め
、
来
る
廿
一
日
午
後
五
時
拙
宅
に
於

て
粗
餐
差
上
度
候
間
、
万
障
御
繰
合
せ
御
臨
席
の
程
奉
希
上
候
。
敬
具

　

追
而
御
来
否
折
返
し
御
一
報
被
下
度
候

　
　

一
月
十
六
日

〔
富
士
見
学
び
の
会
の
案
内
状
〕

　

学
び
の
会

家
庭
の
婦
人の

向
上
進
歩
は
、
国
の
基
を
な
す
大
き
な
力
で
御
座
い
ま
す
。
世
の
中
は
、
婦
人の

自
覚
で
ど
の
様
に
立
派
に
も
な
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
然
し
な
が
ら
、
只
今
の
御
婦
人
は
、
家
庭
の
中
で
そ
う
し
た
修
養
の
機
会
や
御
稽
古
の
時
間
を
お
持
ち
に
な
る
事
が

難
し
い
様
に
思
は
れ
ま
す
。
そ
こ
で
私
共
は
、
そ
の
様
な
機
会
を
作
っ
て
皆
様
の
御
役
に
立
つ
様
に
と
考
へ
ま
し
た
折
か
ら
、
熱
心
な

方
の
御
希
望
も
御
座
ゐ
ま
し
た
の
で
、
今
度
幼
稚
園
を
利
用
し
て
毎
週
一
回
「
学
び
の
会
」
と
い
ふ
も
の
を
催
す
事
に
致
し
ま
し
た
。

修
養
講
話
と
手
芸
（
最
初
は
洋
服
裁
縫
（
割
出
し
）
か
ら
始
め
、
順
次
其
他
の
必
要
な
手
芸
を
学
ぶ
考
で
御
座
ゐ
ま
す
）
を
科
目
と
致

し
ま
し
た
か
ら
何
卒
御
来
会
下
さ
い
。

―
―
・
―
―

　

学
び
の
会
心
得
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場
所　
　

富
士
見
幼
稚
園

時
日　
　

月
曜
日
午
後
一
時
よ
り
四
時
ま
で

　
　
　
　

手
芸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
二
時
間

　
　
　
　

富
士
見
幼
稚
園
長
修
養
講
話　

約
一
時
間

月
謝　
　

御
願
ひ
す
る
手
芸
の先生の



御
礼
を
分
担
し
て
頂
き
ま
す
（
約
二
円
位
の
見
込
）

申
込　
　

何
時
で
も
葉
書
、
又
は
口
頭
で
御
知
せ
下
さ
い

　
　

市
外
中
目
黒
九
九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
士
見
幼
稚
園

〔
青
山
学
院
か
ら
の
修
養
講
話
に
対
す
る
礼
状
〕

昨
秋
十
月
、
青
山
学
院
の
招
聘
を
受
け
、
同
学
院
商
科
学
生
に
対
し
数
回
に
亙
り
修
養
講
話
を
な
す
。
依
て
、
右
の
如
く
感
謝
状
来
る
。

謹
啓　

時
下
愈
御
清
康
の
段
奉
賀
上
候
。
偖
、
先
般
来
当
学
院
高
等
学
部
商
科
生の

為
め
、
御
多
忙
中
に
も
不
拘
数
回
に
亙
り
有
益
な

る
御
講
話
を
被
成
下
、
特
に
御
体
験
上
よ
り
の
活
教
訓
は
学
生
一
同
に
多
大
な
る
稗
益
を
与
へ
候
事
に
て
、
本
院
に
取
り
て
も
誠
に
感

謝
の
次
第
に
御
座
候
。
右
厚
く
御
礼
申
上
候
。
尚
又
御
寄
贈
の
小
冊
子
『
感
想
』
は
、
夫
々
希
望
者
に
配
付
致
し
候
。
是
亦
御
厚
志
の

程
難
有
御
礼
申
上
候
。
先
は
御
挨
拶
迄
に
如
斯
御
座
候
。
拝
具

　
　

大
正
十
四
年
十
月
十
三
日　
　
　
　

青
山
学
院
高
等
学
部
長　

薮
内
敬
之
助

　

大倉

邦
彦
殿
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集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

〔
二
月
五
日
／
建
国
祭
案
内
状
〕

来
る
二
月
十
一
日
紀
元
節
午
前
十
時
か
ら
当
幼
稚
園
で
も
建
国
祭
を
行
ひ
ま
す
。
此
の
日
は
神
武
天
皇
の
御
偉
績
を
記
念
す
る
我
国
特

有
の大

祝
日
な
の
で
す
か
ら
、
之
を
単
に
形
式
の
一
祝
日
に
終
ら
せ
度
く
な
い
も
の
で
す
。
近
来
我
国
の
内
外
極
め
て
多
事の

折
柄
、

建
国
の大精神



を
復
活
し
て
時
代
の
弊
風
を
一
掃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
。

当
幼
稚
園
は
、
こ
ん
な
記
念
す
べ
き
日
に
御
子
様
達
に
も
こ
の精神


を
吹
き
込
み
度
い
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
ど
う
か
御
子
様
と
一
緒
に

な
っ
て
御
家
庭
の
皆
様
も
御
揃
ひ
御
来
園
下
さ
い
ま
す
れ
ば
、
教育

上
誠
に
欣
ば
し
き
事
と
存
じ
ま
す
。

当
日
は
後
で
園
長
の
話
も
御
座
ゐ
ま
す
。

　
　

二
月
五
日　
　
　
　

富
士
見
幼
稚
園

　
　
　
　
　

様

〔
二
月
七
日
／
図
書
選
択
の
取
り
纏
め
催
促
状
〕

拝
啓　

余
寒
酷
し
く
候
処
、
益
々
御
清
穆
の
段
奉
賀
候
。
陳
者
小
生
欧
米
図
書
館
施
設
・
宗
教
界
・
教育

界
視
察
の
た
め
、
四
月
頃
欧

州
に
向
っ
て
出
発
い
た
す
事
と
相
成
候
処
、
予
て
御
選
択
被
下
候
図
書
は
其
の
節
彼
地
に
て
相
求
め
度
候
間
、
目
録の

作
製
も
一
先
三

月
末
を
以
て
終
了
被
成
下
度
、
就
て
は
御
多
忙
中
甚
だ
乍
恐
縮
そ
れ
ま
で
に
取
急
ぎ
御
纏
め
方
御
願
申
上
度
奉
存
候
。

　

尚
、
買
求
に
付
カ
ー
ド
整
理
の
都
合
上
、
出
来
上
り
の
分
順
次
御
送
附
被
下
度
、
此
段
御
通
知
旁
々
御
願
申
上
候
。
敬
具

　
　

二
月
七
日　
　
　
　

大倉

邦
彦

〔
二
月
／
視
察
要
項
概
略
の
確
認
校
正
の
依
頼
状
〕
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翻
翻
翻
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翻
翻
翻
翻
翻
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拝
啓　

先
日
書
面
を
以
て
御
通
知
申
上
候
通
り
、
小
生
儀
四
月
早
々
渡
欧
の
積
り
に
御
座
候
処
、
視
察
万
端
遺
漏
無
き
を
期
し
度
く
、

要
項
概
略
別
紙
に
記
載
致
置
候
間
、
御
一
覧
の
上
、
特
に
御
気
付
の
点
有
之
候
は
ゞ
枉
げ
て
御
教
示
賜
り
度
、
尚
又
彼
の
地
に
於
て
何

か
便
宜
御
取
計
ひ
被
下
候
は
ゞ
幸
甚
に
奉
存
候
。
右
不
取
敢
懇
願
迄
。
早
々
頓
首

〔
二
月
／
紀
元
節
で
の
国
旗
掲
揚
の
呼
び
掛
け
〕

近
来
祝
祭
日
に
国
旗
を
掲
げ
る
人
も
あ
り
、
掲
げ
な
い
人
も
あ
っ
て
、
ま
ち
〳
〵
に
な
っ
て

居
る
様
で
す
が
、
祝
祭
日
に
国
旗
を
掲
げ
て
心
か
ら
祝
ふ
の
は
国
民
と
し
て
の
義
務
と
思
ひ

ま
す
。

就
て
は
、
来
る
紀
元
節
を
機
と
し
て
祝
賀
の
誠
意
を
表
し
、
光
輝
あ
る
日
章
旗
を
し
て
一
層

の
栄
あ
ら
し
め
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

一
、
様
式

　
　

旗
地
ハ
縦
「
二
」
横
「
三
」
ノ
割
合

　
　

日
章
ノ
直
径
ハ
縦
ノ
「
五
分
ノ
三
」

　
　

日
章
ノ
色
ハ
鮮
紅

一
、
掲
ゲ
方

　
　

祝
ヒ
ノ
旗
ハ
球
ト
密
着
シ
テ
離
サ
ヌ
コ
ト
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

〔
二
月
二
十
七
日
／
渡
欧
送
別
会
の
開
催
〕

拝
啓　

余
寒
料
峭
の
砌
益
々
御
穆
奉
賀
候
。
陳
者
小
生
渡
欧
以
前
親
し
く
御
伺
申
上
、
何
か
と
御
教
示
蒙
り
度
候
処
、
彼
れ
是
取
紛
れ

時
日
接
迫
致
し
其
の
意
を
得
ず
候
為
、
来
る
廿
七
日
午
後
五
時
半
芝
区
琴
平
町
二
番
地
晩
翠
軒
に
於
て
、
留
別
旁
々
御
高
話
拝
聴
致
度

候
間
、
御
多
忙
中
恐
縮
の
至
り
に
御
座
候
へ
共
、
御
光
来
被
下
候
は
ゞ
難
有
奉
存
候
。
敬
具

　

追
而
御
出
席
の
有
無
折
返
し
御
一
報
被
下
度
候
。

　
　

二
月
十
九
日　
　
　
　

大倉

邦
彦大倉氏帰朝歓迎会

　
　
　
　
　

様

〔
大
正
十
五
年
／
昭
和
元
年
は
記
事
な
し
〕

昭
和
二
年

大倉

氏
帰
朝
歓
迎
会
（
一
月
十
六
日　

日
曜
）

今
度
欧
州
各
国
に
於
け
る
精神運動



及
図
書
館
、
学
校
等
の
視
察
を
終
へ
、
帰
朝
せ
ら
れ

し
大倉

氏
の
歓
迎
会
を
富
士
見
会
主
催
の
下
に
催
す
。

午
後
二
時
に
開
会
。
先
づ
大倉

氏
の
欧
州
各
国
に
於
け
る
精神運動の




傾
向
、
及
日
頃
説

か
れ
る
宇
宙
心
に
つ
き
御
話
あ
り
て
、
後
芝
生
に
て
記
念
の
撮
影
を
な
し
一
同
夕
食
を
頂

く
。
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会
員
の
感
想
談
に
大
い
に
熱
が
あ
が
り
、
余
興
に
入
り
歓
を
尽
し
て
夜
九
時
頃
散
会
し
た
。

　
　

昭
和
二
年
一
月
十
六
日　
　
　
　

富
士
見
会

昭
和
二
年
二
月
十
一
日　

建
国
祭
ノ
日

『
感
想
』（
其
ノ
三
）
ヲ
発
刊
ス
。

二
月
十
二
日

郷
里
帰
郷
、
講
演（

６
）

神
埼
郡
教育

者
（教育


会
）
全
部

神
埼
郡
宗
教
家
坐
談
会

西
郷
村
青
年
処
女
一
般
講
演

東
背
振
村
青
年
処
女
一
般
講
演

仁
比
山
村
青
年
処
女
小
学
生
徒
一
般
講
演

神
埼
町
処
女
会
（神

陽
女
学
校
舎
）
講
演

姉
川
青
年
（
一
夜
）
日
新
会
（
一
夜
）
婦
人
会
（
一
夜
）
話

西
郷
小
学
校
生
徒
全
体
ニ
お
話

佐
賀
県
立
中
学
校
全
生
徒
講
演

佐
賀
県
立
高
等
女
学
校
仝
講
演
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』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

　

〃　
　

清
和
女
学
校
仝
講
演

　

〃　
　

成
美
女
学
校
仝
講
演

佐
賀
紡
績
株
式
会
社
男
工
女
工
（
幹
部
）
講
演

　
　
　
　
　

此
ノ
他
小
話
ハ
数
回

二
月
二
十
七
日

帰
京
途
中
、
下
関
ニ
テ
「
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
」
ノ
人
、
ワ
イ
ニ
オ
氏
ヲ
送
ル
。

〔
三
月
九
日
／
『
感
想
』
読
者
へ
の書翰


〕

　

心
の
手
紙

心
の
友
と
し
て
交
る
気
分
の
豊
か
さ
は
、
物
質
や
地
位
を
の
み
追
求
め
て
目
を
尖
ら
し
て
理
窟
を
云
ひ
あ
っ
て
居
る
人
々
の
味
ひ
得
な

い
所
で
御
座
い
ま
す
。
何
と
か
し
て
人
間
本
来
の
要
求
で
あ
る
幸
福
を
ば
総
て
の人

々
の
上
に
も
授
か
る
様
に
、
先
其
の
基
礎
を
精神


的
方
面
に
置
て
、
其
の
上
に
地
位
や
物
質
を
求
め
る
方
が
遙
か
に
容
易
だ
と
自
覚
せ
し
め
度
い
も
の
で
御
座
い
ま
す
。
世
間
は
、
先
入

主
と
な
っ
て
是
を
引
も
ど
す
事
が
困
難
な
様
に
見
へ
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
共
は
確
信
致
し
ま
す
。
正
し
き
願
ひ
は
叶
ふ
。
そ
れ
は
、
宇

宙
の大

を
も
動
か
し
て
居
る
無
限
の
力
が
現
存
し
て
居
る
の
で
す
か
ら
、
愛
の
戦
に
向
ふ
戦
友
は
、
安
心
と
確
信
を
以
て
各
自
の
熱
を

燃
し
て
さ
へ
居
れ
ば
総
て
は
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
す
。
熱
は
力
で
御
座
い
ま
す
。

あ
の
拙
著
「
感
想
」
小
冊
子
に
共
鳴
下
さ
い
ま
し
て
御
利
用
御
頒
配
願
っ
た
為
に
、
反
響
が
多
い
事
は
私
の
手
許
に
山
の
如
く
に
集
ま

る
各
方
面
か
ら
の
御
手
紙
を
見
て
も
明
で
御
座
い
ま
す
。
あ
な
た
の
御
力
で
、
否
宇
宙
の
力
の
伝
達
者
と
な
っ
て
、
精神運動



に
御
尽
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力
下
さ
い
ま
し
。
日
本
民
族
の
為
、
人
類
の
為
に
現
代
の
風
潮
を
よ
く
知
る
人
が
、
こ
ん
な
仕
事
に
力
を
入
れ
て
も
効
能
が
少
か
ら
う

と
か
、
困
難
だ
ら
う
と
か
申
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
世
の
中
で
あ
れ
は
あ
る
程
、
尚
更
此
使
命
を
感
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
す
ま
い
。

御
互
ひ
に
燃
え
て
薪
に
な
り
ま
せ
う
。
薪
に
な
る
に
は
、
先
つ
切
ら
れ
て
乾
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
共
は
養
ひ
、
磨
き
、
深
め

ら
れ
て
宇
宙
心
を
体
得
し
て
神の事業



に
参
加
致
し
ま
せ
う
…
。
不
思
議
な
無
限
の
力
は
、
宇
宙
に
充
ち
充
ち
て
居
り
ま
す
。
是
は
御

送
り
下
さ
い
ま
し
た
御
手
紙
に
対
し
て
御
礼
の
つ
も
り
で
此
の
手
紙
を
差
上
げ
ま
し
た
。

謄
写
で
甚
だ
失
礼
の
程
を
御
許
し
下
さ
い
ま
し
。
さ
よ
う
な
ら
。

　
　

昭
和
二
年
三
月
九
日

　
　
　

�

此
の
手
紙
は
『
感
想
』
を
発
刊
し
て
（
一
・
二
・
三
）
頒
配
し
た
所
、
各
方
面
の
各
地
方
か
ら
そ
の
反
響
と
し
て
続
々
共
鳴
感

奮
し
た
る
と
の
熱
心
家
・
指
導
者
の
手
紙
に
対
し
、
励
ま
し
の
言
葉
の
つ
ま〔

も
〕り
で
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

三
月
十
二
日

神
田
基
督
教
青
年
館
に
於
い
て
、
信
者
の
集
り
、
四
十
人
に
講
演
を
な
す
。

三
月
十
六
日

町
田
徳
之
助
氏
宅
、
一
如
会
（
禅
研究

会
）
に
於
い
て
講
演
。

三
月
十
八
日

洋
紙
店
社
員
一
同
に
、
次
の
如
き
手
紙
を
発
送
す
。
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毎
日
御
目
に
か
ゝ
っ
て
は
居
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ゆ
っ
く
り
落
付
い
て
御
話
す
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
か
ら
手
紙
で
申
上
ま
す
。

私
共
御
互
ひ
の生

活
に
は
生
活
の
向
上
を
希
望
す
る
事
は
勿
論
で
す
。
世
間
の人

は
往
々
に
し
て
、
生
活
の
向
上
と
は
以
前
よ
り
勝
っ

た
良
い
着
物
や
洋
服
を
着
け
た
り
、
御
馳
走
を
食
べ
た
り
、
芝
居
や
活
動
写
真
を
見
た
り
、
諸
道
具
を
買
求
め
た
り
し
て
、
一
見
富
祐

な
生
活
状
態
に
見
え
る
事
を
生
活
の
向
上
と
考
へ
て
居
る
様
に
見
え
ま
す
。
然
し
、
私
は
そ
れ
が
生
活
の
向
上
と
ば
か
り
は
思
ひ
度
く

あ
り
ま
せ
ん
。
寧
ろ
人
間
に
附
滞
し
た
物
の
高
価
生
活
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
の
価
値
を
向
上
せ
し
む
る
事
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
心
の

内
容
充
実
し
た
人
間
で
あ
る
事
が
本
当
の
意
味
に
於
け
る
生
活
の
向
上
と
信
じ
ま
す
。
心
の
内
容
豊
富
な
生
活
と
は
、
持
ち
も
の
や
見

る
も
の
か
ら
来
る
楽
し
み
で
な
く
、
豊
か
な
気
持
、
う
ら
ら
か
な
気
分
で
同
僚
や
家
族
、
同
志
や
世
の
中
の人

々
に
接
し
合
っ
て
、
人

を
も
そ
ん
な
気
分
に
さ
せ
て
、
自
他
共
に
喜
び
合
ふ
様
に
修
養
も
し
、
又
必
要
な
読
書
も
す
る
心
懸
け
が
肝
要
と
存
じ
ま
す
。
と
こ
ろ

が
稍
も
す
れ
ば
、
商
業
に
従
事
す
る
も
の
は
、
単
に
月
給
生
活
を
す
る
人
々
よ
り
賞
与
金
で
余
祐
が
あ
り
ま
す
と
、
遂
ひ
人
間
内
容
の

向
上
は
忘
れ
て
、
衣
食
住
の
高
価
生
活
に
引
込
ま
れ
勝
に
な
る
現
代
風
潮
で
御
座
い
ま
す
。
そ
し
て
、
貯
蓄
の
高
な
ど
考
へ
ず
に
先の


収
入
を
あ
て
に
し
て
置
い
た
物
を
取
る
様
に
気
楽
な
考
へ
ば
か
り
持
た
が
り
ま
す
。

店
に
つ
な
が
る
御
互
ひ
は
、
こ
れ
等
の
点
に
注
意
を
怠
ら
す
や
っ
て
ゐ
る
積
り
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
人
間
の
弱
点
と
し
て
、
は
た
か

ら
制
肘
さ
れ
る
事
な
し
に
は
世
間
並
に
引
ず
ら
れ
易
い
か
ら
、
自
分
自
身
が
自
発
的
に
真
実
な
気
分
で
考
へ
て
み
や
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
…
…
。

震
災
後
の
痛
手
や
一
般
不
景
気
の
為
に
、
事業

界
は
身
を
切
る
様
な
つ
ら
い
状
態
を
続
け
て
ゐ
る
人
が
殆
ど
全
部
と
云
っ
て
差
支
え
な

い
位
で
す
。
ま
し
て
も
働
き
場
所
さ
へ
無
く
、
喰
へ
な
い
失
業
者
さ
へ
多
々
あ
る
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
を
り
ま
す
。

そ
れ
こ
れ
を
思
ふ
時
静
か
に
考
へ
て
見
ま
す
と
、
物
質
的
生
活
を
切
り
つ
め
、
気
分
の生

活
に
入
る
事
に
心
を
向
け
て
下
さ
い
ま
し
。

一
人
で
こ
ん
な
事
を
考
へ
て
ゐ
る
と
、
余
計
な
御
世
話
の
様
で
す
け
れ
ど
も
、
失
礼
を
顧
み
ず
こ
ん
な
手
紙
を
差
上
げ
た
い
気
分
に
な
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り
ま
し
た
。
左
様
な
ら
。

　
　

三
月
十
八
日　
　
　
　

大倉

邦
彦

三
月
廿
三
日

日
比
谷
大神

宮
に
於
て
、
神
道
学
者
及
び
神
主
の
会
合
た
る
斯
道
懇
談
会
に
講
演
を
な
す
。

三
月
二
十
四
日

目
黒
実
科
高
等
女
学
校
の
卒
業
式
に
講
演
を
な
す
。

三
月
二
十
五
日

富
士
見
幼
稚
園
卒
業
式
に
於
て
、
児
童
の
保
護
者
に
講
演
を
な
し
、
次
の
如
き
刷
物
を
配
附
す
。

い
ゝ
学
校
の教育


を
受
け
さ
せ
様
と
す
る
な
ら
ば
、
教
師
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
こ
と
は
明
ら
か
な
事
で
す
。
同
様
に
子

供
に
よ
き
家
庭
教育

を
施
そ
う
と
思
ふ
な
ら
ば
、
よ
き
母
親
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
も
勿
論
で
す
。

よ
き
教
師
を
選
ぶ
と
云
ふ
意
味
は
、
物
知
り
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
人
格
の
上
に
必
要
に
応
ず
る
だ
け
の事

を

知
っ
て
お
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
御
座
い
ま
す
。

よ
き
母
親
と
云
ふ
の
も
亦
同
様
で
御
座
い
ま
す
。

取
分
け
家
庭
教育

は
、
学
問
や
知
識
を
教
へ
る
学
校
の教育


よ
り
も
、
も
っ
と
根
本
的
な
人
間
と
し
て
の
土
台
を
つ
く
る
事
で
御
座
い

ま
す
か
ら
、
そ
ん
な
重
大
な
家
庭
教育

を
ど
う
し
て
す
れ
ば
い
ゝ
か
と
云
ふ
事
は
、
母
親
と
し
て
一
日
も
片
時
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
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事
で
御
座
い
ま
す
ま
い
か
？
母
親
の
そ
の
時
〳
〵
の
言
語
挙
動
が
子
供
に
映
ず
る
事
が
感
化
な
の
で
す
。
そ
の
言
語
挙
動
に
不
自
然
が

あ
れ
ば
不
自
然
な
教育

を
子
供
に
施
す
事
に
な
り
、
軽
率
な
言
語
挙
動
は
子
供
に
軽
率
を
教
へ
る
事
に
な
り
、
感
情
の動

く
が
儘
に
考

へ
も
な
く
行
っ
て
ゐ
る
様
な
事
は
尚
更
強
く
子
供
の
頭
に
映
ず
る
の
で
御
座
い
ま
す
。

そ
れ
故
に
、
よ
き
教育

を
す
る
為
に
は
、
母
親
自
身
の
修
養
の
一
点
に
帰
す
る
と
云
ふ
事
が
言
ひ
得
ら
れ
ま
す
。

家
事
に
没
頭
し
て
忙
し
さ
の
余
り
無
意
識
な
個
性
を
発
揮
す
る
様
な
事
が
無
い
様
に
、
円
満
な
常
識
を
持
っ
て
自
分
自
身
が
家
事
に
従

事
し
て
居
れ
ば
い
ゝ
の
で
御
座
い
ま
す
。

そ
も
〳
〵
、
家
庭
は
自
分
の
住
家
で
あ
る
だ
け
、
外
部
の人

に
接
す
る
時
の
様
に
体
裁
も
な
け
れ
ば
多
く
考
へ
る
事
も
御
座
い
ま
せ
ん

か
ら
、
誰
も
が
我
儘
を
言
ひ
合
ふ
場
所
と
な
り
勝
で
、
一
番
修
養
を
す
る
根
城
で
あ
る
に
関
は
ら
ず
、
反
っ
て
正
反
対
な
言
語
挙
動
を

す
る
か
ら
、
最
も
注
意
し
な
け
れ
ば
尊
い
家
庭
教育

を
自
分
自
身
が
破
壊
す
る
結
果
に
な
る
と
云
ふ
事
を
心
の
底
に
持
っ
て
ゐ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

多
く
の人

は
、
聞
い
た
り
見
た
り
し
た
時
に
は
本
当
に
そ
う
だ
と
心
に
う
な
づ
き
、
明
瞭
に
意
識
し
て
は
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
さ
て

事
に
出
会
ふ
と
ど
う
し
て
も
忘
れ
勝
に
な
り
ま
す
か
ら
、
言
換
へ
れ
ば
、
知
っ
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
を
実
際
行
ふ
と
云
ふ
事
と〔

は
〕伴
ふ
事
が

甚
だ
困
難
な
事
で
御
座
い
ま
す
か
ら
、
ど
ん
な
智
識
が
あ
り
ど
ん
な
欠
点
が
な
と
と
思
っ
て
を
る
人
で
も
、
か
う
云
っ
た
様
な
点
に
注

意
を
怠
ら
な
い
様
に
修
養
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
供
に
は
言
っ
て
聞
か
せ
る
よ
り
も
、
や
っ
て
ゐ
る
事
を
見
せ
る
方
が
も
っ
と
印
象
が
深
う
御
座
い
ま
す
。
子
供
の
側
に
ゐ
る
時
は
、

監
督
者
の
側
に
ゐ
る
時
の
様
な
気
持
ち
を
持
っ
た
方
が
寧
ろ
い
ゝ
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
可
愛
が
り
た
い
時
は
自
分
の
気
の
向
い
た
通

り
猫
可
愛
が
り
を
や
っ
て
、
何
か
他
に
気
持
の
悪
い
事
で
も
あ
る
と
そ
の
気
持
を
子
供
に
見
せ
た
り
、
甚
し
き
は
子
供
に
不
快
な
顔
を

し
て
小
言
を
言
っ
た
り
す
る
か
ら
、
特
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
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家
庭
に
於
け
る
婦
人
は
、
多〔
外
〕部
と
の
接
触
が
少
な
い
の
と
、
毎
日
す
る
事
が
同
じ
様
な
事
ば
か
り
で
す
か
ら
、
尚
更
気
持
が
単
調
に

な
っ
て
、
少
し
の事

か
ら
気
持
を
悪
く
し
た
り
腹
を
立
て
勝
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
は
れ
ま
す
。

元
来
家
庭
の
婦
人
は
、
母
性
愛
を
中
心
に
柔
い
温
い
気
分
で
子
供
や
夫
に
接
し
、
柔
い
温
い
気
分
で
仕
事
に
従
事
す
る
な
ら
ば
、
自
然

に
よ
き
気
分
は
湧
い
て
く
る
筈
な
ん
で
す
。
そ
う
し
て
、
暗
闇
を
歩
く
様
な
気
分
か
ら
朝
日
を
望
む
時
の
様
な
明
る
い
気
分
に
な
る
事

も
出
来
ま
す
。
柔
い
温
い
気
分
を
持
っ
て
家
庭
の人

は
勿
論
外
部
の人

に
接
す
る
と
い
ふ
の
は
、
そ
れ
が
本
来
母
と
し
て
持
っ
て
ゐ
る

母
性
愛
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
色
々
な
物
に
妨
け
ら
れ
、
壊
さ
れ
な
い
様
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
な
の
で
、
又
自
分
自

身
の
本
来
の
持
物
を
自
分
で
培
ふ
事
な
の
で
す
か
ら
、
無
理
で
も
な
く
苦
し
み
で
も
な
く
出
来
得
べ
き
事
だ
と
思
ひ
ま
す
。

種
を
蒔
か
う
と
す
る
な
ら
地
床
を
拵
ら
へ
な
け
れ
ば
、
乾
き
切
っ
た
肥
料
気
の
な
い
所
で
は
芽
生
へ
も
出
な
い
と
同
様
に
、
自
分
の
心

の
地
床
を
拵
へ
る
事
が
先
づ
最
初
の
條
件
で
御
座
い
ま
す
。
心
よ
き
地
床
に
し
や
う
と
す
る
に
は
、
先
入
と
偏
見
を
取
去
る
事
が
最
初

で
す
。
何
人
も
個
性
が
あ
る
通
り
に
、
そ
の人

丈
特
に
固
く
思
込
ん
で
、
容
易
に
変
ら
な
い
か
た
く
な
な
考
へ
方
を
取
去
っ
て
、
鏡
が

物
を
写
す
様
に
あ
り
の
儘
を
正
し
く
見
る
な
ら
ば
怒
る
気
分
に
も
な
れ
な
い
し
、
わ
け
も
な
く
苦
し
み
や
悩
み
を
感
ず
る
事
も
御
座
い

ま
せ
ん
。

婦
人
は
美
し
い
情
緒
が
あ
る
半
面
に
は
感
情
的
に
動
き
易
い
か
ら
、
稍
も
す
る
と
心
を
乱
さ
れ
勝
に
な
り
ま
す
か
ら
、
理
窟
だ
け
で
は

之
を
矯
正
す
る
事
は
困
難
な
場
合
も
御
座
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
人
間
以
上
の
力
を
人
間
の
力
と
し
て
表
す
と
こ
ろ
の
信
仰
を
御
勧
め

し
た
い
の
で
す
。
私
の
云
ふ
宗
教
は
、
死
後
の
極
楽
や
地
獄
を
振
翳
し
て
現
世
の
倫
理
道
徳
だ
け
を
説
く
様
な
意
味
の
も
の
で
は
な
く
、

人
間
の
力
で
及
ば
ぬ
所
を
仕
遂
げ
る
力
を
出
し
得
る
様
な
確
信
が
持
ち
た
い
為
で
す
。
こ
こ
で
宗
教の

話
に
入
り
ま
す
と
話
が
長
く
な

り
混
雑
し
ま
す
か
ら
、
何
れ
御
話
す
る
機
会
を
待
ち
ま
せ
う
。
先
程
か
ら
理
窟
や
理
性
の
方
面
か
ら
心
の
持
ち
様
を
申
上
ま
し
た
が
、

も
一
つ
他
の
方
面
か
ら
目
的
を
達
成
さ
せ
る
肝
心
な
方
法
が
御
座
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
形
式
又
は
行
ひ
と
言
ふ
事
で
御
座
い
ま
す
。
例
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へ
ば
、
朝
起
き
て
わ
ざ
〴
〵
子
供
の
見
て
ゐ
る
前
で
御
主
人
や
御
老
人
に
丁
寧
な
お
辞
儀
を
し
て
「
御
早
う
御
座
い
ま
す
」
と
言
ふ
事

や
、
食
前
に
は
三
十
秒
で
も
瞑
想
や
御
祈
り
を
す
る
こ
と
や
、
食
後
に
感
謝
の
意
味
を
表
す
お
辞
儀
を
す
る
事
や
、
食
事の

時
は
ど
ん

な
場
合
に
も
晴
々
し
た
気
持
で
喜
び
合
っ
て
食
べ
る
事
や
、
進
ん
で
人
に
親
切
に
す
る
事
等
、
こ
ん
な
簡
単
な
事
で
も
そ
れ
の
為
に
其

他
の
場
合
迄
も
乱
雑
に
な
ら
ず
、
愉
快
な
気
持
を
知
ら
ず
〳
〵
持
つ
習
慣
と
な
り
ま
す
。
或
は
又
、
祝
祭
日
に
国
旗
を
掲
げ
て
、
今
日

は
国
の
御
祝
ひ
日
だ
か
ら
と
言
っ
て
赤
御
飯
を
た
い
て
気
持
の
い
ゝ
さ
わ
ぎ
を
す
る
事
は
、
子
供
に
形
の
上
か
ら
愛
国
心
を
教育

す
る

事
に
な
り
ま
す
。
眠
く
と
も
居
眠
り
し
な
か
っ
た
り
、
特
に
喜
び
さ
わ
い
で
御
主
人の

御
帰
り
を
迎
へ
た
り
、
送
り
出
し
た
り
す
る
事

は
、
家
庭
全
体
の
気
分
を
浄
化
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
様
な
事
を
き
ま
り
切
っ
て
や
っ
て
居
れ
ば
、
自
他
共
に
喜
び
に
満
ち
て
参
り
ま
す
。
こ
ん
な
い
ゝ
習
慣
を
一
つ
よ
り
二
つ
、
二

つ
よ
り
三
つ
と
ふ
や
し
て
行
く
様
に
心
が
く
れ
ば
、
子
供
の教育


は
お
ろ
か
親オ

ヤ
ヂ爺
教育

に
ま
で
も
な
っ
て
、
そ
の
家
庭
の生

活
は
隣
の

家
庭
の
見
本
と
な
り
ま
せ
う
。

芙
蓉
荘　

開
設　

昭
和
二
年
四
月
廿
九
日

慶
應
義
塾
内
に
永
い
歴
史
を
持
つ
養
真
青
年
会（

７
）の
学
生の

寄
宿
寮
で
、
一
軒
の
家
を
提
供
す
。

四
月
十
九
日

日
本
貿
易
協
会
ニ
於
テ
、
左
ノ
演
題
ニ
関
シ
講
演
ス
。

「
宗
教
ヨ
リ
見
タ
ル
英
独
並
ニ
日
本
」
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（
四
月
）

一
高
寄
宿
寮　

朝
風
寮
開
設

日
本
精神文


科

〔
マ
マ
〕研究

ヲ
目
的
ト
ス
ル
瑞
穂
会（
８
）ノ
集
会
所
兼
寄
宿
寮

五
月
十
日

東
京
市
有
力
ナ
ル
印
刷
会
社
ノ
会
合
、
十
日
会
ニ
講
演
ヲ
依
頼
サ
ル
。

第四回中華民国学生招待会

六
月
六
日

芙
蓉
荘
に
於
て
、
午
後
五
時
半
よ
り
、
養
真
会
員
開
荘
祝
ひ
の
趣
旨
で
会
合
し
た
。

六
月
十
二
日　

日
曜

第
五

〔
マ
マ
〕回
中
華
民
国
学
生
招
待
会
を
催
し
、
一
日
を
愉
快
に
過
し
た
。

初
夏
の
時
節
に
な
り
ま
し
て
郊
外
は
一
入
心
持
よ
く
な
り
ま
し
た
。
来
る
六
月
十
二
日

（
日
曜
日
）
拙
邸
に
於
て
、
例
年
の
通
り
第
四
回
中
華
民
国
学
生
招
待
会
を
催
し
度
い
と

存
じ
ま
す
。
勿
論
家
庭
の事

で
す
か
ら
何
の
設
備
も
出
来
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
お
互
の
持

よ
る
気
持
で
愉
快
に
過
し
度
い
と
存
じ
ま
す
か
ら
御
出
下
さ
い
ま
せ
。

　
　

場
所　
　

目
黒
三
田
五
四　
　

大倉

邦
彦
宅

　
　

時
間　
　

午
前
十
一
時
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大倉

邦
彦

　
　
　
　
　

様

六
月
十
三
日

千
速
婦
人
会
に
依
頼
さ
れ
て
講
演
を
な
す
。

六
月
廿
八
日　

火
曜
日

午
後
七
時
半
よ
り
、
自
宅
に
於
て
、
今
成
禅
師
に
依
頼
し
、
第
一
回
宗
教
講
話
会
を
催
し
、
仏
教の

根
本
に
関
す
る
御
講
演
を
聞
き
、
講

演
後
、
先生の


御
指
導
に
よ
り
聴
講
者
一
同
十
分
間
坐
禅
を
な
し
た
り
。

出
席
者　

富
士
見
会
員
三
十
名

九
月
三
日

軽
井
沢
に
於
け
る
女
子
大
学
修
養
会
を
視
察
し
た
。

九
月
七
日

午
後
七
時
よ
り
、
自
宅
に
於
て
、
瑞
穂
会
の
例
会
を
開
き
、
本
学
期
の
行
事
に
関
し
墾〔

懇
〕談
し
た
り
。

昭
和
二
年
九
月
十
五
日　

木
曜
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午
後
七
時
よ
り
、
友
松
円
諦
氏
に
依
頼
し
て
、
第
二
回
宗
教
講
話
会
を
富
士
見
寮
に
於
て
開
い
た
。「
仏
に
つ
い
て
」。
氏
の
平
易
な
、
而

も
熱
の
あ
る
講
話
に
得
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
来
聴
者
、
富
士
見
会
員
及
大倉

洋
紙
店
員
多
数
、
盛
会
で
あ
っ
た
。（
出
席
者
六
十
名
）

　

講
話
内
容
左
ノ
通
り

　

仏
と
そ
の
以
後

第
一
節　

仏
に
つ
い
て

　

一
、
釈
迦
と
い
ふ
こ
と

　

二
、
彼
の
家
庭
と
周
囲

　

三
、
出
家
と
そ
の動

機

　

四
、
苦
行
六
年

　

五
、
樹
下
成
道

　

六
、
釈
尊
に
現
は
れ
た
る
「
ほ
と
け
」の生


活

　
（
イ
）
平
凡
な
る
一
面

　
（
ロ
）
非
凡
な
る
一
面

　
　

仏
目
―
不
執
正
見　
　

佛
足
―
不
著
遊
行　
　

仏
心
―
不
軽
尊
重　
　

佛
食
―
応
供
羅
漢　
　

仏
名
―
世
尊
礼
拝

　

七
、
彼
の
思
想
に
つ
い
て

　
（
イ
）
無
常
に
つ
い
て

　
（
ロ
）
無
我
に
つ
い
て

　
（
ハ
）
無
著
に
つ
い
て
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（
ニ
）
無
相
に
つ
い
て

　

八
、
彼
の
死

来
る
十
五
日
（
木
曜
）
午
後
七
時
よ
り
、
富
士
見
寮
に
於
て
、
慶
応
義
塾
教
授
友
松
円
諦
氏
（
若
い
元
気
な
近
代
的
浄
土
宗
の
僧
侶
で
、

斯
道
の
造
詣
も
深
い
方
で
あ
り
ま
す
）の

仏
教
講
演
を
依
頼
致
し
ま
し
た
か
ら
、
御
来
聴
お
勧
め
致
し
ま
す
。

　
　

九
月
十
一
日　
　
　
　

目
黒
三
田
五
四　

大倉

邦
彦

　
　
　
　
　

様

九
月
廿
六
日

午
後
七
時
よ
り
、
富
士
見
寮
に
於
て
、
今
成
禅
師
に
依
頼
し
、
第
三
回
宗
教
講
話
会
を
開
き
、「
禅
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
約
三
時
間

講
演
あ
り
。
富
士
見
会
員
及
大倉

洋
紙
店
員
約
六
十
名
。
十
時
頃
散
会
し
た
。

十
月
五
日　

水
曜
日

友
松
円
諦
氏
に
依
頼
し
、
第
四
回
宗
教
講
話
会
を
富
士
見
寮
に
開
い
た
。「
仏
と
そ
の
以
後
」の「


そ
の
以
後
」
に
つ
い
て
御
講
演
あ
り
。

富
士
見
会
員
、
大倉

洋
紙
店
員
及
女
子
大
学
よ
り
多
数
出
席
あ
り
。
五
十
名
程
で
盛
会
で
あ
っ
た
。

十
月
廿
八
日　

金
曜

今
成
禅
師
に
依
頼
し
、
第
五
回
宗
教
講
話
会
を
大倉

学
寮
に
於
て
開
い
た
。
禅
の
立
場
に
つ
い
て
の
御
講
演
を
聞
い
た
。

聴
講
者
約
四
十
名
あ
っ
た
。
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十
一
月
七
日　

月
曜

名
古
屋
桜
楓
会
主
催
の
成
人教育


講
座
に
て
、
左
の
講
演
を
な
す
。

「人

間
の
宗
教」


十
一
月
六
日　

火
曜

豊
橋
市
青
山
氏
夫
妻
の
経
営
に
な
る
不
良
少
年
少
女
感
化
院（

９
）を

参
観
す
。

十
一
月
廿
九
日　

火

一
ヶ
月
程
前
か
ら
絶
え
間
な
く
聞
え
て
居
た
ノ
ミ
の
音
が
止
ん
で
、
お
庭
の
東
側
に
講
堂
が
竣
成
さ
れ
た
。

此
の
木
の
香
の
新
し
い
講
堂
で
、
今
成
禅
師
の「法


界
自
澄
教」

に
就
い
て
の
演
題
の
下
に
、
第
六
回
宗
教
講
話
会
が
午
後
六
時
半
よ
り

催
さ
れ
た
。

朝
か
ら
降
り
つ
ゞ
い
た
雨
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
約
八
十
名
の
多
数
参
会
者
が
あ
っ
た
。

十
一
月
丗
日　

水

午
後
一
時
か
ら
、
原
田
老
師
に
お
出
を
願
っ
て
、
第
七
回
宗
教
講
話
会
を
開
催
し
た
。
参
会
者
約
廿
人
。

仏
教の大


意
に
就
い
て
一
時
間
余
に
渡
る
御
講
話
が
あ
っ
た
。

御
講
話
大
意

「
仏
陀
が
正
覚
さ
れ
た
時
『
奇
な
る
か
な
〳
〵
、
一
切
衆
生
皆
如
来
の
智
慧
徳
相
を
具
存
す
。
然
れ
と
も
、
大
悟
大
撤〔

徹
〕せ
ざ
る
も
の
は
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天
道
盲
想
の
故
に
知
る
事
能
は
ず
』
と
仰
せ
ら
れ
た
様
に
衆
生
本
来
仏
性
で
あ
る
。
只
正
覚
し
な
い
か
ら
そ
れ
を
知
る
事
が
出
来
な
い

の
で
あ
る
。
目
覚
め
ん
と
す
る
悶
え
が
思
想
の
第
一
歩
で
あ
る
。

仏
教の教


へ
は
平
易
で
あ
る
、
幼
子
に
も
分
る
様
な
事
で
あ
る
。
而
も
、
そ
れ
を
実
行
す
る
事
は
難
い
の
で
あ
る
。
理
想
は
高
く
置
い

て
足
下
か
ら
清
浄
に
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

十
二
月
十
九
日

同
じ
目
的
の
下
に
進
ま
ふ
と
し
て
居
る
学
生の団


体
が
、
時
々
催
さ
れ
る
宗
教
講
話
会
等
で
同
じ
堂
に
は
集
る
が
、
未
だ
お
互
に
意
見
の

交
換
を
な
す
機
会
も
な
く
親
し
み
が
う
す
い
の
で
、
お
互
に
お
互
を
知
り
あ
い
、
共
に
進
ま
れ
ん
事
を
希
望
し
て
、
学
生の

思
想
発
表
会

が
催
さ
れ
た
。
会
合
し
た
団
体
は
、
帝
大
一
高
の
瑞
穂
会
、
慶
応
養
真
会
、
慶
応
仏
教
青
年
会（

（1
（

、
高
師
月
松
会（
（1
（

、
大倉

学
寮
に
し
て
、
そ

れ
〳
〵
其
の
信
念
、
社
会
批
判
、
抱
負
等
に
熱
弁
を
振
ひ
盛
会
で
あ
っ
た
。
各
々
心
の
中
に
互
に
ふ
れ
あ
ふ
喜
び
を
感
じ
て
十
時
閉
会
し

た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム

商
大　
　

藤
沢
伊
之
助
氏
（
学　

寮
）

高
師　
　

浜
名
儀
一
氏　

 

（
月
松
会
）

　
　
　
　

川
野
美
子

慶
応　
　

川
本
六
郎
氏　

 

（
養
真
会
）

一
高　
　

松
本
重
雄
氏　

 

（
瑞
穂
会
）

一
高　
　

依
田
貞
三
氏　

 

（　

同　

）
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帝
大　
　

古
池
信
三
氏　

 

（　

同　

）

慶
応　
　

高
木
秀
厳
氏　

 

（
仏　

青
）

　

�

十
九
日
午
後
六
時
半
か
ら
今
成
禅
師
の
講
話
会
を
開
く
様
に
通
知
申
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
同
師
の
突
発
事
故
の
た
め
講
話
中
止
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
左
様
御
承
知
下
さ
い
ま
し
。
其
の
代
り
、
兼
て
予
定
し
て
居
り
ま
し
た
帝
大
一
高
の
瑞
穂
会
、
慶
応
養
真
会
、

並
に
学
寮
学
生
諸
君
の
講
演
会
を
十
九
日
午
後
六
時
半
か
ら
開
き
ま
す
か
ら
御
出
下
さ
い
ま
し
。

若
き
学
生
諸
君
の
思
想
傾
向
を
御
聞
取
り
下
さ
る
事
も
御
参
考
に
な
る
事
と
存
じ
ま
す
か
ら
、
御
友
人
御
誘
ひ
合
せ
御
出
下
さ
い
ま
し
。

　
　

十
二
月
十
七
日　
　
　
　

大倉

邦
彦

十
二
月
廿
六
日

高
千
穂
中
学
校
に
於
て
「
禅
と
修
養
」
に
就
い
て
の
講
演
を
な
す
。

昭
和
三
年

一
月
三
日

帰
郷
。
村
民
の
歓
迎
会
を
受
く
。
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一
月
四
日

日
新
会
、
青
年
会
、
処
女
会
の
会
合
に
於
て
精神

講
話
を
な
す
。

一
月
五
日

農
村
工
芸
学
院
開
院
式
、
挙
行
。

一
月
七
日

二〔
仁
〕比
山
小
学
校
に
於
て
講
演
。

一
月
八
日

西
郷
学
生
同
窓
会
に
於
て
講
演
。

一
月
九
日

西
郷
村
の
北
方
、
草
ろ
う
庵
に
て
講
演
。

一
月
十
八
日

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
昼
）
及
び
紙
商
同
業
組
合
（
夜
）
に
て
講
演
を
な
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
て
は
奉
仕
の
理
想
に
就
い
て
。
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一
月
十
七
日

午
後
六
時
半
よ
り
、
今
成
禅
師
に
御
出
を
願
ひ
、
新
春
第
一
回
の（

つ
ゞ
き
第
九
回
）
宗
教
講
話
会
を
聞
く
。

一
月
廿
八
日

午
後
六
時
半
よ
り
、
原
田
老
師
の
宗
教
講
話
会
。
善
悪
の
標
準
に
つ
い
て
の
御
講
話
が
あ
っ
た
。

御
講
話
後
、
座
禅
の
御
指
導
を
願
っ
て
有
志
の
者
が
座
っ
た
。

二
月
六
日

午
後
六
時
半
か
ら
、
今
成
禅
師
の
宗
教
講
話
会
が
催
さ
れ
た
。
前
回
に
引
つ
ゞ
き
、
人
間
の
根
本
要
求
か
ら
宗
教
を
求
め
る
過
程
を
お
と

き
に
な
っ
て
、
喜
心
に
つ
い
て
の
御
熱
烈
な
御
講
話
で
あ
っ
た
。
御
講
話
座
禅
の
御
指
導
を
う
け
た
。

二
月
廿
八
日

丁
度
天
岫
禅
師
が
前
橋
市
よ
り
の
御
帰
途
御
立
寄
に
な
っ
た
の
を
幸
、
御
願
ひ
し
て
宗
教
講
話
を
伺
ふ
事
に
し
た
。
六
時
半
か
ら
九
時
ま

で
約
二
時
間
半
に
亙
っ
て
、
文化

と
信
念
の
題
目
の
下
に
有
益
な
御
講
話
が
あ
っ
た
。

大
要

現
代
は
文化

時
代
で
あ
る
と
は
一
般
に
云
は
れ
て
居
る
言
葉
で
あ
る
。
併
し
果
し
て
ど
れ
だ
け
の人

が
真
の文化


を
解
し
、
文化

的
生

活
を
し
て
居
る
だ
ら
う
か
？
現
代
人
は
文化

を
浅
薄
に
外
形
に
応
用
し
て
居
る
。
併
し
真
の
意
味
に
於
る
文化

は
自
己
耕
作
、
即
ち
修

養
で
あ
る
。
真
の文化生



活
は
信
念
生
活
で
あ
る
。
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学
問
は
進
み
、
科
学
は
進
歩
し
た
。
併
し
そ
れ
に
よ
っ
て
知
り
得
る
事
は
、
宇
宙
の
極
少
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
残
り
の大

部
分
は
信
に

よ
っ
て
知
る
よ
り
外
な
い
。

宇
宙
と
自
分
と
只
一
如
に
な
っ
た
時
、
真
に
宇
宙
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
我
々
が
川
の
水
を
見
て
美
し
い
と
云
ふ
。
併
し
そ
の
時
に

は
川
と
我
、
宇
宙
と
我
と
は
別
箇
の
も
の
で
あ
る
。
川
の
中
に
と
び
こ
ん
で
川
の
流
と
共
に
進
む
事
が
、
宇
宙
の
進
化
と
共
に
進
む
の

で
あ
る
。
落
葉
の
様
に
漂
ひ
な
が
ら
進
む
の
で
は
な
い
。「
流
水
打
球
子
」
で
低
く
な
り
高
う
な
り
躍
動
し
な
が
ら
進
む
の
で
あ
る
。

其
処
に
於
て
初
め
て
エ
タ
ー
ナ
ル
ラ
イ
フ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

支
那
の
語
に
象
、
馬
、
兎
の
川
渡
り
の
方
法
を
云
ひ
表
し
た
も
の
が
あ
る
。
兎
は
川
の
表
を
打
っ
て
渡
り
、
馬
は
表
と
底
の
中
間
を
う

ま
く
泳
い
で
渡
り
、
象
は
ど
っ
し
り
と
底
に
徹
し
て
渡
る
。
人生の


歩
き
方
は
象
の
如
き
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
徹
底
し
て
流
れ
る

の
で
も
な
け
れ
ば
流
さ
れ
る
の
で
も
な
く
、
宇
宙
と
一
つ
に
な
っ
て
流
水
打
球
子
如
く
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
。」

〔
マ
マ
〕

三
月
十
六
日

午
後
六
時
半
よ
り
、
今
成
禅
師
の
講
話
会
を
開
く
。
喜
心
、
老
心
、
大
心
に
就
い
て
の
御
講
話
を
聞
く
。

三
月
三
日

日
本
宗
教大

会
々
計
主
任
と
し
て
斡
旋
す
。

三
月
十
九
日

隅
田
川
合
同
運
送
会
社
並
に
隅
田
川
駅
員
に
、
隅
田
川
駅
楼
上
に
於
て
講
演
を
な
す
。
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三
月
廿
日

幼
稚
園
卒
業
式
。

母
の
会
へ
の
御
話
。

十
一
日
会
に
於
て
講
演
。

四
月
十
八
日

午
後
七
時
よ
り
、
今
成
禅
師
の
宗
教
講
話
会
を
開
く
。
御
講
話
後
、
座
禅
の
御
指
導
を
願
っ
た
。

四
月
廿
八
日

第
二
回
の
学
生
意
見
交
換
会
を
開
き
、
席
上
三
月
下
旬
欧
州
よ
り
帰
朝
さ
れ
た
原
田
氏
の
御
感
想
談
が
あ
っ
た
。

若
き
血
に
燃
ゆ
る
人
々
の
祖
国
を
思
ひ
、
自
己
の人

格
の
向
上
確
立
を
願
ふ
、
真
摯
な
純
な
熱
情
的
態
度
に
は
、
一
同
何
物
か
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
所
が
あ
っ
た
。

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム

高
輪
中
学　
　

牟
田
直
氏　
　
　

大倉

学
寮

慶
大　
　
　
　

山
本
氏　
　
　
　

養
真
会

帝
大　
　
　
　

藤
井
斉
氏　
　
　

瑞
穂
会

慶
大　
　
　
　

大
塚
英
雄
氏　
　

養
真
会

明
大　
　
　
　

渋
川
善
助
氏　
　

瑞
穂
会
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慶
大　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
教
青
年
会

高
師　
　
　
　

副
島
羊
吉
郎
氏　

松
月
会

　
　
　
　
　
　

原
田
三
千
夫
氏

四
月
十
四
日

午
後
七
時
よ
り
、
今
成
禅
師
の
普
勧
座
禅
義〔

儀
〕に（
（1
（

就
い
て
の
御
講
義
が
あ
っ
た
。

後
、
例
の
通
り
三
十
分
座
禅
し
た
。

六
月
廿
日

午
後
七
時
よ
り
、
今
成
禅
師
の
普
勧
座
禅
義〔

儀
〕の
御
講
義
が
あ
っ
た
。

六
月
丗
日

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
の「

禅
の
決
疑
」
に
就
い
て
の
御
講
話
が
あ
っ
た
。

九
月
十
七
日

午
後
七
時
よ
り
、
今
成
禅
師
の
普
勧
座
禅
義〔

儀
〕の
御
講
義
が
あ
っ
た
。

長
野
県
臼
田
修
養
会
に
て
講
演
を
な
す
。
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十
月
廿
一
日

第
六
回
中
華
民
国
学
生
招
待
会
を
催
し
た
。

変
調
つ
ゞ
き
の
近
頃
の
天
候
に
今
日
も
祟
ら
れ
て
、
朝
か
ら
雨
が
降
り
つ
ゞ
い
た
。

併
会
が
お
で
ん
の
昼
食
に
始
っ
て
か
ら
、
お
互
の
醸
し
出
す
和
や
か
な
空
気
が
外
界
の
天
候
等
に
は
少
し
も
支
配
さ
れ
な
か
っ
た
。

皆
心
か
ら
愉
快
に
〝
共
に
手
を
と
り
〟
の
歌
詞
を
そ
の
ま
ゝ
親
し
く
語
り
遊
ん
で
散
会
し
た
。

会
後
、
更
に
朝
風
寮
、
芙
蓉
荘
の
皆
様
と
第
二
次
会
を
開
き
、
意
見
発
表
を
な
し
有
益
な
時
を
過
し
た
。

　

案
内
状　

日
本
学
生
へ

来
る
廿
一
日
（
日
曜
）
午
前
十
一
時
半
よ
り
拙
宅
に
於
て
華
日
学
生
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
か
ら
、
万
障
御
繰
合
せ
御
来
会
下
さ

い
。

　
　

十
月
十
六
日　
　
　
　

市
外
目
黒
三
田
五
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大倉

邦
彦

　
　

中
華
民
国
学
生
へ
の
案
内
状

拝
啓　

秋
冷
の
候
と
相
成
候
処
、
愈
々
御
勇
健
の
段
奉
賀
候
。
扨
例
年
の
通
り
、
来
る
廿
一
日
（
日
曜
、
晴
雨
不
拘
）
午
前
十
一
時
半

よ
り
当
方
に
於
て
民
国
学
生
諸
彦
御
招
待
申
上
度
候
間
、
何
の
風
情
も
無
之
候
へ
共
、
万
障
御
繰
合
せ
御
来
駕
被
下
度
、
此
段
御
案
内

申
上
候
。

　
　

中
華
民
国
学
生
招
待
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
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一
、
開
会

一
、
昼
食

一
、
挨
拶

一
、
民
国
学
生
御
話

一
、
有
志
御
話

一
、
余
興

　
　

幼
稚
園
児
の
遊
戯
（
雨
天
中
止
）

　
　

団
体
余
興

　
　
　

皆
で
仲
よ
く
手
を
と
っ
て

　
　
　

椅
子
と
り

一
、
記
念
撮
影
（
雨
天
中
止
）

一
、
お
三
時

一
、
有
志
余
興

一
、
競
争

　
　

若
返
り
競
争

　
　

大
原
女

　
　

亀
つ
り
競
争

一
、
お
土
産
進
呈
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一
、
閉
会

十
月
丗
日

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
の「大


乗
仏
教の

信
条
」
に
就
い
て
の
御
法
話
が
あ
っ
た
。

十
一
月
十
日

今
上
陛
下
が
天
津
日
嗣
の
御
位
に
即
か
せ
給
ふ
今
日
の
佳
き
日
を
寿
ぎ
奉
り
て
、
午
後
七
時
よ
り
御
大
典
奉
祝
会
を
開
い
た
。

中
央
に
御
真
影
を
奉
安
し
奉
り
、
聖
寿
万
歳
の
金
文
字
と
白
の
鳳
凰
を
現
し
た
古
代
紫
の
幕
を
垂
れ
、
四
方
に
紅
白
の
幕
を
め
ぐ
ら
し
て

堂
内
に
は
荘
厳
の
気
が
満
ち
て
居
た
。

次
に
掲
げ
る
順
序
で
式
は
進
行
さ
れ
、
今
泉
先生の


御
大
典
に
関
す
る
御
講
話
に
、
其
の
御
儀
式
の神

々
し
さ
を
偲
び
奉
る
事
が
出
来
た
。

参
会
者
は
堂
に
み
ち
、
非
常
な
盛
会
で
あ
っ
た
。

　

式
次
第

一
、
一
同
着
席
・
敬
礼

一
、
君
が
代

一
、
大倉

氏
御
話

一
、
今
泉
貞〔

定
助
〕介
氏
講
演

一
、
御
大
典
奉
祝
歌

一
、
閉
会
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十
一
月
廿
日

午
後
七
時
よ
り
、
今
成
禅
師
の
普
観
座
禅
義〔

儀
〕の
御
講
義
が
あ
っ
た
。

十
一
月
丗
日

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
の「

世
界
は

界
な
り
」の

御
法
話
が
あ
っ
た
。

十
二
月
四
日

午
後
七
時
よ
り
、
天
岫
禅
師
の「人


間
の
価
値
」
に
就
い
て
の
御
講
話
が
あ
っ
た
。

昭
和
四
年

一
月
廿
二
日

午
後
七
時
よ
り
、
今
成
禅
師
の
普
観
坐
禅
義〔

儀
〕の
御
講
義
が
あ
っ
た
。

一
月
廿
六
日

午
後
三
時
よ
り
、
昨
年
の
夏
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
開
か
れ
た
国
際
宗
教大

会
に
日
本
を
代
表
し
て
出
席
さ
れ
、
最
近
帰
朝
さ
れ
た
友
枝
教
授
の

御
講
演
が
あ
り
、
引
つ
ゞ
き
毎
月
の
宗
教
講
話
会
に
御
見
え
に
な
る
人
々
と
の
懇
親
会
を
開
い
た
。
初
め
に
各
宗
の
理
想
の
発
表
あ
り
、

〔
色
〕
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そ
れ
か
ら
三
分
間
演
説
に
移
り
、
十
時
近
く
散
会
し
た
。
出
席
者
約
五
十
名
。
非
常
な
盛
会
で
あ
っ
た
。

　

案
内
状

来
る
廿
六
日
（
土
曜
日
）
午
後
三
時
よ
り
、
拙
宅
講
堂
に
於
て
最
近
欧
州
よ
り
帰
朝
さ
れ
た
友
枝
教
授
の
御
講
話
が
あ
り
ま
す
。
同
教

授
は
帝
大
並
に
高
師
に
教
鞭
を
執
ら
れ
て
ゐ
る
方
で
す
が
、
去
年
の
夏
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
開
か
れ
た
国
際
宗
教大

会
に
日
本
を
代
表
し
て

出
席
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

講
話
後
簡
単
な
夕
食
を
差
上
げ
、
朝
風
寮
、
芙
蓉
荘
、
月
松
会
、
明
世
寮（

（1
（

、
大倉

学
寮
の
学
生
諸
君
と
宗
教
講
話
会
の
方
々
と
の
懇
親

会
を
開
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
万
障
御
繰
合
せ
御
出
席
下
さ
い
。

　

追
て
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
御
出
席
の
有
無
同
封
の
葉
書
で
折
返
し
御
通
知
願
ひ
ま
す
。

　
　

昭
和
四
年
一
月
十
九
日　
　
　
　

大倉

邦
彦

一
月
卅
一
日

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
の
御
法
話
が
あ
っ
た
。

二
月
十
七
日

兼
て
計
画
中
で
あ
っ
た
日
曜
学
校（

（1
（

を
、
今
日
か
ら
幼
稚
園
に
於
て
開
始
し
た
。
此
の
日
曜
学
校
は
、
現
代
の
機
械
的
学
校
教育

か
ら
来
る

弊
害
を
除
き
、
人
格
と
人
格
の
接
触
に
よ
っ
て
児
童
の
本
性
を
よ
り
よ
く
伸
し
、
宗
教
的
情
操
を
養
ひ
、
国
家
観
念
を
植
え
つ
け
や
う
と

の
目
的
の
た
め
に
開
か
れ
た
も
の
で
、
大倉

家
庭
の
者
の
外
、
朝
風
寮
、
芙
蓉
荘
の
学
生
諸
氏
が
指
導
の
任
に
当
る
事
に
な
っ
た
。

八
時
半
頃
か
ら
続
々
と
児
童
が
集
り
、
九
時
半
に
振
鈴
し
て
一
同
集
っ
た
時
に
は
八
十
名
に
の
ぼ
っ
た
。
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こ
れ
だ
け
多
く
の
児
童
の生

命
を
導
い
て
行
こ
う
と
す
る
者
は
、
其
の
責
任
の大

な
る
事
を
感
じ
、
自
ら
な
る
緊
張
を
感
じ
た
。

二
月
廿
一
日

午
後
七
時
よ
り
、
今
成
禅
師
の
普
観
坐
禅
義〔

儀
〕の
御
講
義
が
あ
っ
た
。

二
月
廿
五
日

午
後
七
時
よ
り
、
相
互
修
養
団の

請
ひ
に
よ
り
講
堂
に
於
て
、
修
養
講
話
を
な
す
。

三
月
一
日

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
の
御
法
話
が
あ
っ
た
。

三
月
廿
日

午
後
七
時
よ
り
、
今
成
禅
師
の法

話
が
あ
っ
た
。

三
月
廿
四
日
及
廿
五
日

東
邦
電
気
株
式
会
社
名
古
屋
支
店
、
同
岐
阜
支
店
、
四
日
市
支
店
に
於
て
精神

講
話
を
な
す
。

〔
別
紙
・
印
刷
物
①
表
〕

　
第
一
回

春
期
　

早
天
修
養
会
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

時
間　
　

廿
四
日
、
廿
五
日
午
前
七
時

会
場　
　

名
古
屋
支
店
四
階
大
食
堂

　

プ
ロ
グ
ラ
ム

開
会
の
辞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
会
長

親
愛
会
歌　
　
　
　
　
　
　

指
導　

親
愛
会
音
楽
部
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
衆
一
同
合
唱

生
き
甲
斐
の
あ
る
生
き
方　
　
　
　

大倉

邦
彦
先生


国
民
体
操　
　
　
　
　
　
　

指
導　

落
合
三
郎
氏

貴
く
生
き
ん　
　
　
　
　
　

指
導　

親
愛
会
音
楽
部
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
衆
一
同
合
唱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

普
通
の
集
会
と
違
い
ま
す
か
ら
特
に
時
間
は
厳
守
致
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
励
行
下
さ
い
。

―
―
・
―
―

　
　

昭
和
四
年
三
月
廿
四
日　
　
　
　

名
古
屋
親
愛
会

　

出
席
者
氏
名

　
　
　
　
　

係

　
　
　
　

姓
名

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
御
帰
り
の
時
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
い
て
下
さ
い
。
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〔
別
紙
印
刷
物
①
裏
〕

　

親
愛
会
歌

（
一
）
と
も
に
働は

た
らき　
　
　

と
も
に
生い

く

　
　

 

吾わ

が
は
ら
か
ら　
　

ひ
と
す
ぢ
に

　
　

 

東ひ
が
しの
友と
も

よ　
　
　
　

西に
し

の
友と
も

　
　

 

幸さ
ち

多お
お

か
れ
と　
　
　

祈い
の

り
つ
ゝ

　
　

 

う
る
は
し
く　
　
　

ま
ど
ふ

　
　

 

親し
ん

愛あ
い

の
名な

の
も
と

（
二
）
わ
れ
ら
の
栄さ

か
え　
　
　

日に

本ほ
ん

の
さ
か
え
と

　
　

 

見み

つ
む
る
と
こ
ろ　

ひ
と
す
ぢ
に

　

貴
く
生
き
ん

（
一
）
夕

ゆ
ふ
べ

静し
づ

け
き
森も
り

の
中な
か　
　
　
　

月げ
っ

光く
わ
う

木こ

の
間ま

洩も

る
処
と
こ
ろ

　
　

 

雲く
も

流な
が

れ
ゆ
く
黎れ
い

明め
い

の　
　
　

光ひ
か
りに
大た
い

気き

澄す

む
処
と
こ
ろ

　
　

 

自し

然ぜ
ん

の
霊れ
い

気き

身み

に
享う

け
て　

わ
が
人じ
ん

生せ
い

を
思お
も

ふ
か
な

（
二
）
額ひ

た
いに
汗あ
せ

の
雫
し
づ
く

く（
マ
マ
）な
す　
　
　

努ど

力り
ょ
くの
歓
く
わ
ん

喜き

君き
み

知し

る
や

　
　

 

胸む
ね

に
湛た
ゝ

ふ
る
万ば
ん

斛こ
く

の　
　
　

相さ
う

愛あ
い

の
情
じ
ゃ
う

世よ

を
救す
く

ふ

　
　

 

信し
ん

条ぜ
う

高た
か

く
炬き
ょ

と
燃も

え
て　
　

濁ど
く

悪あ
く

の
世
を
照て
ら

さ
な
ん

（
三
）
東と

う

海か
い

の
浜ひ
ん

日ひ

の
出い
づ

る　
　
　

国く
に

ぞ
祖そ

神し
ん

の
開ひ
ら

き
て
し

　
　

 
尊た
ふ
とき
日に

本ほ
ん

道み
ち

の
国く
に　
　
　
　

道だ
う

義ぎ

廃す
た

れ
て
混こ
ん

沌と
ん

の
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翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

　
　

 
東ひ
が
しの
友と
も

よ　
　
　
　

西に
し

の
友と
も

　
　

 
つ
と
め
は
げ
め
と　

叫さ
け

び
つ
ゝ

　
　

 

う
る
は
し
く　
　
　

ま
ど
ふ

　
　

 

親し
ん

愛あ
い

の
名な

の
も
と

　
〔
別
紙
印
刷
物
②
〕

　
　

 

世せ

界か
い

の
暗や
み

を
照て
ら

す
こ
そ　
　

わ
が
民み
ん

族ぞ
く

の
使し

命め
い

な
れ

（
四
）
求も

と

め
よ
さ
ら
ば
与あ
た

へ
ら
れ　

叩た
ゝ

け
ば
開ひ
ら

く
向か
う

上ぜ
う

の

　
　

 

一い
ち

路ろ

辿た
ど

ら
ん
我わ

が
友と
も

よ　
　

来き
た

れ
遙は
る
かに
永え
い

遠え
ん

の

　
　

 

希き

望ぼ
う

の
光
ひ
か
り

仰あ
ふ

ぎ
つ
　ゝ
　
　

貴た
ふ
とく
生い

き
ん
諸も
ろ

共と
も

に

　

霊
火
の
催

人
間
と
し
て
此
の
世
に
生
を
享
け
た
私
共
は
、「
真
実
に
人
間
と
し
て
生
き
が
ひ
の
あ
る

生
き
方
を
し
た
い
も
の
だ
」
と
衷
心
よ
り
願
つ
て
ゐ
ま
す
。
恐
ら
く
之
は
人
と
し
て
共
通

の
希
望
で
あ
り
ま
せ
う
。
そ
れ
で
先
づ
此
の
目
的
達
誠（

マ
マ
）の
為
め
に
、
汗
愛
と
霊
火
の
集
会

を
催
し
、
宏
遠
な
る
講
話
に
よ
り
て
利
己
の
迷
を
焼
き
捨
て
、
以
て
家
庭
、
社
会
、
国
家
、

人
類
に
明
る
い
光
と
な
り
尊
き
力
と
な
ろ
う
と
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
翻
つ
て
思
ふ
に
、

今
や
世
上
思
想
の
浪
荒
れ
て
舟
出
で
せ
る
船
人
は
、
向
ふ
所
果
し
て
何
処
か
定
ま
ら
ざ
る

有
様
で
あ
つ
て
、
実
に
有
為
の人の


起
つ
秋
で
あ
り
ま
す
。

同
志
の
諸
君
よ
、
来
つ
て
我
等
の
計
画
に
参
加
し
、
か
く
し
て
祖
国
の
為
め
に
、
将
又
人

類
の
為
め
に
吾
等
の
使
命
を
全
ふ
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

岐
阜
支
店　
　

昭
和
四
年
三
月
廿
四
日
午
後
一
時

　
　

講
師　
　
　
　

大倉

邦
彦
先生
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四
日
市
支
店　

昭
和
四
年
三
月
廿
五
日
正
午

　
　

講
師
大倉

邦
彦
先生

紹
介

大倉先生



は
大倉

製
紙
の
社
長
で
あ
り
ま
し
て
、
実
業
家
と
し
て
も
名
高
い
方
で
す
。
先生

は
、
日
本
が
維
新
以
来
物
質
文
明
の
吸
収

に
汲
々
と
し
て
精神文化の




啓
発
を
怠
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
痛
く
嘆
か
れ
、
私
財
を
投
じ
て
日
本
の精神


指
導
に
力
を
尽
く
し
て
ゐ
ら
れ

ま
す
。
最
近
は
五
十
万
円
の
私
費
を
以
て
精神

科
学
図
書
館
建
設
の
計
画
を
立
て
ら
れ
、
そ
の
為
め
欧
米
を
御
視
察
な
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
幼
稚
園
と
二
つ
の
学
生
寄
宿
舎
等
を
目
下
経
営
な
さ
れ
て
、
幼
き
子
供
や
若
き
学
生の

指
導
に
努
力
し
て
ゐ
ま
す
。

我
が
親
愛
会
で
も
先生の


著
『
感
想
』
を
数
回
御
分
ち
致
し
ま
し
た
か
ら
、
已
に
皆
様
は
『
感
想
』
を
通
し
て
御
存
じ
の
こ
と
ゝ
存
じ

ま
す
。

　

貴
く
生
き
ん

（
一
）
夕

ゆ
ふ
べ

静し
づ

け
き
森も
り

の
中な
か　
　
　
　

月げ
っ

光く
わ
う

木こ

の
間ま

洩も

る
処
と
こ
ろ

　
　

 

雲く
も

流な
が

れ
ゆ
く
黎れ
い

明め
い

の　
　
　

光ひ
か
りに
大た
い

気き

澄す

む
処
と
こ
ろ

　
　

 

自し

然ぜ
ん

の
霊れ
い

気き

身み

に
享う

け
て　

わ
が
人じ
ん

生せ
い

を
思お
も

ふ
か
な

（
二
）
額ひ

た
いに
汗あ
せ

の
雫し
づ
くな
す　
　
　
　

努ど

力り
ょ
くの
歓
く
わ
ん

喜き

君き
み

知し

る
や

　
　

 

胸む
ね

に
湛た
ゝ

ふ
る
万ば
ん

斛こ
く

の　
　
　

相さ
う

愛あ
い

の
情
じ
ゃ
う

世よ

を
救す
く

ふ

　
　

 

信し
ん

条ぜ
う

高た
か

く
炬き
ょ

と
燃も

え
て　
　

濁ど
く

悪あ
く

の
世
を
照て
ら

さ
な
ん

　
　

昭
和
四
年
三
月　
　
　
　

名
古
屋
親
愛
会

三
月
廿
九
日

（
三
）
東と
う

海か
い

の
浜ひ
ん

日ひ

の
出い
づ

る　
　
　

国く
に

ぞ
祖そ

神し
ん

の
開ひ
ら

き
て
し

　
　

 

尊た
ふ
とき
日に

本ほ
ん

道み
ち

の
国く
に　
　
　
　

道だ
う

義ぎ

廃す
た

れ
て
混こ
ん

沌と
ん

の

　
　

 

世せ

界か
い

の
暗や
み

を
照て
ら

す
こ
そ　
　

わ
が
民み
ん

族ぞ
く

の
使し

命め
い

な
れ

（
四
）
求も

と

め
よ
さ
ら
ば
与あ
た

へ
ら
れ　

叩た
ゝ

け
ば
開ひ
ら

く
向か
う

上じ
ゃ
うの

　
　

 

一い
ち

路ろ

辿た
ど

ら
ん
我わ

が
友と
も

よ　
　

来き
た

れ
遙は
る
かに
永え
い

遠え
ん

の

　
　

 

希き

望ぼ
う

の
光
ひ
か
り

仰あ
ふ

ぎ
つ
　ゝ
　
　

貴た
ふ
とく
生い

き
ん
諸も
ろ

共と
も

に
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翻
翻
翻
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翻
翻
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翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

農
村
工
芸
学
院
卒
業
式
に
出
席
の
為
帰
郷
。

四
月
一
日

農
村
工
芸
学
院
入
学
式
、
挙
行
。

佐
賀
県
融
和
事業

協
会
聯
合
会
に
講
話
。

四
月
一
日

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
の
白
隠
和
尚
の
和
讃（

（1
（

の
御
講
義
が
あ
っ
た
。

四
月
廿
日

午
後
七
時
よ
り
、
今
成
禅
師
の法

話
を
聞
く
。

四
月
廿
五
日

神
宮
奉
斎
会
に
於
て
、
午
後
五
時
よ
り
講
演
を
な
す
。

五
月
一
日

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
の
講
話
会
を
催
す
。
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五
月
十
六
日

午
後
七
時
よ
り
、
今
成
禅
師
の法

話
を
聞
く
。

五
月
十
七
日

午
後
四
時
よ
り
、
帰
一
協
会（

（1
（

に
於
て
、
社
会
教育

家
に
対
す
る
希
望
と
予
の
体
験
の
演
題
の
下
に
講
演
を
な
す
。

五
月
十
九
日

午
後
三
時
よ
り
、
中
華
民
国
学
生
及
比
律
賓
大
学
籃
球
選
手
の
招
待
会
を
芝
生
で
催
す
。

タ
ゴ
ー
ル
翁
も
出
席
さ
れ
て
盛
会
で
あ
っ
た
。

六
月
一
日

午
後
七
時
よ
り
、
講
堂
に
於
て
、
原
田
老
師
の
御
法
話
を
聞
く
。
坐
禅
讃
の
連
続
講
話
。

六
月
廿
六
日

午
後
七
時
よ
り
、
講
堂
に
於
て
、
今
成
禅
師
の
宗
教
講
話
会
を
開
く
。
出
席
者
約
七
十
名
、
盛
会
で
あ
っ
た
。
因
果
説
に
就
き
、
専
門
的
、

禅
的
な
御
話
が
あ
っ
た
。

八
月
十
五
日
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翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

名
古
屋
の
松
坂
屋
支
店
に
於
て
、
店
員
一
同
に
精神

講
話
を
為
す
。

十
月
五
日

午
後
七
時
よ
り
、
講
堂
に
於
て
、
瑞
穂
会
員
の研究


発
表
会
を
催
し
た
。

十
月
十
二
日

竹
中
組
従
業
員
並
に
そ
の
関
係
者
約
百
五
十
名
に
、「
安
価
な
る
常
識
を
打
破
せ
よ
」の

題
下
に
講
演
を
な
す
。

十
月
十
六
日

午
後
一
時
よ
り
約
一
時
間
半
に
亙
り
、
目
黒
警
察
署
に
於
て
、
警
官
百
名
に
講
演
を
な
す
。

演
題
「
自
我
の
本
質
と
そ
の
使
命
」

十
月
廿
一
日

午
後
七
時
よ
り
、
講
堂
に
於
て
、
今
成
禅
師
の
宗
教
講
話
会
を
開
く
。

「
諸
仏
の
実
在
」
及
び
「
感
応
道
交
」
に
就
て
の
講
話
を
聞
く
。

十
一
月
一
日

午
後
七
時
よ
り
、
講
堂
で
、
原
田
老
師
之
法
話
を
聞
く
。
以
前
か
ら
続
い
て
ゐ
る
「
坐
禅
讃
」の

講
義
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

因
果
一
如
に
つ
い
て
御
話
あ
り
。

十
月
卅
日

日
暮
里
警
察
署
に
於
て
、
講
演
す
。

講
演
旅
行

十
月
卅
日
に
東
京
を
出
発
し
、
途
中
大
阪
に
寄
り
、
四
国
に
渡
り
数
ヶ
所
講
演
を
な
し
、
終
へ
て
学
院
に
行
っ
て
生
徒
と
起
居
を
共
に
し
、

毎
日
講
話
を
な
し
て
、
十
一
月
十
七
日
帰
京
し
た（

（1
（

。

十
一
月
八
日

吉
田
町
幼
稚
園
及
小
学
校
に
お
話
。

十
一
月
九
日

大
分
県
佐
伯
中
学
校
に
於
て
、
生
徒
一
同
に
講
演
。

十
一
月
十
日

学
院
に
至
り
五
日
間
滞
在
、
毎
日
三
回
宛
生
徒
に
講
演
。

右
期
間
中
、
三
、
四
回
地
方
に
講
演
。
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

十
一
月
七
日

午
前
八
時
よ
り
、
愛
媛
県
北
宇
和
島
郡
宇
和
島
町
小
学
校
に
於
て
、
生
徒
一
同
に
講
演
。

午
前
十
時
よ
り
、
宇
和
島
中
学
に
於
て
、
午
後
二
時
よ
り
、
女
学
校
に
於
、
講
演
を
な
す
。

十
一
月
十
八
日

午
後
七
時
か
ら
、
講
堂
に
於
て
、
今
成
老
師
の
講
話
会
を
開
く
。

十
二
月
一
日

午
後
七
時
よ
り
、
講
堂
に
於
て
、
原
田
老
師
の
本
年
最
終
の
講
話
会
を
開
く
。
出
席
者
八
十
名
。
盛
会
で
あ
っ
た
。

十
二
月
二
日

昨
夜
に
続
い
て
、
今
夜
は
今
成
老
師
の法

話
会
を
開
く
。
出
席
者
六
十
名
。
こ
れ
で
本
年
の
宗
教
講
話
を
終
っ
た
。

十
二
月
十
一
日

午
後
七
時
か
ら
、
講
堂
に
於
て
、
明
世
寮
創
立
記
念
会
を
開
き
、
寮
生
一
同
に
宇
宙
心
を
講
じ
、
寮
の
趣
旨
、
寮
生
活
の
意
義
、
そ
の
具

体
的
方
法
に
附
き
講
演
を
な
す
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

十
二
月
十
六
日

午
後
六
時
半
よ
り
、
洋
紙
店
三
階
大
広
間
に
於
て
、
河
西
陸
軍
中
将
に
依
頼
し
て
「
乃
木
大
将
の
お
話
」
を
聴
い
た
。
洋
紙
店
関
係
や
研

究所

関
係
の人

々
約
二
百
名
で
盛
会
で
あ
っ
た
。

十
二
月
十
七
日

午
後
七
時
よ
り
、
講
堂
に
於
て
、
天
岫
接
三
師
に
御
講
話
を
御
願
し
た
。

「
禅
門
の
消
費
節
約
に
就
て
」
と
題
し
て
当
面
の
問
題
を
適
切
平
易
に
説
か
れ
た
。

十
二
月
十
九
日　

木
曜　

雨

午
後
五
時
半
よ
り
、
工
業
倶
楽
部
に
於
て
、
精神文化事業





関
係
者
四
十
名
の
忘
年
会
を
催
し
た
。

会
食
後
各
々
自
己
紹
介
、
感
想
談
等
を
な
し
、
九
時
半
解
散
し
た
。

十
二
月　
　

日

亜
米
利
加
の大

学
を
終
へ
た
婦
人の

会
合
に
於
て
、「
故
郷
に
帰
る
」
と
題
し
て
講
演
を
な
す
。
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

皇
紀
二
千
五
百
九
十
年
〔
昭
和
五
年
〕

一
月
廿
壱
日

午
後
七
時
よ
り
、
講
堂
に
於
て
、
今
成
老
師
の
学
道
用
心
集（

（1
（

提
唱
。
聴
衆
は
四
十
五
、
六
名
あ
っ
た
。

一
月
廿
二
日

沼
津
に
至
り
、
東
方
寺
に
於
て
、
沼
津
修
養
会
に
講
演
を
な
す
。

一
月
廿
五
日

高
崎
に
て
、
高
崎
市
修
養
会
に
講
演
。

演
題
「
自
己
の
本
質
と
其
使
命
」

二
月
九
日

午
後
一
時
よ
り
、
上
野
自
治
会
館
に
於
て
、
皇
国
擁
護
会
に
講
演
。

演
題
「
思
想
国
難
と
国
民
の
信
仰
」

二
月
十
一
日　

建
国
祭
の
日

帝
大
山
上
御
殿
に
於
て
、
瑞
穂
会
総
会
に
於
て
講
演
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

二
月
一
日

午
後
七
時
よ
り
、
於
講
堂
、
原
田
老
師
、
無
門
関（

（1
（

提
唱
。
六
十
名
出
席
。

二
月
二
日

午
後
七
時
よ
り
、
於
講
堂
、
西
式
強
健
術
の
創
唱
者
西
氏
の
講
演
会
を
開
い
た
。
寒
気
強
く
雪
で
道
も
悪
か
っ
た
が
、
聴
衆
は
七
十
名
を

超
え
、
盛
会
だ
っ
た
。

七
時
か
ら
十
一
時
迄
四
時
間
に
亙
る
長
講
演
で
あ
っ
た
。

二
月
廿
二
日

午
後
六
時
よ
り
、
大倉

洋
紙
店
会
議
室
に
於
て
、
都
下
中
学
学
校
職
員
有
志
の教育


談
話
会
を
催
し
た
。
来
席
者
十
名
。
有
意
義
な
会
合

で
あ
っ
た
。
委
細
別
記（

（2
（

。

三
月
二
日

午
後
七
時
よ
り
、
於
講
堂
、
原
田
老
師
、
無
門
関
提
唱
。
出
席
者　
　

人
。

三
月
廿
一
日

午
後
七
時
よ
り
、
於
講
堂
、
今
成
老
師
の
学
道
用
心
集
提
唱
。

出
席
者
四
十
名
。
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

四
月
二
日

午
後
七
時
半
、
於
講
堂
、
原
田
老
師
提
唱
。
無
門
関
第
三
則
。

聴
衆
五
十
余
名
。

四
月
二
十
四
日

午
後
七
時
半
、
於
講
堂
、
今
成
老
師
提
唱
。
学
道
用
心
集
。
聴
衆
三
十
五
名
。

五
月
二
日

午
後
七
時
半
、
於
講
堂
、
原
田
老
師
提
唱
。
無
門
関
第
四
則
。

聴
衆
五
十
名

五
月
三
日　

土
曜

午
後
五
時
よ
り
、
丸
の
内
工
業
倶
楽
部
に
於
て
、
第
二
回
中
等
教育

談
論
会
を
催
し
た
。

委
細
は
別
項（

（2
（

。

五
月
廿
一
日

午
後
七
時
半
よ
り
、
於
講
堂
、
今
成
老
師
、
学
道
用
心
集
提
唱
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

六
月
二
日

夜
、
於
講
堂
、
原
田
老
師
、
無
門
関
提
唱
（
第
五
則
）。

参
聴
者
六
十
名
、
盛
会
な
り
き
。

六
月
七
日

午
後
五
時
よ
り
、
於
工
業
倶
楽
部
、
第
三
回
中
等
教育

談
論
会
を
開
く
。
委
細
別
記（

（2
（

。

六
月
八
日

夜
、
丸
山
氏
の
依
頼
に
よ
り
向
山
寮（

（2
（

に
至
り
、
寮
生
一
同
に
講
演
を
な
す
。

六
月
十
三
日

午
後
、
国
立
の
商
大
寄
宿
寮
に
於
て
、
寮
生
一
同
に
講
演
を
な
す
。

六
月
十
五
日

夜
、
向
山
寮
に
於
て
、
寮
生
一
同
に
第
二
回
講
演
を
な
す
。

六
月
十
四
日

夜
、
目
黒
大倉

邸
に
於
て
、
富
士
見
会
を
催
す
。
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翻
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翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

六
月
十
七
日

午
後
七
時
よ
り
、
講
堂
に
於
て
、
文
学
博
士
法
学
士
大
川
周
明
氏
の
第
一
回
『
大
学
』
講
義
会（

（2
（

を
開
く
。
今
日
は
儒
教の

概
念
に
つ
い
て

御
講
義
を
願
っ
た
。
聴
衆
四
十
名
。

六
月
十
九
日

於
講
堂
、
午
後
七
時
、
第
二
回
『
大
学
』
講
義
会
。

講
師　

大
川
周
明
博
士
。

六
月
二
十
一
日

今
成
老
師
、
学
道
用
心
集
提
唱
。

六
月
二
十
四
日

於
講
堂
、
午
後
七
時
、
大
川
博
士
第
三
回
『
大
学
』
講
義
。

六
月
二
十
六
日

於
講
堂
、
午
後
七
時
、
大
川
博
士
第
四
回
『
大
学
』
講
義
。

聴
衆
三
十
人
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

七
月
二
日

於
目
黒
講
堂
、
原
田
老
師
御
提
唱
、
無
門
関
。

八
月
は
休
講
と
す
。

九
月
十
八
日

夜
七
時
半
ヨ
リ
、
於
目
黒
講
堂
、
今
成
老
師
、
学
道
用
心
集
提
唱
。

十
月
二
日

於
目
黒
講
堂
、
原
田
老
師
、
無
門
関
提
唱
。

十
月
十
八
日

於
目
黒
講
堂
、
今
成
老
師
、
学
道
用
心
集
提
唱
。

十
一
月
十
五
日

府
立
第
三
商
業
学
校
ニ
於
テ
、
生
徒
一
同
ニ
講
演
。

十
一
月
十
五
日
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

（
午
後
四
時
半
ヨ
リ
）
府
立
三
商
主
催
―
関
東
商
業
学
校
職
員
大
会
ノ
出
席
者
一
同
ヲ
、
工
業
倶
楽
部
ニ
招
待
ス
。

十
一
月
二
日

於
目
黒
講
堂
、
原
田
老
師
、
無
門
関
提
唱
。

十
一
月
廿
一
日

於
目
黒
講
堂
、
今
成
老
師
、
学
道
用
心
集
終
講
。

今
成
老
師
ハ
本
夜
ノ
提
唱
ヲ
以
テ
学
道
用
心
集
ヲ
終
ヘ
、
今
後
ハ
老
師
御
自
身
ノ
御
修
行
ニ
専
念
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヽ
ナ
ル
。

大倉

ハ
一
同
ニ
代
ッ
テ
謝
辞
ト
希
望
ヲ
述
ベ
、
終
ッ
テ
老
師
ヲ
中
心
ト
シ
テ
サ
ヽ
ヤ
カ
ナ
送
別
ノ
茶
話
会
ヲ
催
シ
タ
。

十
一
月
卅
日
―
―
十
二
月
五
日

静
岡
県
浜
松
方
広
寺
ニ
於
テ
、
摂
心
会
ヲ
主
催
ス
。

十
二
月
二
日

於
目
黒
講
堂
、
原
田
老
師
、
無
門
関
提
唱
。

十
二
月
十
六
日

夜
、
石
神
井
商
大
予
科
生
徒
ニ
講
演
ヲ
ナ
ス
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

十
二
月
十
八
日

午
後
一
時
半
よ
り
、
研究所


副
本
作
製
部
、
浄
牧
院
、
幼
稚
園
、
関
係
者
一
同
の
忘
年
会
を
太
尾
に
於
て
催
す
。

所
長
の
案
内
に
て
建
物
を
参
観
し
、
夕
食
を
共
に
し
て
後
、
所
長
の
挨
拶
あ
り
。
各
部
の
報
告
を
な
し
て
、
七
時
散
会
し
た
。

皇
紀
二
千
五
百
九
十
一
年
度
〔
昭
和
六
年
〕

一
月
廿
日

午
後
一
時
ヨ
リ
、
京
華
商
業
学
校
生
徒
一
同
ニ
講
演
ヲ
ナ
ス
。

一
月
廿
七
日

午
後
七
時
ヨ
リ
、
講
堂
ニ
於
テ
、
海
軍
大
佐
増
見
修
治
氏
ノ
講
演
会
ヲ
催
ス
。（
中
等
教育

談
論
会
）

一
月
廿
八
日

ベ
ッ
ツ
オ
ー
ル
ド
氏
夫
妻
ヲ
招
待
ス
。

二
月
二
日

午
後
七
時
ヨ
リ
、
目
黒
講
堂
ニ
於
テ
、
原
田
老
師
ノ
無
門
関
提
唱
。
聴
衆
五
十
名
。
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翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

二
月
十
一
日　

紀
元
節

『
感
想
』
其
七
ヲ
発
行
ス
。

二
月
二
十
四
日

午
後
一
時
半
ヨ
リ
、
東
京
療
養
所
ニ
於
テ
、
講
演
ヲ
ナ
ス
。

三
月
二
日

午
後
七
時
よ
り
、
目
黒
講
堂
に
於
て
、
原
田
老
師
の
無
門
関
提
唱
会
。

三
月
六
日

午
前
九
時
ヨ
リ
、
府
立
六
中
卒
業
式
ニ
於
テ
、
生
徒
一
同
ニ
講
演
ヲ
ナ
ス
。

三
月
七
日

午
前
、
日
本
青
年
協
会
ノ
講
習
会
員
ニ
講
演
ヲ
ナ
ス
。

午
後
、
千
葉
県
中
山
ノ
小
学
校
ニ
於
テ
講
演
。「
自
然
と
人生」



三
月
廿
三
日

浄
牧
女
子
工
芸
学
院
、
卒
業
式
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

三
月
廿
五
日

午
後
二
時
ヨ
リ
、
研究所事



務
所
ニ
於
テ
、
浜
田
本
悠
氏
ノ
「
宗
教
改
革
ニ
ツ
イ
テ
」
ノ
講
演
ヲ
聞
ク
。
ア

〔
マ
マ
〕ツ
テ
討
論
ヲ
ナ
ス
。

出
席
者
、
浜
田
氏
、
坪
上
氏
、
川
瀬
氏
、
武
藤
氏
、
坂
戸
氏
、
上
木
氏
、
藤
井
氏
、
増
見
氏
、
木
村
氏
、
大倉

、
研究所


員

四
、
五
、
両
月
の
宗
教
講
話
は
原
田
老
師
の
御
都
合
に
依
り
休
講
と
な
れ
り
。

三
月
廿
五
日

夜
九
時
二
十
五
分
東
京
駅
発
列
車
ニ
テ
、
佐
賀
農
村
工
芸
学
院
ノ
卒
業
式
ニ
臨
ム
。

四
月
五
日

佐
賀
農
村
工
芸
学
院
ヨ
リ
帰
京
。

四
月
九
日

午
前
、
大倉精神文化研究所








ノ
上
棟
式
ヲ
挙
行
ス
。

四
月
十
二
日

太
尾
ノ
研究所


ニ
友
人
、
知
己
（研究所



関
係
者
及
ビ
コ
レ
ニ
関
心
ヲ
持
ツ
人
々
）
ヲ
招
待
シ
、
お
で
ん
会
ヲ
催
ス
。（
出
席
者
三
百
五

十
名
）
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

四
月
十
四
日

夜
、
目
黒
ノ
宅
ニ
於
テ
、
富
士
見
会
ヲ
開
催
ス
。

近
状
報
告
及
ビ
一
昨
日
ノ
招
待
会
ノ
批
評
ヲ
ナ
シ
テ
、
十
時
散
会
ス
。

四
月
十
五
日

タ
ゴ
ー
ル
翁
秘
書
よ
り
、
タ
翁
七
十
回
誕
生記

念
出
版
物
寄
稿
者
推
薦
の
依
頼
を
受
く
。（
委
細
別
記（

（2
（

）

四
月
十
八
日

午
後
一
時
東
京
駅
発
列
車
ニ
テ
、
佐
賀
ノ
学
院
入
学
式
ニ
臨
ム
。

四
月
廿
八
日

佐
賀
学
院
ヨ
リ
帰
京
。

五
月
十
八
日

千
葉
県
市
川
ノ
桐
ケ
谷
洗
鱗
氏
蒐
集
の
印
度
古
代
仏
教
美
術
品
ヲ
参
観
ニ
行
ク
。

同
道
者
、
宮
本
正
尊
氏
、
武
藤
叟
氏
、
高
月
氏
、
目
黒
氏
、
研究所


員
一
同
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

六
月
二
日

午
後
七
時
ヨ
リ
、
原
田
老
師
の
無
門
関
提
唱
会
。
非
常
な
盛
会
で
あ
っ
た
。
八
十
五
、
六
人
出
席
。

六
月
九
日

午
後
五
時
よ
り
、
目
黒
宅
に
於
て
、
友
松
円
諦
氏
の
歓
迎
座
談
会
を
催
す
。
芝
生
で
お
で
ん
会
を
開
き
、
後
講
座
で
友
松
氏
よ
り
「
独
仏

に
於
け
る
仏
教研究の



趨
勢
」
を
聴
き
、
自
己
紹
介
を
な
し
て
座
談
会
に
入
る
。
十
時
散
会
。
委
細
別
記
。

出
席
者
、
友
松
、
武
藤
、
坂
戸
、
宮
本
、
大倉

、
原
田
、
藤
井
（
信
）、
桜
井
、
坪
上
、
日
高
、
ブ
リ
ン
ク
レ
ー
、
上
木
、
盤
井
、
宮
本
、

岡
崎
、
山
田
、
高
月
、
目
黒
、
牟
田

六
月
十
三
日

坪
上
氏
外
六
名
（
服
部
博
士
、
嘉〔

狩
野
〕納
博
士
等
）
を
史料の


副
本
作
製
部
及
び
研究所


に
案
内
す（
（2
（

。

六
月
十
八
日

午
后
一
時
東
京
駅
発
。
佐
賀
の
国
民
女
子
工
芸
学
院
へ
旅
行
。

六
月
廿
七
日

午
后
七
時
半
ヨ
リ
、
於
講
堂
、
天
岫
接
三
師
御
講
話
。
廿
名
出
席
。

菜
根
譚
の
一
節
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

人
解
読
有
字
書　

不
解
読
無
字
書

知
弾
有
絃
之

〔
マ
マ
〕琴　

不
知
弾
無
絃
琴

以
跡〔

迹
〕用　

不
以
神
用　

何
以
得
琴
書〔
之
缺
〕趣

六
月
廿
七
日

午
后
八
時
半
東
京
着
。
佐
賀
学
院
ヨ
リ
帰
京
。

七
月
二
日

原
田
老
師
、
無
門
関
提
唱
会
、
第
十
三
則
。
出
席
者
約
七
十
名
。

七
月
四
日

於
目
黒
講
堂
、
午
后
六
時
半
よ
り
、
海
軍
々
医
大
佐
田
代
豊
吉
郎
氏
の
講
演
会
を
開
催
す
。
来
聴
者
三
十
名
。

八
月
七
日

午
後
一
時
東
京
発
。
佐
賀
学
院
へ
旅
行
。

和
田
三
造
氏
来
院
（
九
日
）。
卒
業生

、
在
校
生の

総
会
を
催
す
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

八
月　

日

京
都
奈
良
の
古
跡
訪
問
、
後
帰
京
。

九
月
二
十
二
、
三
日

午
後
七
時
よ
り
、
於
講
堂
、
柳
沢
省
三
氏
「
純
粋
体
験
ノ
哲
学
」の

講
演
会
を
催
す
。

十
月
二
日

沼
津
修
養
会
ニ
講
演
ス
。

横
浜
紙
業
組
合

中
央
仏
教
会
館
、
仏
教
婦
人
会

長
野
県
飯
山
中
学
校

米
沢
高
女
、
婦
人
会

米
沢
高
工

米
沢
市
織
物
同
業
組
合

埼
玉
県
庁
工
場
課
主
催
同
県
鉄
工
業
者

日
本
青
年
協
会

　
　
　
　
　

等
ニ
講
演
ヲ
ナ
ス（

（2
（

。
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

十
一
月
二
日

沼
津
修
養
会
ニ
講
演
。

淑
徳
女
学
院
、
ル
ン
ビ
ニ
幼
稚
園
ニ
講
演
。

沼
津
修
養
会
ニ
ハ
毎
月
二
日
、
一
回
宛
定
期
講
演
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヽ
ナ
ル
。

十
二
月
二
十
日
（
日
曜
）

富
士
見
会
忘
年
会
。
研究所


、
史料

編
纂
所
、
幼
稚
園
、
日
曜
学
校
関
係
の人

々
の
忘
年
会
を
、
午
前
十
時
よ
り
、
研究所


に
於
て
催
し

た
。
今
日
は
洋
紙
店
、
小
田
原
製
紙
、
大文

洋
行
幹
部
員
も
出
席
さ
れ
た
。

建
物
内
部
や
裏
山
を
一
巡
し
て
後
、
富
嶽
荘
に
於
て
ス
キ
焼
の
昼
食
を
共
に
し
、
食
後
会
議
室
に
於
て
各
部
の
報
告
を
な
し
た
。
最
後
に

大倉所


長
の
話
が
あ
っ
て
、
宇
宙
心
の
マ
ー
ク
の
は

〔
マ
マ
〕入
っ
た
お
菓
子
を
お
土
産
に
三
時
半
頃
散
会
。

�〔
第
二
部
〕

　
　
　
　

皇
紀
二
五
九
三
年
度
（
昭
和
八
年
）　
宗
教
講
話
会
　
於
目
黒
講
堂

二
月
二
日

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
二
十
四
則
提
唱
。

聴
聞
者　

七
十
名
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

三
月
二
日

午
後
七
時
よ
り
、
目
黒
講
堂
に
於
て
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
二
十
五
則
提
唱
。

聴
聞
者　

五
十
名
。

四
月
二
日

休
講
。

五
月
二
日

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
二
十
六
則
提
唱
。

聴
聞
者　

六
十
名
。

六
月
二
日

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
二
十
七
則
提
唱
。

聴
聞
者　

七
十
名
。

七
月
二
日

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
二
十
八
則
提
唱
。

聴
聞
者　

五
十
名



353

翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

十
月
二
日　

曇
天

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
二
十
九
則
提
唱
。

聴
聞
者　

七
十
名
。

十
一
月
二
日　

晴
天

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
三
十
則
提
唱
。

聴
聞
者　

七
十
名
。

十
二
月
二
日　

晴
天

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
三
十
一
則
提
唱
。

聴
聞
者　

五
十
五
名
。

二
月
二
日　

晴
天

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
三
十
二
則
提
唱
。

聴
聞
者　

五
十
名
。

三
月
二
日　

晴
天

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
三
十
三
則
提
唱
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

聴
聞
者　

六
十
名
。

四
月
二
日

休
会

五
月
二
日　

雨
天

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
三
十
四
則
提
唱
。

聴
聞
者　

八
十
名
余
。
堂
に
満
つ
。

六
月
二
日　

曇
天

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
三
十
五
則
提
唱
。

聴
聞
者　

七
十
名
余
。

七
月
二
日　

晴
天

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
三
十
六
則
提
唱
。

聴
聞
者　

七
十
名
。

十
月
二
日　

晴
天
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翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
三
十
七
則
提
唱
。

聴
聞
者　

六
十
名
。

十
一
月
二
日　

晴
天

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
三
十
八
則
提
唱
。

聴
聞
者　

五
十
余
名
。

十
二
月
二
日　

晴
天

午
後
七
時
よ
り
、
原
田
老
師
、
無
門
関
、
第
三
十
九
則
提
唱
。

聴
聞
者　

七
十
名
。

二
月
二
日　

晴
天

午
後
七
時
よ
り
、
今
成
覚
禅
師
講
話
。
原
田
老
師
、
休
講
。

�
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

〔
第
三
部
〕

　
　
　
　

中
等
教
育
談
話
会

〔
昭
和
五
年
〕

昭
和
五
年
二
月
廿
二
日

大倉

洋
紙
店
会
議
室
ニ
於
テ
、
第
一
回
中
等
教育

談
論
会
ヲ
開
催
ス
。

大倉先


ヅ
本
会
開
催
の
趣
旨
ト
意
見
ヲ
述
ベ
、
出
席
者
順
次
自
己
紹
介
ヲ
ナ
シ
、
修
身
教育

ノ
方
法
論
ニ
ツ
キ
意
見
ヲ
開
陳
セ
リ
。
委
細

ハ
別
記
。

出
席
者　

大倉

、
原
田
、
阿
部
、
坂
部
、
藤
井
、
服
部
、
田
辺
、
澤
登
、
山
本
、
仙
波
、
堀
江
、
青
木

昭
和
五
年
五
月
三
日
（
土
）　

午
後
五
時

工
業
倶
楽
部
ニ
於
テ
、
第
二
回
中
等
教育

談
論
会
開
催
。

大倉

提
案
ノ
中
等
教育

に
於
ケ
ル
「
行
ノ
教育」


ニ
ツ
キ
討
論
。

「
学
校
ニ
於
ケ
ル
行
ノ
教育」


ヲ
討
論
シ
了
ヘ
テ
閉
会
。

委
細
別
記
。

出
席
者　

吉
澤
、
常
田
、
藤
井
、
阿
部
、
田
中
、
上
木
、
岡
、
堀
江
、
氏
家
、
井
口
、
大倉

、
原
田
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翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

昭
和
五
年
六
月
七
日
（
土
）　

午
後
五
時

工
業
倶
楽
部
ニ
於
テ
、
第
三
回
中
等
教育

談
論
会
ヲ
開
催
ス
。
先
月
ニ
引
続
キ
「
家
庭
及
ビ
社
会
ニ
於
ケ
ル
行
ノ
教育」


ニ
ツ
キ
、
大倉


提
出
ノ
案
ヲ
遂
項
論
議
セ
リ
。

委
細
別
記
。

出
席
者　

吉
澤
、
川
瀬
、
藤
井
、
服
部
、
仙
波
、
田
辺
、
上
木
、
岡
、
阿
部
、
田
中
、
堀
江
、
坂
部
、
澤
登
、
平
田

昭
和
五
年
七
月
六
日

工
業
倶
楽
部
ニ
於
テ
、
阿
部
校
長
渡
米
送
別
会
ヲ
開
催
ス
。
会
員
各
自
ノ
挨
拶
、
希
望
、
意
見
等
ヲ
述
ベ
テ
阿
部
氏
ノ
餞
ト
シ
、
コ
レ
ニ

答
ヘ
テ
阿
部
氏
ノ
挨
拶
ア
リ
。（
委
細
別
記）


最
後
ニ
会
員
一
同
連
名
サ
イ
ン
ヲ
ナ
シ
、
記
念
ト
シ
テ
送
ッ
タ
。

出
席
者　

�

阿
部
、
藤
井
、
常
田
、
吉
澤
、
岡
、
田
辺
、
内
藤
、
堀
江
、
上
木
、
落
合
、
仙
波
、
山
本
、
平
田
、
川
瀬
、
服
部
、
坂
部
、

澤
登
、
大倉

、
原
田

昭
和
五
年
九
月
十
日

目
黒
ノ
宅
ノ
芝
生
デ
阿
部
校
長
ノ
帰
朝
歓
迎
会
を
開
催
ス
。

阿
部
氏
ノ
視
察
談
ヲ
中
心
ニ
懇
談
セ
リ
。

出
席
者　

�

阿
部
、
吉
澤
、
平
田
、
田
辺
、
井
口
、
服
部
、
常
田
、
仙
波
、
山
本
、
内
藤
、
岡
、
上
木
、
堀
江
、
坂
部
、
田
中
、
大倉

、

原
田
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『
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倉
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』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

昭
和
五
年
十
月
六
日

大倉

洋
紙
店
会
議
室
ニ
於
テ
、
第
六
回
中
等
教育

談
論
会
開
催
。
藤
澤
、
村
上
両
氏
新
入
会
。

従
来
論
議
シ
来
レ
ル
「
行
ノ
教育」


ヲ
纏
メ
ル
為
、
起
稿
委
員
ヲ
左
ノ
如
ク
依
頼
ス
。

　
　

起
稿
委
員　
　
　
　

上
木
即
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
顕
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部
武
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
麟
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
三
千
夫

次
ニ
教
師
論
ニ
入
リ
テ
討
論
ヲ
重
ネ
タ
。
委
細
別
記
。

軍
隊
教育

ニ
ツ
イ
テ
専
門
家
ノ
話
ヲ
聞
ク
事
ヲ
決
議
ス
。

出
席
者　

藤
澤
、
吉
澤
、
藤
井
、
常
田
、
上
木
、
川
瀬
、
岡
、
堀
江
、
仙
波
、
山
本
、
坂
部
、
阿
部
、
青
木
、
大倉

、
原
田

（
真
崎
中
将
講
演
会
）

昭
和
五
年
十
月
十
三
日

中
等
教育

談
論
会
起
稿
委
員
会
ヲ
、
洋
紙
店
会
議
室
ニ
於
テ
開
催
シ
、
全
国
中
等
学
校
ニ
対
シ
「
行
ノ
教育」


ニ
ツ
イ
テ
ノ
意
見
ヲ
求
ム

ル
事
ヲ
議
決
ス
。

出
席
者　

上
木
、
服
部
、
藤
井
、
山
本
、
原
田
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

十
月
十
九
日　

午
後

中
等
教育

談
論
会
々
員
ヲ
太
尾
研究所


ニ
招
待
シ
、
原
田
ノ
案
内
ニ
テ
建
物
ヲ
参
観
シ
、
裏
山
ニ
テ
茶
菓
ヲ
喫
シ
ツ
ヽ
快
談
セ
リ
。
大倉


ハ
旅
行
中
ニ
テ
欠
席
ス
。
記
念
撮
影
ヲ
ナ
シ
タ
リ
。

出
席
者

十
月
廿
五
日

大倉

洋
紙
店
会
議
室
ニ
テ
、
第
二
回
起
稿
委
員
会
ヲ
開
催
セ
リ
。

昭
和
五
年
十
一
月
十
八
日

目
黒
ノ
宅
ニ
於
テ
、
第
七
回
中
教
談
論
会
開
催
。

明
年
度
ヨ
リ
中
等
教育

ニ
実
施
ス
ト
イ
フ
公
民
教育

ニ
ツ
キ
討
論
ヲ
重
ネ
タ
。
幸
ニ
阿
部
、
吉
澤
、
両
校
長
ガ
文
部
省
ノ
委
員
ナ
ル
ヲ
以

テ
、
両
氏
ヲ
通
ジ
テ
本
会
ノ
意
志
ヲ
発
表
ス
。
緊
急
問
題
ト
シ
、
ソ
ノ
可
否
ヲ
会
員
一
同
熱
心
ニ
討
論
ヲ
遂
ゲ
タ
。
委
細
別
記
。

実
施
ノ
時
期
尚
早
ナ
リ
。
未
ダ
内
容
研究

ノ
余
地
ア
リ
。
文
部
省
原
案
ヲ
改
正
ス
ル
案
ア
リ
ト
ナ
シ
、
コ
レ
ガ
実
施
ノ
延
期
又
ハ
取
消
ヲ

両
委
員
ヲ
通
ジ
テ
提
言
ス
ル
事
ト
ス
。

出
席
者　

�

阿
部
、
吉
澤
、
田
中
、
川
瀬
、
上
木
、
仙
波
、
藤
井
、
田
辺
、
服
部
、
氏
家
、
澤
登
、
内
藤
、
坂
部
、
堀
江
、
平
田
、
大倉

、

原
田

十
一
月
廿
五
日
（
火
）

第
九
回
中
等
教育

談
論
会
ヲ
、
目
黒
ノ
宅
ニ
テ
開
催
ス
。
公
民
教育

ニ
関
シ
、
文
部
省
ニ
テ
ハ
既
ニ
コ
レ
カ
実
施
ヲ
延
期
シ
又
ハ
取
消
ス
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ル
事
ハ
不
可
能
ナ
リ
。
故
ニ
、
公
民
教育文


部
省
原
案
ノ
内
容
及
課
目
編
成
ノ
変
更
ニ
ツ
キ
真
剣
ナ
討
論
ヲ
重
ネ
タ
。（
委
細
別
記）


出
席
者　

阿
部
、
吉
澤
、
坂
部
、
藤
井
、
田
辺
、
上
木
、
川
瀬
、
平
田
、
服
部
、
田
中
、
村
上
、
氏
家
、
大倉

、
原
田

十
二
月
二
十
四
日

午
後
五
時
ヨ
リ
、
目
黒
ノ
宅
ニ
於
テ
、
第
十
回
中
等
教育

談
論
会
ヲ
開
催
ス
。
吉
澤
、
阿
部
両
校
長
ヨ
リ
公
民
教育

委
員
会
ノ
結
末
ヲ
聴

キ
、
来
年
度
ノ
予
定
ヲ
立
ツ
。

一
、
行
ノ
教育

ノ
原
稿
ヲ
纏
メ
ル
事

一
、
公
民
教育

ニ
課
ス
ル
教
科
目
、
内
容
ヲ
逐
次
吟
味
ス
ル
コ
ト

後
ハ
雑
談
ニ
時
ヲ
移
シ
テ
、
十
時
散
会
セ
リ
。

出
席
者　

阿
部
、
吉
澤
、
平
田
、
常
田
、
上
木
、
仙
波
、
岡
、
服
部
、
内
藤
、
大倉

、
原
田

皇
紀
二
千
五
百
九
十
一
年
度
〔
昭
和
六
年
〕

一
月
廿
七
日

午
後
五
時
ヨ
リ
、
目
黒
自
宅
ニ
於
テ
、
第
十
一
回
中
等
教育

談
論
会
開
催
。
海
軍
大
佐
増
見
修
治
氏
ノ
海
軍
教育

ニ
ツ
イ
テ
ノ
講
演
ア
リ
。

十
時
半
頃
散
会
。
委
細
別
記
。

出
席
者　

阿
部
、
坂
部
、
堀
江
、
藤
井
、
澤
登
、
上
木
、
山
本
、
田
辺
、
川
瀬
、
内
藤
、
大倉

、
原
田
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

二
月
は
都
合
に
依
リ
休
会
ス
。

三
月　

本
月
も
多
忙
の
為
休
会
す
。

四
月　

研究所の



上
棟
式
前
後
の
取
込
や
、
佐
賀
学
院
の
入
学
式
に
所
長
旅
行
中
な
れ
ば
休
会
す
。

五
月
廿
三
日
（
土
曜
）　

午
後
五
時　

於
目
黒
宅

今
回
は
出
席
者
少
く
、
青
木
氏
の
青
年
協
会
の
説
明
や
阿
部
校
長
の
山
陽
先生

百
年
祭
の
説
明
等
あ
り
。
十
時
す
ぎ
散
会
し
た
。

出
席
者　

阿
部
、
坂
部
、
上
木
、
青
木
、
長
坂
、
堀
江
、
仙
波
、
大倉

、
原
田

六
月
十
五
日
（
月
）　

午
後
五
時　

於
日
本
橋
洋
紙
店

第
十
三
回
中
等
教育

談
論
会

帝
国
教育

会
編
纂
ノ
公
民
科
教
授
要
目
ニ
ツ
キ
テ
逐
次
審
議
シ
、
四
年
ノ
部
ヲ
終
ル
。
委
細
別
記
。

出
席
者　

阿
部
、
吉
澤
、
常
田
、
仙
波
、
山
本
、
上
木
、
内
藤
、
竹
田
、
護
、
坂
部
、
澤
登
、
堀
江
、
大倉

、
原
田

六
月
十
七
日　

午
后
五
時　

於
洋
紙
店
会
議
室

第
十
四
回
中
等
教育

談
話
会

一
昨
夜
に
引
続
キ
、
今
夜
ハ
五
年
ノ
部
ノ
要
目
細
目
ヲ
逐
次
審
議
シ
、
九
時
散
会
セ
リ
。
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本
会
ニ
於
テ
公
民
科
教
科
書
編
纂
ノ
議
出
デ
一
同
讃
成
ス
。
委
細
別
記
。

本
日
ノ
出
席
者　

阿
部
、
吉
沢
、
常
田
、
坂
部
、
上
木
、
長
坂
、
山
本
、
澤
登
、
竹
田
、
護
、
大倉

、
原
田

六
月
二
十
二
日

各
会
員
に
公
民
科
教
科
書
編
纂
ニ
ツ
イ
テ
、
執
筆
希
望
課
目
申
出
デ
ラ
レ
度
キ
旨
発
信
ス
。

六
月
廿
五
日
（
木
）　

夜

新
宿
中
村
屋
ニ
於
テ
午
后
六
時
ヨ
リ
小
委
員
会
ヲ
開
ク
。

　
　
　
　
　

山
本
麟
太
郎

　
　
　
　
　

服
部
武
夫

　
　
　
　
　

上
木
即
審

　
　
　
　
　

原
田
三
千
夫

打
合
事
項

原
田
行
ノ
教育

ニ
ツ
キ
、
全
国
各
中
学
、
実
業
、
師
範
、
女
学
校
ヨ
リ
得
タ
ル
報
告
書
ニ
ツ
キ
説
明
シ
、
後
次
ノ
如
ク
分
担
整
理
シ
テ
次

会
ノ
中
等
教育

談
話
会
ニ
提
出
ス
ル
事
ト
セ
リ
。

第
一
項
―
三
項　
　
　

原
田

〃
四
項
―
六
項　
　
　

山
本

〃
七
項
―
九
項　
　
　

上
木

出席者
（
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

〃
十
項
―
十
三
項　
　

服
部

七
月
十
一
日

本
会
々
員
田
中
次
郎
氏
逝
去
ニ
ツ
キ
、
本
会
ヨ
リ
金
弐
拾
圓
香
奠
ヲ
捧
グ
。

七
月
十
四
日　

午
后
六
時　

於
洋
紙
店
会
ギ
室

公
民
教
科
書
編
纂
下
相
談
会

出
席
者　

阿
部
、
吉
沢
、
常
田
、
大倉

、
原
田

公
民
教
科
書
編
纂
ノ
件
ニ
ツ
キ
相
談
ス
。

（
１
）
一
時
間
弱
三
頁
位
デ
、
七
十
時
間
ト
シ
、
一
年200

頁
の
割
で
執
筆
。

（
２
）
原
稿
用
紙
は
十
三
行
二
十
八
字
詰
の
も
の
を
作
る
こ
と
。

（
３
）
執
筆
担
当
を
左
の
如
く
決
定
す
。
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（
４
）
本
会
名
称
は
、
中
等
教育

談
話
会
と
決
定
す
。（大倉精神文化研究所









内
）

（
５
）公

民
教育

実
話
集
編
纂
ノ
提
案
ア
リ
。

七
月
十
八
日　

於
大倉

洋
紙
店
会
議
室
（
六
時
）

第
十
五
回
中
等
教育

談
話
会

（
１
）�

公
民
教
科
書
原
稿
は
可
及
的
休
暇
中
ニ
書
上
ゲ
ル
事
。
文
章
は
口
語
体
。
活
字
は
、
本
文
は
12
ポ
、
註
釈
は
９
ポ
以
下
を
許
さ
ず
。

人
と
社
会

我
家　
　
　
　
　
　
　

九
中

一
家
の生

計

職
業　
　
　
　
　
　
　

三
商

教育


神
社　
　
　
　
　
　
　

六
中

宗
教

公
安

地
方
自
治　
　
　
　
　

三
商

府
県

農
村

産
業　
　
　
　
　
　
　

一
商

貨
幣
及
金
融

交
通　

―
―
―
―
―
―
三
商

総
括

国
家　
　
　
　
　
　
　

九
中

皇
室
と
国
民　
　
　
　

六
中

府
県
政
治

帝
国
議
会

国
務
大
臣　
　
　
　
　

三
商

国
法

裁
判
所
構
成
法

国
防　
　
　
　
　
　
　

六
中

国
交

我
国
の
産
業　
　
　
　

一
商

人
口
と
国
土　
　
　
　

九
中

社
会
問
題　
　
　
　
　

三
商

世
界
と
日
本　
　
　
　

九
中

総
括

年　　　四

年　　　五
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

（
２
）
行
の教育の



パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
す
事
。

九
月
廿
八
日　

午
後
五
時
ヨ
リ
洋
紙
店
会
ギ
室
ニ
於
テ

第
十
六
回
中
等
教育

談
話
会
ヲ
催
ス
。

休
暇
中
ノ
感
想
等
ヲ
順
次
述
ベ
テ
十
時
散
会
ス
。

出
席
者　

吉
沢
、
常
田
、
平
田
、
上
木
、
仙
波
、
堀
江
、
山
本
、
内
藤
、
川
瀬
、
長
坂
、
長
谷
川
、
大倉

、
原
田

十
二
月
十
八
日　

午
後
五
時　

於
大倉

洋
紙
店
（
第
十
七
回
）

公
民
教
科
書
編
纂
の
参
考
に
資
す
る
為
、
今
泉
定
介〔

助
〕氏
に
依
頼
し
「神

道
よ
り
見
た
る
国
体
観
」
に
つ
い
て
の
御
講
話
を
聴
い
た
。

出
席
者　

阿
部
、
坂
部
、
護
、
山
本
、
上
木
、
長
坂
、
内
藤
、
大倉

、
原
田
、
服
部

傍
聴
者　

高
月
、
目
黒
、
山
田
、
宮
本
、
藤
井
、
江
下
、
岡
崎
、
牟
田

会
員
名
簿

堀
江
賢
二　
　

六
中　
　
　
　
　
　
六
中　

四
谷
区
内
藤
町

自
宅　

府
下
世
田
ヶ
谷
下
北
沢
六
八

常
田
宗
七　
　

九
中
校
長　
　
　
　

府
下
板
橋
町
九
中
内

川
瀬
専
之
助　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
市
外
品
川
北
品
川
四
〇
〇

吉
沢
徹　
　
　

三
商
校
長　
　
　
　
　

〃　
　

目
黒
町
上
目
黒
一
四
三

竹
田
豊
助　
　

六
中　
　
　
　
　
　

東
京
府
下
立
川
仲
町
三
、
一
二
一
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

長
坂
勝
一　
　

九
中　
　
　
　
　
　

九
中
内

内
藤
堯　
　
　

七
中　
　
　
　
　
　

東
京
市
牛
込
区
南
榎
町
二
四

服
部
武
夫　
　

三
商　
　
　
　
　
　

〃　

市
外
目
黒
町
上
目
黒
一
二
〇

田
辺
晋
八　
　

五
中　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

巣
鴨
町
巣
鴨
二
五

上
木
即
審　
　

府
立
高
校　
　
　
　

東
京
市
赤
坂
区
青
山
北
町
一
ノ
八

氏
家
賢
次
郎　

日
本
青
年
協
会　
　

東
京
市
外
巣
鴨
町
一
、
〇
八
八

岡
泰
彦　
　
　

五
中　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

落
合
町
下
落
合
一
、
七
一
八

山
本
麟
太
郎　

一
商　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

世
田
ヶ
谷
代
田
一
三
二

金
井
校
長　

一
商

藤
井
顕
孝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
多
摩
郡
久
留
米
村
浄
牧
院

護
賢
寿　
　
　

六
中　
　
　
　
　
　

府
下
杉
並
町
天
沼
四
九

阿
部
宗
孝　
　

六
中
校
長　
　
　
　

市
外
大
久
保
百
人
町
三
六
三

青
木
常
盤　
　

日
本
青
年
協
会　
　

麻
布
区
三
聯
隊
内
日
本
青
年
協
会

澤
登
哲
一　
　

九
中　
　
　
　
　
　

赤
坂
区
青
山
高
木
町
一
二
ノ
一
二

坂
部
勝
太
郎　

六
中　
　
　
　
　
　

府
下
杉
並
町
田
端
七
四
八

平
田
巧　
　
　

九
中　
　
　
　
　
　

世
田
ヶ
谷
下
北
沢
九
〇
一

田
村
二
十
一　

品
川
高
女　
　
　
　

北
品
川
宿
一
九
五　

品
川
高
女
内

仙
波
直
心　
　

三
商　
　
　
　
　
　

深
川
区
古
石
場
町
二
十
二
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

大倉

邦
彦

原
田
三
千
夫

日
野
氏

館
山　

一
、　 

（
九
中
）

皇
紀
二
五
九
二
年
度
〔
昭
和
七
年
〕

中
等
教育

談
話
会

五
月
卅
一
日　

午
後
四
時
ヨ
リ　

於
研究所（



第
十
八
回
）

阿
部
校
長
渡
欧
送
別
会
ヲ
兼
ネ
、
落
成
セ
ル
研究所


参
観
ノ
意
味
で
集
合
。

芝
生
ニ
テ
富
士
山
ヲ
遠
望
シ
ツ
ヽ
オ
デ
ン
会
。
食
後
、
所
長
ノ
案
内
デ
本
館
内
部
巡
覧
。
了
ツ
テ
会
議
室
ニ
於
テ
所
長
送
別
ノ
辞
、
阿
部

校
長
ノ
答
辞
、
及
ビ
視
察
旅
行
ノ
趣
旨
希
望
談
。
各
会
員
ノ
挨
拶
、
希
望
。
後
、
座
談
的
ニ
話
題
ハ
時
事
問
題
タ
ル
満
洲
問
題
ノ
事
ニ
及

ビ
十
時
頃
散
会
。

出
席
者　

阿
部
、
田
村
、
澤
登
、
護
、
坂
部
、
山
本
、
内
藤
、
竹
田
、
浜
野
（
浅
野
中
学
）、
大倉

、
原
田
、
フ
ロ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

皇
紀
二
五
九
三
年
度
〔
昭
和
八
年
〕

第
十
八
回　

一
月
廿
八
日
（
土
）
於
目
黒　

午
後
五
時

オ
デ
ン
の
食
事
後
、
新
年
初
会
合
を
兼
ね
、
阿
部
校
長
の
帰
朝
談
を
聴
き
終
っ
て
か
ら
、
常
田
校
長
よ
り
歴
史教育


に
関
す
る
注
意
事
項

及
び
意
見
の
発
表
あ
り
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
意
見
交
換
を
な
し
、
此
次
も
こ
れ
を
引
続
き
討
論
す
る
こ
と
と
し
、
十
時
散
会
。

来
月
は
十
八
日
と
す
。

新
会
員
を
増
加
す
る
件
は
、
自
然
に
入
会
希
望
者
を
待
つ
こ
と
。

出
席
者　

�

阿
部
、
常
田
、
平
田
、
田
辺
、
岡
、
山
本
、
内
藤
、
堀
江
、
川
瀬
、
日
野
、
大倉

、
原
田
、
原
、
奥
野
、
及
び
研究所事



務

所
員
全
部

二
月
十
八
日

第
十
九
回
中
等
教育

談
話
会
、
於
目
黒

歴
史教育


に
就
い
て

出
席
者　

阿
部
、
竹
田
、
平
田
、
内
藤
、
子
安
、
田
辺
、
長
坂
、
青
木
、
館
山
、
上
木
、
大倉

、
原
、
原
田
、
坂
戸
、
奥
野
、
藤
本

五
月
二
十
七
日　

第
二
十
回
談
話
会
、
於
目
黒

「
現
下
非
常
時
に
於
け
る
教育

者
の
態
度
如
何
」

出
席
者　

阿
部
、
平
田
、
館
山
、
長
坂
、
堀
江
、
護
、
内
藤
、
青
木
、
山
本
、
所
員
一
同
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

六
月
卅
日　

第
二
十
一
回
談
話
会
、
於
目
黒

「
中
等
教育

制
度
に
就
い
て
」

出
席
者　

阿
部
、
田
辺
、
岡
、
堀
江
、
館
山
、
内
藤
、
子
安
、
沢
登
、
平
田
、
常
田
、
所
員
一
同

九
月
八
日　

第
二
十
二
回
談
話
会
、
於
大倉

洋
紙
店

『
行
の教育


』
の
原
稿
の
一
応
整
理
し
た
る
も
の
を
読
み
上
げ
、
各
自
の
意
見
を
細
目
に
亙
り
て
開
陳
す
。

序
文
及
び
結
論
の
原
稿
訂
正
の
必
要
あ
り
と
し
て
、
起
草
委
員
を
左
の
如
く
選
ぶ
。

　
　

起
草
委
員　
　

川
瀬
専
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　

館
山
一

　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
三
千
夫

出
席
者　

�

阿
部
、
常
田
、
平
田
、
川
瀬
、
内
藤
、
長
坂
、
館
山
、
堀
江
、
田
辺
、
金
井
、
山
本
、
原
田
、
原
、
奥
野
、
坂
戸
、
藤
本
、

藤
井
、
高
橋
、
風
見
、
植
木
、
牟
田
、
岡
田

皇
紀
二
五
九
四
年
度
〔
昭
和
九
年
〕

六
月
十
六
日　

午
後
五
時
半
よ
り　

於
大倉

洋
紙
店

『
行
の教育


』
発
行
し
た
る
に
就
き
寄
贈
先
を
相
談
す
。

続
い
て
、「
中
等
教育

制
度
の
改
革」

に
就
き
討
論
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

今
泉
先生

、
岡
泰
雄
氏
の
中
等
教育

制
度
の
欠
陥
に
就
き
講
話
あ
り
。

出
席
者　

長
坂
、
館
山
、
山
本
、
内
藤
、
平
田
、
伊
藤
、
護
、
堀
江
、
川
瀬
、
今
泉
、
植
木
、
岡
、
研究所


員
十
一
名

十
一
月
十
二
日
（
月
）　

午
後
五
時
半
よ
り　

於
大倉

洋
紙
店

『
行
の教育


』
発
売
状
況
報
告
、
第
二
版
印
刷
セ
ザ
ル
事
ト
ス
。

談
話
会
の
組
織
改
革
ニ
就
キ
相
談
、
会
則
草
案
ヲ
練
ル
。

出
席
者　

山
本
、
伊
藤
、
長
坂
、
館
山
、
原
田
、
岡
田

注（
１
）　

大倉

が
大
正
一
三
年
四
月
に
開
園
し
、
翌
一
四
年
四
月
に
文
部
省
の
認
可
を
得
た
幼
稚
園
。
詳
細
は
、
林
宏
美
「大倉


邦
彦
と
富
士
見
幼
稚
園
二

〇
年
の
あ
ゆ
み
―
戦
前
・
戦
中
の
私
立
幼
稚
園
の資料


か
ら
―
」（『
大倉

山
論
集
』
第
六
二
輯
、
大倉精神文化研究所








、
平
成
二
八
年
）。

（
２
）　

大
正
一
四
年
二
月
一
一
日
発
行
。
同
年
三
月
一
九
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
『
国
民
小
訓
』
出
版
祝
賀
講
演
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　

大倉

が
大
正
八
年
に
各
種
学
生
を
対
象
と
し
て
、
学
生の

経
済
的
補
助
を
目
的
と
し
て
創
立
し
た
学
生
寮
。
次
第
に
精神

活
動
を
行
う
寮
規
則
を

立
て
、
昭
和
二
年
頃
に
は
目
黒
の
自
宅
内
に
寮
舎
を
設
け
た
（『
私
の
使
命
事業（


皇
紀
二
五
八
九
年
・
昭
和
四
年
度
版
）』
研究所沿革史資料








207

）。
昭
和
五
年
六
月
に
富
嶽
荘
と
改
称
し
、
昭
和
六
年
八
月
に
は
研究所の



附
属
寮
と
し
て
本
館
（
現
横
浜
市
大倉

山
記
念
館
）
近
く
に
移
転

し
た
（『
使
命
事業（


皇
紀
二
六
〇
一
年
・
昭
和
一
六
年
五
月
増
補
）』
研究所沿革史資料






220

）。

（
４
）　

東
京
商
科
大
学
在
学
生
を
対
象
と
し
た
学
生
寮
（『
大倉

邦
彦
伝
』
一
〇
二
五
頁
）。

（
５
）　

大倉

は
酒
井
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
店
に
郷
里
佐
賀
に
設
立
し
た
農
村
工
芸
学
院
の
設
計
を
依
頼
し
、
同
店
に
勤
め
て
い
た
建
築
家
の
広
瀬
恭
が
担
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

当
し
た
。
引
き
続
き
精神文化



図
書
館
の
設
計
も
依
頼
し
て
い
た
が
、
途
中
で
物
足
り
な
く
な
り
、
長
野
宇
平
治
に
依
頼
す
る
に
至
っ
た
。

（
６
）　
『
佐
賀
新
聞
』
の
報
道
記事

に
よ
る
と
、
大倉

が
佐
賀
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
の動

向
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

	

二
月
一
二
日
（
土
）　

午
後
一
時
五
〇
分
、
神
埼
駅
到
着
。

	

　
　

一
三
日
（
日
）　�

午
前
一
〇
時
よ
り
、
西
郷
村
小
学
校
講
堂
で
村
長
や
校
長
ら
一
五
〇
余
名
に
欧
州
視
察
談
。
午
後
二
時
よ
り
、
西
郷
村
青
年

団
に
対
し
て
講
演
。

	

　
　

一
四
日
（
月
）　�
午
後
一
時
よ
り
、
神
埼
郡
下
の
住
職
ら
を
相
手
に
「
欧
流
宗
教教育


と
日
本
宗
教
に
対
す
る
運動

開
始
に
就
て
」
と
題
し
て

講
演
。

	

　
　

一
五
日
（
火
）　�

午
前
一
〇
時
よ
り
、
佐
賀
紡
績
株
式
会
社
の
男
工
女
工
一
八
〇
余
名
を
相
手
に
講
演
。
午
後
二
時
よ
り
、
清
和
高
等
女
学
校

で
教
員
・
生
徒
六
百
数
十
名
に
対
し
「
日
本
婦
人の

地
位
」
と
題
し
て
講
演
（
三
時
半
終
了
）。

	

　
　

一
六
日
（
水
）　�

午
前
中
は
背
振
村
で
、
午
後
は
神
埼
町
で
講
演
。
午
後
六
時
よ
り
、
佐
賀
市
内
の
楊
柳
亭
で
の
歓
迎
会
に
出
席
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
病
気
の
た
め
中
止
。

	

　
　

一
七
日
（
木
）　

私
立
成
美
女
学
校
（
午
前
）、
佐
賀
県
立
中
学
校
（
午
後
）の

講
演
は
無
期
延
期
。

	

　
　

二
四
日
（
木
）　

午
後
一
時
よ
り
、
私
立
成
美
女
学
校
で
教
員
・
生
徒
八
百
余
名
に
講
演
。

	

　
　

二
六
日
（
土
）　

午
前
一
一
時
四
一
分
、
神
埼
駅
を
発
つ
。
下
関
に
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
商
業
会
議
所
・
外
務
省
嘱
託
の
日
本
視
察
員
ら
と
会
合
。

	

　
　

二
七
日
（
日
）　

午
後
、
下
関
発
。

（
７
）　

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
設
立
さ
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
内
の
学
生団

体
で
、
藤
田
霊
斎
が
創
始
し
た
藤
田
式
修
養
息
心
調
和
法
を
実
習
し
て
い

た
（
杉
原
四
郎
「
経
済
思
想
家
の研究


雑
誌
」（『
関
西
大
学
経
済
論
集
』
四
五
（
四
）、
関
西
大
学
経
済
学
会
、
平
成
七
年
）。

（
８
）　

沼
波
瓊
音
が
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
第
一
高
等
学
校
内
に
創
設
し
た
、
日
本
精神の研究




を
目
的
と
す
る
団
体
。

（
９
）　

青
山
衝
天
が
理
事
長
を
務
め
て
い
た
豊
橋
有
隣
財団

が
運
営
し
て
い
た
男
児
感
化
部
「
進
修
学
校
」
と
、
少
女
感
化
部
「
静
修
女
学
校
」（
司
法
省

保
護
課
編
『
少
年
保
護
団
体
要
覧
』
日
本
少
年
保
護
協
会
、
昭
和
八
年
）。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

（
10
）　

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
一
〇
月
に
創
設
さ
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
内
の
学
生団

体
。

（
11
）　

副
島
羊
吉
郎
ら
が
創
設
し
た
東
京
高
等
師
範
学
校
（
現
筑
波
大
学
）
内
の
学
生団

体
。

（
12
）　

道
元
が
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
に
著
し
た
、
坐
禅
の
本
質
・
仕
方
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
践
を
説
い
た
書
物
。

（
13
）　

大倉

が
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
一
月
一
一
日
に
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
内
地
留
学
生の

た
め
に
創
設
し
た
学
生
寮
。

（
14
）　

富
士
見
日
曜
学
校
。
昭
和
四
年
二
月
一
七
日
、
富
士
見
幼
稚
園
内
に
開
校
し
た
。
毎
週
日
曜
日
の
午
前
中
に
大
学
生
や
大
学
専
門
学
校
の
卒
業生


が
教
師
と
な
り
、
満
六
歳
か
ら
一
七
歳
ま
で
の
男
女
に
対
し
て
、
宗
教
的
情
操
教育

を
行
っ
た
（
前
掲
注
１
『
私
の
使
命
事業（


昭
和
四
年
）』）。

（
15
）　
「
坐
禅
和
讃
」
あ
る
い
は
「
白
隠
禅
師
坐
禅
和
讃
」。
白
隠
慧
鶴
が
漢
文
調
の
禅
宗
の
典
籍
を
民
衆
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
日
本
語
表
記
で

和
讃
の
形
式
で
記
し
た
も
の
。
原
田
の
著
書
に
『
正
宗
国
師
白
隠
禅
師
坐
禅
讃
講
話
』（
正
信
同
愛
会
、
昭
和
一
五
年
）
が
あ
る
。

（
16
）　

日
本
女
子
大
学
創
立
者
の
成
瀬
仁
蔵
が
中
心
と
な
り
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
六
月
二
〇
日
に
発
足
し
た
国
際
的
学
術
文化

交
流
団
体
で
、

宗
教
・
道
徳
の研究


と
諸
宗
教の

相
互
理
解
・
協
力
の
推
進
を
目
的
に
、
研究

会
・
出
版
・
公
開
講
演
会
な
ど
の事業


を
行
っ
た
。
大倉

邦
彦
と

帰
一
協
会
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
星
原
大
輔
「
新
出
資料

か
ら
み
る
帰
一
協
会
の
全
体
像
―
沿革史資料




を
中
心
に
―
」（『
大倉

山
論
集
』
第
六

六
輯
、
大倉精神文化研究所








、
令
和
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
17
）　
『
心
の
使
い 

二
号
』（研究所沿革史資料







3256
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
記事「


一
一
月
中
の大倉先生




講
演
」（
三
〇
～
三
一
頁
）
に
記
さ
れ
て

い
る
行
程
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。
本
資料の記



載
と
は
日
付
な
ど
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

	

一
〇
月
三
〇
日
（
水
）　

夜　

東
京
発
。

	

一
一
月　

四
日
（
月
）　�

正
午
、
愛
媛
県
北
宇
和
郡
吉
田
町
（
現
宇
和
島
市
吉
田
町
）
着
、
大倉

洋
紙
店
幹
部
の
横
田
清
櫻
邸
に
宿
泊
。
午
後
、
物

故
店
員
墓
参
。

	

　
　
　
　

五
日
（
火
）　�

午
前
十
時
頃
、
吉
田
町
長
・
清
家
吉
次
郎
を
訪
問
、
午
餐
。
午
後
、
お
祭
り
見
学
。
夜
、
大倉

洋
紙
店
店
員
で
あ
っ
た
故

山
本
静
雄
氏
の
親
族
の
邸
宅
で
晩
餐
。

	

　
　
　
　

六
日
（
水
）　�

午
前
、
宇
和
島
高
等
女
学
校
で
同
校
生
徒
及
び
家
政
女
学
校
生
徒
に
対
し
て
講
演
。
午
後
、
吉
田
町
民
に
対
し
て
講
演
。
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翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

三
時
半
よ
り
店
員
父
兄
歓
迎
会
に
参
加
。

	
　
　
　
　

七
日
（
木
）　�

午
前
、
宇
和
島
中
学
校
で
同
校
生
徒
及
び
商
業
学
校
生
徒
に
対
し
て
「
自
己
の
本
質
」
と
題
し
て
講
演
。
午
後
二
時
、
女

学
校
で
講
演
。
午
後
五
時
、
町
内
有
志
歓
迎
会
で
講
演
。

	

　
　
　
　

八
日
（
金
）　

午
前
十
時
、
村
井
幼
稚
園
で
お
話
。
そ
の
後
、
小
学
校
で
講
演
。
午
後
一
時
半
、
宇
和
島
港
よ
り
乗
船
、
佐
伯
着
。

	

　
　
　
　

九
日
（
土
）　

佐
伯
中
学
校
で
生
徒
に
対
し
て
講
演
。

	

　
　
　

一
〇
日
（
日
）　

佐
賀
農
村
工
芸
学
院
着
。
毎
日
三
回
、
講
演
。
こ
の
他
、
計
三
回
講
演
。

	

　
　
　

一
七
日
（
日
）　

帰
京
。

（
18
）　

道
元
の
著
書
『
永
平
学
道
用
心
集
』。
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
頃
の
成
立
で
、
参
禅
弁
道
す
る
上
で
の
心
が
け
る
べ
き
一
〇
ヶ
条
が
説
か
れ
て
い

る
。

（
19
）　

南
宋
の
無
門
慧
開
が
著
し
た
仏
教書

。 
禅
宗
の
古
則
公
案
よ
り
四
十
八
則
を
選
び
、
頌
を
付
し
た
公
案
集
。
原
田
祖
岳
著
作
集
の
一
つ
に
、
出
口

鉄
城
編
『
無
門
関
提
唱
録
』（
原
書
房
、
平
成
一
七
年
）
が
あ
る
。

（
20
）　

翻
刻
・
第
三
部
、
三
五
六
頁
参
照
。

（
21
）　

翻
刻
・
第
三
部
、
三
五
六
頁
参
照
。

（
22
）　

翻
刻
・
第
三
部
、
三
五
七
頁
参
照
。

（
23
）　

丸
山
千
代
が
地
方
か
ら
上
京
し
て
き
た
女
子
学
生の

た
め
に
創
設
し
た
寄
宿
寮
の
こ
と
か
（
渋
沢
青
淵
記
念
財団

竜
門
社
編
『
渋
沢
栄
一
伝
記資


料　

第
四
五
巻
』
渋
沢
栄
一
伝
記資料


刊
行
会
、
昭
和
三
七
年
、
一
〇
四
～
一
〇
六
頁
）。

（
24
）　

こ
の
時
の
講
義
録
は
、
林
宏
美
「大

川
周
明
博
士
「大

学
」
講
義
速
記」（
『
大倉

山
論
集
』
第
五
六
輯
、
大倉精神文化研究所








、
平
成
二
二

年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）　
「
日
誌
」（研究所沿革史資料







2495

）
に
、
左
の
通
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。

	

　
　
　

タ
ゴ
ー
ル
翁
誕
生記

念
出
版
寄
贈
者
推
薦
。
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四
月
十
五
日
、
タ
ゴ
ー
ル
翁
秘
書Chakravarty

氏
ヨ
リ
別
紙
書
状
ヲ
以
テ
、
タ
翁
誕
生
七
十
回
ヲ
記
念
ス
ルBirthday volum

e

ニ
寄
贈
ス
ル

日
本
ノ
代
表
的
哲
学
者
・
詩
人
及
ビ
小
説
家
ノ
推
薦
ヲ
依
頼
シ
来
ル
。

	

詩
人
ト
シ
テ
野
口
米
次
郎
氏
、
小
説
家
ト
シ
テ
武
者
小
路
実
篤
氏
ヲ
推
シ
テ
承
諾
ヲ
得
タ
リ
。
野
口
氏
ヨ
リ
ハ
英
文
ノ
詩
稿
ヲ
得
テ
、
五
月
十
三

日
之
ヲ
発
送
シ
、
武
者
小
路
氏
ノ
原
稿
ハ
慶
応
義
塾
教
授
西
脇
潤
三
郎
氏
ニ
翻
訳
ヲ
依
頼
セ
リ
。

	

哲
学
者
ト
シ
テ
ハ
初
メ
京
大
ノ
波
多
野
博
士
ヲ
推
薦
セ
シ
モ
、
同
氏
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
承
諾
ヲ
得
ズ
、
井
上
哲
次
郎
博
士
ヲ
煩
ハ
ス
事
ト
ナ
ル
。
井

上
博
士
ノ
原
稿
ハ
岡
倉
由
三
郎
氏
ニ
英
訳
ヲ
依
頼
シ
テ
承
諾
ヲ
得
タ
リ
。

	

両
者
ノ
原
稿
ハ
〆
切
切
迫
シ
テ
、
五
月
廿
一
日
発
送
セ
リ
。

（
26
）　

嘉
納
は
誤
り
で
、
狩
野
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
来
所
者
は
、
新
村
出
、
伊
集
院
兼
清
、
江
戸
千
太
郎
、
岩
村
成
充
、
荻
野
仲
三
郎

（「
日
誌
」研究所沿革史資料







2495

、「
写
真
」研究所沿革史資料







6875-47

）。

（
27
）　
「
日
誌
」（研究所沿革史資料







2495

）
に
よ
る
と
、
山
形
県
米
沢
市
内
の「

米
沢
高
女
、
婦
人
会
、
米
沢
高
工
、
米
沢
市
織
物
同
業
組
合
」
に
お

け
る
講
演
会
は
一
〇
月
八
日
か
ら
一
二
日
ま
で
の
米
沢
へ
の
旅
行
中
に
、
ま
た
長
野
県
の
飯
山
中
学
校
で
の
講
演
会
は
一
〇
月
一
八
日
か
ら
二
一

日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
「
日
誌
」
に
は
、
一
一
月
一
日
（
日
）
に
横
浜
紙
業
組
合
で
講
演
会
が
実
施
さ
れ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。



375

翻
翻

翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻

月 /日 曜日 事　　　　　　項
大正14（皇紀2585、1925、大倉邦彦43歳）

３ /　 大倉邦彦、徳富蘇峰『国民小訓』の推薦状を配布する。
４ /　 目黒町中目黒に富士見幼稚園を開園する（園長、大倉邦彦）。
５ /10 （日） 中華民国留学生招待会を開催する（大倉学寮・一如洞主催、

大倉邦彦後援）。
６ /　 佐賀県下各学校への勤王文庫寄付に関する支援依頼状の発

起人に、大倉邦彦も名を連ねる。
９ /　 図書館図書の選択を専門の学者に依頼する。
秋 図書館・研究所設立趣意案を策定する。
10/ ３ （土） 大倉邦彦、図書選択主任への晩餐会（10/12）案内状を作

成・送付する。
10/12 （月） 午後 ５ 時～、図書選択主任を招待した晩餐会を大倉邦彦宅

で開催する。
10/13 （火） 大倉邦彦、青山学院商科学生に数回の修養講話を行い、そ

の礼状を受ける。
11/25 （水） 図書選択の希望事項を伝える。
11/29 （日） 第 ３回民国学生招待会（12/ ６ ）案内状を作成・送付する。
秋 学生寄宿舎設立発起書（郷土佐賀の学生のために）を策定

する。
秋 大倉学寮入寮規定案を策定する。
12/ ６ （日） 午前10時～、第 ３回民国学生招待会を大倉邦彦宅で開催する。
12/17 （木） 大倉邦彦、母校西郷小学校に寄付した講堂の落成式に出席

する。
大正15（皇紀2586、1926、大倉邦彦44歳）

１ /14 （木） 佐賀県神埼郡西郷村の精神作興会へ援助金を送付する。
１ /16 （土） 図書選択助手への晩餐会（ １ /21）案内状を作成・送付する。
１ /21 （木） 午後 ５ 時～、図書選択助手を招待した晩餐会を大倉邦彦宅

で開催する。
*/* 毎週月曜 家庭婦人の向上進歩のため、富士見学びの会を開催する（午

後 １時～ ４時）。
２ /　 紀元節での国旗掲揚の呼び掛ける。

【年表】

　（凡例）

　一、�本年表は、研究所沿革史資料「精神運動書翰」（研究所沿革史資料

1472）の記述を基に作成した。

　一、�曜日は、底本に記述されていない場合は（　）で表記し、底本が誤

りと考えられる場合は［　］を付した。

　一、�他の資料との齟齬等がある箇所等は※を付して、年表の末尾に注を

記した。
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月 /日 曜日 事　　　　　　項
２ / ５ （金） 富士見幼稚園での建国祭参列（ ２ /11）の案内状を作成・送

付する。
２ / ７ （日） 大倉邦彦、 ４月頃渡欧の為図書選定の取り纏めを催促する。
２ /11 （木） 午前10時～、建国祭を富士見幼稚園で挙行する。
２ /19 （金） 大倉邦彦、渡欧送別会（ ２ /27）招待状を作成・送付する。
２ /27 （土） 午後 ５時～、大倉邦彦、渡欧送別会を晩翠軒で開催する。
２ /　 視察要項概略の確認校正の依頼状を作成・送付する。

昭和 ２（皇紀2587、1927、大倉邦彦45歳）
１ /16 （日） 午後 ２時～、富士見会、大倉邦彦帰朝歓迎会を開催する（午

後 ９時頃散会）。
２ /11 （金） 大倉邦彦、『感想』（其ノ三）を発刊する。
２ /12 （土） 大倉邦彦、佐賀に帰郷し、十数ヵ所で講演する。
２ /27 （日） 大倉邦彦、帰京中、下関でフィンランド人のワイニオ氏を

見送る。
３ / ９ （水） 大倉邦彦、『感想』読者に謄写で「心の手紙」を送る。
３ /12 （土） 大倉邦彦、神田基督教青年館で信者に講演する。
３ /16 （水） 大倉邦彦、一如会（禅研究会）で講演する。
３ /18 （金） 大倉邦彦、大倉洋紙店社員に訓話代わりの手紙を送る。
３ /23 （水） 大倉邦彦、日比谷大神宮で斯道懇談会にて講演する。
３ /24 （木） 大倉邦彦、目黒実科高等女学校の卒業式にて講演する。
３ /25 （金） 大倉邦彦、富士見幼稚園卒業式で講演し、刷物を配付する。
４ /19 （火） 大倉邦彦、日本貿易協会にて講演する。
４ /29 （金） 芙蓉荘（慶応義塾内の養真青年会の学生寄宿舎）を開設する。
４ /　 朝風寮（一高の瑞穂会の寄宿寮）を開設する。
５ /10 （火） 大倉邦彦、十日会（東京市の印刷会社の会合）にて講演する。
６ / ６ （月） 午後 ５時半～、芙蓉荘で開荘祝いの会合を開催する。
６ /12 （日） 午前11時～、第 ５ 回中華民国学生招待会を大倉邦彦宅で開

催する。　※ １
６ /13 （月） 大倉邦彦、千速婦人会にて講演する。
６ /28 火 午後 ７ 時半～、第 １ 回宗教講話会を大倉邦彦宅で開催、講

師・今成覚禅。
９ / ３ （土） 大倉邦彦、軽井沢の女子大学修養会を視察する。
９ / ７ （水） 午後 ７時～、瑞穂会の例会を大倉邦彦宅で開催する。
９ /11 （日） 大倉邦彦、第 ２ 回宗教講話会（ ９ /15）来聴推薦状を作成・

送付する。
９ /15 木 午後 ７ 時～、第 ２ 回宗教講話会を富士見寮で開催、講師・

友松円諦。
９ /26 （月） 午後 ７ 時～、第 ３ 回宗教講話会を富士見寮で開催、講師・

今成覚禅。
10/ ５ 水 第 ４回宗教講話会を富士見寮で開催、講師・友松円諦。
10/28 金 第 ５回宗教講話会を大倉学寮で開催、講師・今成覚禅。
11/ ６ 火［日］ 大倉邦彦、豊橋市の青山夫妻経営の不良少年少女感化院を

参観する。
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11/ ７ 月 大倉邦彦、名古屋桜楓会主催の成人教育講座にて講演する。
11/　 大倉邦彦邸の講堂が竣工する。
11/29 火 午後 ６時半～、第 ６回宗教講話会を大倉邸の目黒講堂で開催、

講師・今成覚禅。
11/30 水 午後 １時～、第 ７回宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
12/17 （土） 大倉邦彦、第 ８ 回宗教講話会（12/19）の中止により、学生

の講演会開催の案内状を作成・送付する。
12/19 （月） 午後 ６時半～、学生の思想発表会を開催する（午後10時閉会）。
12/26 （月） 大倉邦彦、高千穂中学校で講演する。

昭和 ３（皇紀2588、1928、大倉邦彦46歳）
１ / ３ （火） 大倉邦彦、佐賀に帰郷し村民の歓迎会を受ける。
１ / ４ （水） 大倉邦彦、日新会・青年会・処女会の会合にて精神講話を

行う。
１ / ５ （木） 農村工芸学院、開院式を挙行する。
１ / ７ （土） 大倉邦彦、仁比山小学校で講演する。
１ / ８ （日） 大倉邦彦、西郷学生同窓会にて講演する。
１ / ９ （月） 大倉邦彦、西郷村の北方、草ろう庵にて講演する。
１ /17 （火） 午後 ６時半～、第 ９回宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。
１ /18 （水） 大倉邦彦、昼にロータリークラブにて、夜に紙商同業組合

にて講演する。
１ /28 （土） 午後 ６時半～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
２ / ６ （月） 午後 ６時半～、宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。
２ /28 （火） 午後 ６時半～、宗教講話会を開催、講師・天岫接三。
３ / ３ （土） 大倉邦彦、日本宗教大会会計主任を務める。
３ /16 （金） 午後 ６時半～、宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。
３ /19 （月） 大倉邦彦、隅田川駅楼上で隅田川合同運送会社員と隅田川

駅員に講演する。
３ /20 （火） 富士見幼稚園卒業式。大倉邦彦、母の会にて講話、十一日

会にて講演する。
３月下旬 原田三千夫、欧州より帰朝する。
４ /14 （土） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。　※ ２
４ /18 （水） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。
４ /28 （土） 大倉邦彦、第 ２回学生意見交換会を開催する。
６ /20 （水） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。
６ /30 （土） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
９ /17 （月） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。大倉邦彦、

長野県臼田修養会で講演する。
10/16 （火） 大倉邦彦、第 ６ 回中華民国学生招待会（10/21）案内状を作

成・送付する。
10/21 日 午前11時半～、第 ６ 回中華民国学生招待会を大倉邦彦宅で

開催する。
10/30 （火） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
11/10 （土） 午後 ７時～、御大典奉祝会を開催する。
11/20 （火） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。
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11/30 （金） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
12/ ４ （火） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・天岫接三。

昭和 ４（皇紀2589、1929、大倉邦彦47歳）
１ /19 （土） 大倉邦彦、友枝高彦講演会・晩餐会（ １ /26）の案内状を作

成・送付する。
１ /22 （火） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。
１ /26 土 午後 ３ 時～、友枝高彦の講演会・晩餐会を目黒講堂で開催

する。
１ /31 （木） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
２ /17 日 午前 ９時半～、日曜学校を富士見幼稚園で開始する。
２ /21 （木） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。
２ /25 （月） 午後 ７ 時～、大倉邦彦、相互修養団の要請により目黒講堂

で修養講話を行う。
３ / １ （金） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
３ /20 （水） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。
３ /24・25 （日・月） 午前 ７ 時～、大倉邦彦、東邦電気株式会社名古屋支店・岐

阜支店・四日市支店で精神講話を行う。
３ /29 （金） 大倉邦彦、農村工芸学院卒業式に出席するため帰郷する。
４ / １ （月） 農村工芸学院入学式。大倉邦彦、佐賀県融和事業協会聯合

会で講話を行う。
午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。

４ /20 （土） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。
４ /25 （木） 午後 ５時～、大倉邦彦、神宮奉斎会にて講演する。
５ / １ （水） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
５ /16 （木） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。
５ /17 （金） 午後 ４時～、大倉邦彦、帰一協会にて講演する。
５ /19 （日） 午後 ３ 時～、中華民国学生・比律賓大学籃球選手の招待会

を大倉邸庭で開催する。タゴールも出席。
６ / １ （土） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田祖岳。
６ /26 （水） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・今成覚禅。
８ /15 （木） 大倉邦彦、名古屋の松坂屋支店で精神講話を行う。
10/ ５ （土） 午後 ７時～、瑞穂会員の研究発表会を目黒講堂で開催する。
10/12 （土） 大倉邦彦、竹中組従業員と関係者に講演する。
10/16 （水） 午後 １時～、大倉邦彦、目黒警察署にて講演する。
10/21 （月） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・今成覚禅。
10/30 （水） 大倉邦彦、日暮里警察署にて講演する。

大倉邦彦、講演旅行（大阪、四国、佐賀）へ出発する。
11/ １ （金） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田祖岳。
11/ ７ （木） 大倉邦彦、午前 ８ 時～、愛媛県宇和島町小学校で講演する。

午前10時～、宇和島中学、午後 ２時～、女学校で講演する。
11/ ８ （金） 大倉邦彦、愛媛県吉田町の幼稚園・小学校で話をする。
11/ ９ （土） 大倉邦彦、大分県の佐伯中学校で講演する。
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11/10 （日） 大倉邦彦、農村工芸学院に滞在（～ ５ 日間）、毎日 ３ 回生徒
に講演する。

11/17 （日） 大倉邦彦、帰京する。
11/18 （月） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・今成覚禅。
12/ １ （日） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田祖岳。
12/ ２ （月） 夜、宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。
12/11 （水） 午後 ７時～、明世寮創立記念会を目黒講堂で開催。大倉邦彦、

講演する。
12/16 （月） 午後 ６ 時半～、陸軍中将河西惟一の講演会を、大倉洋紙店

３階大広間で開催する。
12/17 （火） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・天岫接三。
12/19 木 午後 ５ 時半～、精神文化事業関係者の忘年会を、工業俱楽

部で開催する。
12/ 大倉邦彦、亜米利加の大学を終えた婦人の会合で講演する。

昭和 ５（皇紀2590、1930、大倉邦彦48歳）
１ /21 （火） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・今成覚禅。
１ /22 （水） 大倉邦彦、沼津の東方寺で、沼津修養会にて講演する。
１ /25 （土） 大倉邦彦、高崎で、高崎市修養会にて講演する。
２ / １ （土） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田祖岳。
２ / ２ （日） 午後 ７ 時～、西式強健術の提唱者西氏の講演会を、目黒講

堂で開催する。
２ / ９ （日） 午後 １ 時～、大倉邦彦、上野の自治会館で、皇国擁護会に

て講演する。
２ /11 （火） 大倉邦彦、帝大の山上御殿で、瑞穂会総会にて講演する。
２ /22 （土） 午後 ６ 時～、都下中学校職員有志の教育談話会を、大倉洋

紙店会議室で開催する。（第 １回中等教育談論会）
３ / ２ （日） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田祖岳。
３ /21 （金） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・今成覚禅。
４ / ２ （水） 午後 ７ 時半～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田

祖岳。
４ /24 （木） 午後 ７ 時半～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・今成

覚禅。
５ / ２ （金） 午後 ７ 時半～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田

祖岳。
５ / ３ 土 午後 ５ 時～、第 ２ 回中等教育談論会を、工業俱楽部で開催

する。
５ /21 （水） 午後 ７ 時半～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・今成

覚禅。
６ / ２ （月） 夜、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田祖岳。
６ / ７ 土 午後 ５ 時～、第 ３ 回中等教育談論会を、工業俱楽部で開催

する。
６ / ８ （日） 夜、大倉邦彦、向山寮で寮生に講演する。
６ /13 （金） 午後、大倉邦彦、国立の商大寄宿寮で寮生に講演する。
６ /14 （土） 夜、富士見会を目黒大倉邸で開催する。



380

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

月 /日 曜日 事　　　　　　項
６ /15 （日） 夜、大倉邦彦、向山寮で寮生に再び講演する。
６ /17 （火） 午後 ７ 時～、大川周明による『大学』講義（第 １ 回）を目

黒講堂で開催する。
６ /19 （木） 午後 ７ 時～、大川周明による『大学』講義（第 ２ 回）を目

黒講堂で開催する。
６ /21 （土） 宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。
６ /24 （火） 午後 ７ 時～、大川周明による『大学』講義（第 ３ 回）を目

黒講堂で開催する。
６ /26 （木） 午後 ７ 時～、大川周明による『大学』講義（第 ４ 回）を目

黒講堂で開催する。
７ / ２ （水） 宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田祖岳。
７ / ６ （日） 阿部校長渡米送別会を工業俱楽部で開催する。（第 ４ 回中等

教育談論会）
９ /10 （水） 阿部校長帰朝歓迎会を大倉邸庭で開催する。（第 ５ 回中等教

育談論会）
９ /18 （木） 午後 ７ 時半～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・今成

覚禅。
10/ ２ （木） 宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田祖岳。
10/ ６ （月） 第 ６回中等教育談論会を大倉洋紙店会議室で開催する。
10/13 （月） 中等教育談論会起稿委員会を大倉洋紙店会議室で開催する。
10/18 （土） 宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・今成覚禅。
10/19 （日） 中等教育談論会会員を太尾研究所に招待（大倉は旅行中）。
10/25 （土） 第 ２ 回中等教育談論会起稿委員会を大倉洋紙店会議室で開

催する。
11/ ２ （日） 宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田祖岳。

（11/ ５ ） （水） ※ ３
11/15 （土） 大倉邦彦、府立第三商業学校で生徒に講演する。
11/15 （土） 午後 ４ 時半～、関東商業学校職員大会の出席者を工業俱楽

部に招待する。
11/18 （火） 第 ７回中等教育談論会を大倉邸で開催する。
11/21 （金） 夜、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・今成覚禅。
11/25 火 第 ９回中等教育談論会を大倉邸で開催する。
11/30 （日） （～12/ ５ 、）大倉邦彦、静岡県浜松市の方広寺で接心会を主

催する。
12/ ２ （火） 宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田祖岳。
12/16 （火） 夜、大倉邦彦、石神井商大予科生徒に講演する。
12/18 （木） 午後 １ 時半～、古文書古記録副本作製部・浄牧女子工芸学

院・富士見幼稚園関係者一同の忘年会を太尾で開催する。
12/24 （水） 第10回中等教育談論会を大倉邸で開催する。

昭和 ６（皇紀2591、1931、大倉邦彦49歳）
１ /20 （火） 午後 １時～、大倉邦彦、京華商業学校生徒に講演する。
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１ /27 （火） 午後 ５ 時～、第11回中等教育談論会を大倉邸で開催する。
午後 ７ 時～、海軍大佐増見修治の講演会を目黒講堂で開催
する。（中等教育談論会）

１ /28 （水） 大倉邦彦、ベッツオールド夫妻を招待する。
２ / ２ （月） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田祖岳。
２ /11 （水） 紀元節。大倉邦彦著『感想』其七を発行する。
２ /24 （火） 午後 １時半～、大倉邦彦、東京療養所で講演する。
３ / ２ （月） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田祖岳。
３ / ６ （金） 午前 ９ 時～、大倉邦彦、東京府立第六中学校卒業式で講演

する。
３ / ７ （土） 大倉邦彦、午前、日本青年協会の講習会員に講演する。午後、

千葉県中山の小学校で講演する。
３ /23 （月） 浄牧女子工芸学院卒業式。
３ /25 （水） 午後 ２ 時～、浜田本悠の講演を研究所事務所で開催する。

大倉邦彦、佐賀の農村工芸学院の卒業式に出席するため午
後 ９時25分東京駅を発つ。

４ / ５ （日） 佐賀より帰京する。
４ / ９ （木） 午前、大倉精神文化研究所の上棟式を挙行する。
４ /12 （日） 研究所関係者等350名を太尾工事現場に招待し、おでん会を

開催する。
４ /14 （火） 夜、富士見会を大倉邸で開催する。
４ /15 （水） 大倉邦彦、タゴール翁秘書より古希記念出版物寄稿者推薦

の依頼を受ける。
４ /18 （土） 大倉邦彦、佐賀の国民女子工芸学院入学式に出席するため、

午後 １時東京駅発で出発する。
４ /28 （火） 大倉邦彦、佐賀より帰京する。
５ /18 （月） 大倉邦彦等、千葉県市川で桐谷洗鱗が菟集したインド古代

仏教美術品を参観する。
５ /23 土 中等教育談論会を大倉邸で開催する。（第12回）
６ / ２ （火） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
６ / ９ （火） 午後 ５時～、友松円諦の歓迎座談会を大倉邸で開催する。
６ /13 （土） 大倉邦彦、坪上貞二ほか ６ 名を古文書古記録副本作製部と

研究所に案内する。
６ /15 月 午後 ５時～、第13回中等教育談論会を大倉洋紙店で開催する。
６ /17 （水） 午後 ５ 時～、第14回中等教育談話会を大倉洋紙店会議室で

開催する。（会の名称変更か）
６ /18 （木） 大倉邦彦、佐賀の国民女子工芸学院へ、午後 １ 時東京駅発

で出発する。
６ /22 （月） 中等教育談話会、公民科教科書編纂につき、執筆希望課目

を会員に募る。
６ /25 木 午後 ６ 時～、中等教育談話会の小委員会を新宿の中村屋で

開催する。
６ /27 （土） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・天岫接三。

大倉邦彦、午後 ８時半佐賀より東京駅に到着する。
７ / ２ （木） 宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
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月 /日 曜日 事　　　　　　項
７ / ４ （土） 午後 ６ 時半～、海軍軍医大佐田代豊吉郎の講演会を目黒講

堂で開催する。
７ /11 （金） 中等教育談話会会員の田中次郎死去につき、香奠を捧げる。
７ /14 （火） 午後 ６ 時～、中等教育談話会の公民科教科書編纂下相談会

を大倉洋紙店会議室で開催する。
７ /18 （土） 午後 ６ 時～、第15回中等教育談話会を大倉洋紙店会議室で

開催する。
８ / ７ （金） 大倉邦彦、佐賀の国民女子工芸学院へ、午後 １ 時東京駅発

で出発する。
８ / ９ （日） 和田三造が佐賀の国民女子工芸学院に来院する。卒業生・

在校生の総会を開催する。
８ /　 大倉邦彦、京都・奈良の古跡を訪問し、帰京する。

９ /22・23 （火・水） 午後 ７時～、柳沢省三の講演会を目黒講堂で開催する。
９ /28 （月） 午後 ５ 時～、第16回中等教育談話会を大倉洋紙店会議室で

開催する。
10/ ２ （金） 大倉邦彦、沼津修養会で講演する。
この間 大倉邦彦、中央仏教会館など ９ヵ所で講演する。
11/ ２ （月） 大倉邦彦、沼津修養会で講演する（以降毎月 ２ 日定期講演）。

淑徳女学院、ルンビニ幼稚園で講演する。
12/18 （金） 午後 ５ 時～、第17回中等教育談話会を大倉洋紙店で開催し、

今泉定助の講演を聞く。
12/20 日 午前10時～、富士見会忘年会を研究所で開催する。

昭和 ７（皇紀2592、1932、大倉邦彦50歳）
５ /31 （火） 午後 ４ 時～、第18回中等教育談話会を大倉精神文化研究所

で開催する。　※ ４
昭和 ８（皇紀2593、1933、大倉邦彦51歳）

１ /28 土 午後 ５ 時～、第18回中等教育談話会を大倉邸で開催する。　
※ ５

２ / ２ （木） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
２ /18 （土） 第19回中等教育談話会を大倉邸で開催する。
３ / ２ （木） 午後 ７時～、宗教講話会を目黒講堂で開催、講師・原田祖岳。
５ / ２ （火） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
５ /27 （土） 第20回中等教育談話会を大倉邸で開催する。
６ / ２ （金） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
６ /30 （金） 第21回中等教育談話会を大倉邸で開催する。
７ / ２ （日） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
９ / ８ （金） 第22回中等教育談話会を大倉洋紙店で開催する。
10/ ２ （月） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
11/ ２ （木） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
12/ ２ （土） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。

昭和 ９（皇紀2594、1934、大倉邦彦52歳）
２ / ２ （金） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。　※ ６
３ / ２ （金） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
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５ / ２ （水） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
６ / ２ （土） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
６ /16 （土） 午後 ５ 時半～、中等教育談話会（第23回？）を大倉洋紙店

で開催する。　※ ７
７ / ２ （月） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
10/ ２ （火） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
11/ ２ （金） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。
11/12 月 午後 ５ 時半～、中等教育談話会（第24回？）を大倉洋紙店

で開催する。
12/ ２ （日） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・原田祖岳。

昭和10（皇紀2595、1935、大倉邦彦53歳）
２ / ２ （土） 午後 ７時～、宗教講話会を開催、講師・今成覚禅。

注
※ １　本文には「第 ５回」とあるが、案内状には「第 ４回」とある。
※ ２　前後の記載より、 ５月14日（月）の間違いの可能性もあり。
※ ３ �　研究所沿革史資料5849「中等教育談論会・中等教育談話会（会議録、談論会名簿等）」に
は、この日に第 ６回中等教育談話会が開催された旨の記載あり。この回が第 ７回で、11/18
が第 ８回の可能性あり。

※ ４　他の資料では開催を確認できず。
※ ５　回数が重複。
※ ６　これ以降の宗教講話会の開催は他の資料では確認できず。
※ ７　これ以降の中等教育談話会の開催は他の資料では確認できず。
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【索引】

凡例
・�本索引は『精神運動書翰』〈研究所沿革史資料1472〉に掲載されている人名、団体・施設名

の索引である。
・�人名索引の項目は、①「姓名」、②「掲載頁〈算用数字〉」、③「説明」から成り、配列は①

の五〇音順とした。
・�①「姓名」は、資料の本文中の表記から採り、表記が複数ある場合は（　）で示した。フル

ネームの表記がない人物については、可能な限り【　】で補足した。
・�①「姓名」の読みは、研究所沿革史資料や人事興信録などの各種人名辞典に拠った。
・�③「説明」は、生没年・略歴・大倉邦彦または大倉精神文化研究所との関係を記した。
・�団体・施設名索引の項目は、1.「団体・施設名」、2.「掲載頁〈算用数字〉」、3.「説明」から

成り、配列は①の五〇音順とした。
・�1.「団体・施設名」の項目は資料の本文中の表記から採、表記が複数のある場合は（　）で

示した。略記されている場合は、当時の正式名を可能な限り【　】で補足した。

【人名】

あ行

青
あお

木
き

常盤（青木）　356, 358, 361, 
366, 368
日本青年協会常務理事。中等教育
談話会会員。

青山氏【青山衝
みち

天
たか

】　313
明治 7 年～昭和30年。愛知県の社
会事業家。有鄰財団豊橋育児院を
経営。
赤
あか

司
し

鷹
たか

一
いち

郎
ろう

　294
明治 9 年～昭和 8 年。文部官僚。
父親の欽一が佐賀藩士。
阿
あ

部
べ

宗
むね

孝
たか

（阿部、阿部氏、阿部校
長）　356, 357, 358, 359, 360, 
361, 362, 363, 365, 366, 367, 
368, 369
明治 8 年～昭和19年。教育者、東
京府立第六中学校校長。中等教育
談話会会員。

天
あま

岫
くき

接
せっ

三
さん

（天岫禅師）　317, 324, 

336, 348
明治11年～昭和36年。静岡県沼津
市の東方寺住職（臨済宗）。宗教講
話会講師。

井
い

口
ぐち

【井口益吉】　356, 357
中等教育談話会会員。

伊
いたみ

丹弥
や

太
た

郞
ろう

　295
慶応 2 年～昭和 8 年。佐賀県の実
業家。
伊藤　370

中等教育談話会会員ヵ。
伊
い

藤
とう

吉
きち

之
の

助
すけ

　285
明治18年～昭和36年。哲学者。当時、
東京帝国大学講師。のちに北海道
大学教授、中央大学教授。購入図
書選択（哲学・主任）。
今泉先生（今泉、今泉貞介、今泉
定介）【今

いま

泉
いずみ

定
さだ

助
すけ

】　323, 365, 
370
文久 3 年～昭和19年。神道思想家。
大倉精神文化研究所嘱託、神典編
纂部相談役、『神典解説 上巻』監
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修など。
今
いま

成
なり

覚
かく

禅
ぜん

（今成禅師、今成老師）　
310, 312, 313, 315, 317, 318, 
319, 320, 324, 326, 331, 332, 
333, 335, 337, 338, 339, 341, 
342, 343, 355
明治17年～昭和38年。当時、福井
県福井市の通安寺住職。宗教講話
会講師。
盤井【磐井宗憲ヵ】　348
植木【植

うえ

木
き

直
なお

一
いち

郎
ろう

ヵ】　369, 370
植
うえ

木
き

謙
けん

英
えい

　285
購入図書選択（宗教・助手）。
氏
うじ

家
いえ

賢次郎（氏家）　356, 359, 
360, 366
日本青年協会会員。中等教育談話
会会員。
江下【江

え

下
した

清
せい

一
いち

】　365
佐賀県出身。佐賀中学校、東亜同
文書院卒。大倉精神文化研究所研
究員（昭和 6 年 4 月～昭和 8 年 6
月）。

園長→「大倉邦彦」
大
おお

川
かわ

周
しゅう

明
めい

（大川博士）　341
明治19年～昭和32年。思想家。宗
教講話会講師。

大
おお

木
き

遠
えん

吉
きち

　294
明治 4 年～大正15年。伯爵、政治家。
父の喬任は佐賀藩士。
岡
おか

泰
やす

雄
お

　370
明治 4 年～明治16年。神官。鹿島
神宮宮司などを歴任。『神典』校訂、

『神典解説 上巻』指導。
岡
おか

泰
やす

彦
ひこ

（岡）　356, 357, 358, 360, 
366, 368, 369, 370

東京府立第五中学校教諭（国語漢
文）。中等教育談話会会員。

大
おお

隈
くま

信
のぶ

常
つね

　294
明治 4 年～昭和22年。侯爵、教育者。
養父の重信は佐賀藩士。
大
おお

倉
くら

邦
くに

彦
ひこ

（園長、大倉、大倉氏、
大倉所長、大倉先生、所長）　
282, 283, 284, 286, 287, 292, 
293, 294, 297, 298, 300, 305, 
309, 310, 312, 315, 321, 323, 
325, 327, 329, 330, 343, 344, 
346, 348, 351, 356, 357, 358, 
359, 360, 361, 362, 363, 365, 
367, 368
大
おお

塚
つか

道
どう

光
こう

　285
購入図書選択（宗教・助手）。
大
おお

塚
つか

英
ひで

雄
お

　319
慶應義塾大学学生、養真会会員。
大
おお

室
むろ

貞
てい

一
いち

郎
ろう

　285
のちに東京帝国大学学生課長。購
入図書選択（哲学・助手）。
岡崎【岡

おか

崎
ざき

賢
けん

次
じ

】　348, 365
明治45年～？。大倉精神文化研究
所所員。戦後、五輪堂洋紙店取締役。

岡
おか

崎
ざき

藤
ふじ

吉
きち

　294
安政 3 年～昭和 2 年。実業家。佐
賀出身。
小
お

笠
がさ

原
わら

長
なが

生
なり

　294
慶応 3 年～昭和33年。子爵、海軍
軍人。小笠原家は唐津藩藩主。
岡田【岡

おか

田
だ

俊
しゅん

平
ぺい

】　369, 370
明治39年～昭和54年。大倉精神文
化研究所研究員。
奥野【奥

おく

野
の

源太郎ヵ】　368, 369
落合【落

おち

合
あい

矯一ヵ】　357
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中等教育談話会会員。
落
おち

合
あい

三
さぶ

郎
ろう

　327
乙
おと

竹
たけ

岩
いわ

造
ぞう

（乙竹氏）　285, 286
明治 8 年～昭和28年。教育学者。
のちに東京文理科大学名誉教授。
購入図書選択（教育・主任）。

か行

河西陸軍中将【河
か

西
さい

惟
これ

一
いち

】　336
明治 8 年～昭和13年。日露戦争の
旅順攻略戦で兵站担当参謀として
従軍。当時は予備役。
風
かざ

見
み

　369
中等教育談話会会員ヵ。
門
かど

田
た

つや　282
富士見幼稚園主事。
金井校長（金井）【金

かな

井
い

浩】　366, 
369
東京府立第一商業学校校長。中等
教育談話会会員。
嘉納博士【狩

か

野
の

直
なお

喜
き

】　348
慶応 4 年～昭和22年。中国文学者。
当時は京都帝国大学教授、東方文
化学院京都研究所所長。
上
かみ

木
き

即審（上木、上木氏）　346, 
348, 356, 357, 358, 359, 360, 
361, 362, 365, 366, 368
東京府立第一商業学校教諭、府立
高等学校教諭。中等教育談話会会員。
川
かわ

瀬
せ

専
せん

之
の

助
すけ

（川瀬、川瀬氏）　
346, 357, 358, 359, 360, 365, 
368, 369, 370
弁護士。大倉学友。中等教育談話
会会員。
川
かわ

野
の

美子　314

川
かわ

本
もと

六郎　314
慶應義塾大学学生、養真会会員。
カント　288
北
きた

村
むら

七
しち

郎
ろう

　294
実業家、三井物産監査役。佐賀県
出身ヵ。
木村氏　346
木
き

村
むら

泰
たい

賢
けん

　285
明治14年～昭和 5 年。インド哲学
者・仏教学者。東京帝国大学教授。
購入図書選択（宗教、印度哲学・
主任）。
桐ケ谷洗鱗【桐

きり

谷
や

洗
せん

鱗
りん

】　347
明治10年～昭和 7 年。日本画家、
版画家。明治44年に古代インド美
術研究のためインドに渡り、タゴー
ルらと交遊した。
今上陛下【昭和天皇】　323

明治34年～昭和64年。第124代天皇。
古
こ

池
いけ

信
しん

三
ぞう

　315
明治36年～昭和58年。東京帝国大
学学生、瑞穂会会員。のちに衆議
院議員・郵政大臣、国際電信電話

（現・KDDI）会長。
皇后【貞明皇后】　294

明治17年～昭和26年。大正天皇の
皇后。

神
こう

代
じろ

峻
たか

通
みち

　285
明治25年～昭和34年。倫理学者。
のちに真言宗高野山大教授。購入
図書選択（倫理・助手）。
子
こ

安
やす

【子安浩】　368, 369
協調会職員。大倉学友。中等教育
談話会会員ヵ。
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さ行

酒井氏【酒
さか

井
い

祐
ゆう

之
の

助
すけ

】　286
明治 7 年～昭和10年。建築家、酒
井コンクリート工業店社長。
佐賀県知事【斎

さい

藤
とう

行
こう

三
ぞう

】　294
坂戸氏【坂

さか

戸
と

智
ち

海
かい

ヵ】　346, 348
のちに大正大学名誉教授。
坂戸　368, 369
坂
さか

部
べ

勝太郎（坂部）　356, 357, 
358, 359, 360, 361, 362, 365, 
366, 367
東京府立第六中学校教諭（数学）。
中等教育談話会会員。
桜
さくら

井
い

　348
佐
さ

藤
とう

泰
たい

舜
しゅん

　285
明治23年～昭和50年。仏教学者。
のちに永平寺七四世貫首。曹洞宗
管長。購入図書選択（印度哲学・
助手）。
佐
さ

野
の

常
つね

羽
は

　294
明治 4 年～昭和31年。伯爵、海軍
軍人。父の常民は佐賀藩士。大倉
精神文化研究所監事（昭和12年～
昭和20年）。
澤
さわ

登
のぼり

哲一（澤登、沢登）　356, 
357, 359, 360, 361, 362, 366, 
367, 369
東京府立第九中学校教諭（修身、
国語漢文）。中等教育談話会会員。

山陽先生【頼山陽】　361
渋
しぶ

川
かわ

善
ぜん

助
すけ

　319
明治38年～昭和11年。明治大学学生、
瑞穂会会員。のちに二・二六事件
に関わり処刑された。
所長→「大倉邦彦」

聖上【大正天皇】　294
明治12年～大正15年。第123代天皇。

仙
せん

波
ば

直心（仙波）　356, 357, 358, 
359, 360, 361, 365, 366
東京府立第三商業学校教諭。中等
教育談話会会員。

副
そえ

島
じま

道
みち

正
まさ

　294
明治 4 年～昭和23年。伯爵、政治家。
父の種臣は佐賀藩士。
副
そえ

島
じま

羊
よう

吉
きち

郎
ろう

　320
明治40年～平成16年。神埼郡仁比
山村大字城原（現神埼市城原）出身。
東京高等師範学校へ進学した際、
中学校校長からの紹介で、大倉が
主宰する講座に参加するように
なった。松月会会員。のちに佐賀
大学名誉教授。
蘇峰氏【徳

とく

富
とみ

蘇
そ

峰
ほう

】　283
文久 3 年～昭和32年。ジャーナリ
スト、歴史家。

た行

高
たか

木
ぎ

秀厳　315
慶應義塾大学学生、仏教青年会会員。
高月氏（高月）　347, 348, 365
高
たか

取
とり

伊
これ

好
よし

　294
嘉永 3 年～昭和 2 年。佐賀の実業家。
高橋【高

たか

橋
はし

八
はち

郎
ろう

】　369
明治42年～？。大倉精神文化研究
所研究員。

高
たか

橋
はし

穣
ゆたか

　285
明治18年～昭和43年。心理学者・
倫理学者。のちに東北帝国大学教授、
学習院大教授。購入図書選択（心
理・主任）。
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竹
たけ

田
だ

豊助（竹田）　361, 362, 365, 
367, 368
東京府立第六中学校教諭（歴史、
公民科）。中等教育談話会会員。

タゴール翁【ラビンドラナート・
タゴール】　332
1861年～1941年。インドの詩人、
アジア人最初のノーベル文学賞受
賞者。昭和 4 年（1929）に来日し
た際、大倉の自宅に約一ヶ月滞在
した。

タゴール翁秘書【アミヤ・チャク
ラバーティ】　347
1901年～1986年。インドの文芸批
評家、詩人。

田
た

代
しろ

豊
とよ

吉
きち

郎
ろう

　349
？～昭和11年。海軍軍医大佐。
館
たて

山
やま

一　367, 368, 369, 370
東京府立第九中学校教諭（歴史、
修身）。中等教育談話会会員。
田
た

中
なか

次
じ

郎
ろう

（田中）　294, 356, 357, 
359, 360, 363
明治 6 年～昭和 6 年。逓信省官僚、
日本石油専務など。佐賀県出身。
中等教育談話会会員。

田
た

辺
なべ

晋八（田辺）　356, 357, 359, 
360, 366, 368, 369
東京府立第五中学校教諭（数学）。
中等教育談話会会員。

田
た

村
むら

二十一（田村）　366, 367
？～昭和29年。品川高等女学校教諭。
中等教育談話会会員。
常
つね

田
た

宗七（常田、常田校長）　
356, 357, 358, 360, 361, 362, 
363, 365, 368, 369

東京府立第九中学校校長（修身）。
中等教育談話会会員。
坪上氏（坪上）【坪

つぼ

上
かみ

貞
てい

二
じ

】　346, 
348
明治17年～昭和54年。外交官。佐
賀県出身。佐賀中学校卒（大倉の
一年後輩）。戦後、大倉精神文化研
究所理事長、理事、顧問などを歴任。

留
とめ

岡
おか

清
きよ

男
お

　285
明治31年～昭和52年。教育学者。
当時、東京農業大学予科大学部教授、
のちに北海道大学教育学部教授。
購入図書選択（心理・助手）。
友
とも

枝
えだ

高
たか

彦
ひこ

（友枝教授）　285, 324, 
325
明治 9 年～昭和32年。倫理学者。
当時、東京高等師範学校教授、の
ちに東京教育大学名誉教授、都留
短期大学初代学長。購入図書選択

（倫理・主任）。
友
とも

松
まつ

円
えん

諦
たい

（友松、友松氏）　311, 
312, 348
明治28年～昭和48年。宗教家、仏
教学者。のちに全日本仏教会初代
事務総長、神田寺主管。宗教懇話
会講師。

な行

内
ない

藤
とう

堯（内藤）　357, 359, 360, 
361, 365, 366, 367, 368, 369, 
370
東京府立第七中学校教諭（歴史、
地理）。中等教育談話会会員。

内藤会長　327
東邦電気株式会社早天修養会会長。
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長
なが

坂
さか

勝一（長坂）　361, 362, 365, 
366, 368, 369, 370
東京府立第九中学校教諭（修身、
公民科）。中等教育談話会会員。

中
なか

村
むら

純
じゅん

九
く

郎
ろう

　294
嘉永 6 年～昭和22年。内務官僚、
貴族院議員。佐賀県出身（士族）。

鍋
なべ

島
しま

直
なお

明
あきら

　294
明治 2 年～昭和12年。男爵、陸軍
軍人。白石鍋島家。
鍋
なべ

島
しま

直
なお

和
かず

　294
明治17年～昭和18年。子爵。蓮池
鍋島家。
鍋
なべ

島
しま

直
なお

縄
ただ

　294
明治22年～昭和14年。子爵、政治家。
鹿島鍋島家。
鍋
なべ

島
しま

直
なお

虎
とら

　294
安政 3 年～大正14年。政治家。小
城鍋島家。
鍋
なべ

島
しま

直
なお

映
みつ

　294
明治 5 年～昭和18年。侯爵、政治家。
鍋島家。
鍋
なべ

島
しま

英
ひで

昌
まさ

　294
元治元年～昭和 2 年。男爵。武雄
鍋島家。
西
にし

久
く

保
ぼ

弘
ひろ

道
みち

　295
文久 3 年～昭和 5 年。内務官僚、
警視総監など。佐賀県出身（士族）。
西氏【西

にし

勝
かつ

造
ぞう

】　338
明治17年～昭和34年。昭和 2 年、
宗教医学一体論を唱える西式健康
法を創始した。

西
にし

義
ぎ

雄
ゆう

　285
明治30年～平成 5 年。仏教学者。
のちに東洋大学名誉教授。購入図

書選択（印度哲学・助手）。戦後、
大倉精神文化研究所所長。
乃木大将【乃

の

木
ぎ

希
まれ

典
すけ

】　336
嘉永 2 年～大正元年。陸軍軍人。
野
の

々
の

村
むら

運
うん

市
いち

　285
明治13年～昭和26年。教育学者。
当時、東京高等師範学校講師、の
ちに島根県立大東高等学校校長。
購入図書選択（教育・助手）。

は行

白隠和尚【白
はく

隠
いん

慧
え

鶴
かく

】　331
貞享 2 年～明和 5 年。禅僧。
長谷川【長

は

谷
せ

川
がわ

乙
おと

彦
ひこ

】　365
明治 3 年～昭和14年。教育者。東
京府青山師範学校校長。中等教育
談話会会員ヵ。
服部さん　293
服
はっ

部
とり

武夫（服部）　356, 357, 358, 
359, 360, 362, 363, 365, 366
東京府立第三商業学校教諭。中等
教育談話会会員。

服部博士【服
はっ

部
とり

宇
う

之
の

吉
きち

】　348
慶応 3 年～昭和14年。中国学者。
浜
はま

田
だ

本
ほん

悠
ゆう

（浜田氏）　346
立正大学教授、宗教問題研究所所長。
浜
はま

名
な

儀一　314
東京高等師範学校学生、月松会会員。
浜
はま

野
の

【浜野駿吉】　367
浅野綜合中学校教諭。中等教育談
話会会員ヵ。

原【原
はら

正
まさ

男
お

】　368, 369
明治15年～？。大倉精神文化研究
所研究員。

原
はら

田
だ

敏
とし

明
あき

　285
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明治26年～昭和58年。民俗学者・
宗教学者。のちに東海大学名誉教授。
購入図書選択（宗教・助手）。
原
はら

田
だ

三
み

千
ち

夫
お

（原田、原田氏）　
319, 320, 348, 356, 357, 358, 
359, 360, 361, 362, 363, 365, 
367, 368, 369, 370
明治33年～昭和52年。大倉学友。
大倉の秘書、大倉精神文化研究所
理事。戦後、国立国会図書館参事・
総務部長、大倉精神文化研究所常
務理事などを歴任。
原田老師【原

はら

田
だ

祖
そ

岳
がく

】　313, 317, 
320, 323, 324, 325, 326, 331, 
332, 333, 335, 338, 339, 340, 
342, 343, 344, 345, 346, 348, 
349, 351, 352, 353, 354, 355
明治 4 年～昭和36年。駒澤大学教授、
福井県の発心寺住職など。大倉は
原田の指導の下で参禅した。宗教
講話会講師。
日
ひ

高
だか

　348
日
ひ

野
の

（日野氏）【日野照彦ヵ】　
367, 368
中等教育談話会会員ヵ。
平
ひら

田
た

巧（平田）　357, 359, 360, 
365, 366, 368, 369, 370
明治25年～昭和44年。教育者。東
京府立第九中学校教諭（数学）。中
等教育談話会会員。

福
ふく

田
だ

慶
けい

四
し

郎
ろう

　294
慶応 3 年～昭和20年。佐賀の実業家。
佐賀商工会議所会頭など。
藤
ふじ

井
い

顕
あき

孝
たか

（藤井、藤井氏）　346, 
356, 357, 358, 359, 360, 366

東久留米市の浄牧院住職。昭和 5
年（1930）に設立した浄牧女子工
芸学院を大倉と共に運営した。中
等教育談話会会員。
藤
ふじ

井
い

斉　319
東京帝国大学学生、瑞穂会会員。
藤井（信）【藤

ふじ

井
い

信
のぶ

男
お

】　348, 365, 
369
明治40年～？。大倉精神文化研究
所研究員。

藤
ふじ

澤
さわ

　358
中等教育談話会会員。
藤
ふじ

沢
さわ

伊
い

之
の

助
すけ

　314
東京商科大学学生、大倉学寮寮生。
大倉学友。横浜正金銀行勤務。
藤
ふじ

本
もと

【藤本智董】　368, 369
大倉精神文化研究所研究員。

藤
ふじ

山
やま

竹
たけ

一
いち

　294
明治18年～昭和 5 年。内務・警察
官僚。佐賀県出身。
藤
ふじ

山
やま

雷
らい

太
た

　294
文久 3 年～昭和13年。実業家。佐
賀県出身。
布
ふ

施
せ

浩
こう

岳
がく

　285
購入図書選択（印度哲学・助手）。
プラトーン　288
ブリンクレー　348
フロイデンベルク　367
ベッツオールド氏夫妻　344
補
ほ

永
なが

茂
しげ

助
すけ

　285
明治14年～昭和 7 年。神道学者。
当時、東京女高師教授。購入図書
選択（神道・主任）。
堀
ほり

江
え

賢二（堀江）　356, 357, 358, 
359, 360, 361, 365, 368, 369, 



『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

（25）390

370
東京府立第六中学校教諭（地理）。
中等教育談話会会員。

ま行

真崎中将【真
ま

崎
さき

甚
じん

三
ざぶ

郎
ろう

】　358
明治 9 年～昭和31年。陸軍軍人。
佐賀県神埼郡境野村（現神埼市千
代田町）出身。佐賀中学校卒。当
時は第一師団長。
増
ます

見
み

修
しゅう

治
じ

　344, 360
海軍大佐。
増見氏　346
町
まち

田
だ

徳
とく

之
の

助
すけ

　303
慶応 2 年～昭和27年。町田絲店二
代目社長。昭和 9 年町田報徳会を
起こし、品川に町田報徳学舎（男
子三年制の商業学校、現学校品川
エトワール女子高校）を創立。大
倉は同会の評議員となっている。
松
まつ

本
もと

重
しげ

雄
お

　314
明治41年～平成 4 年。第一高等学
校生、瑞穂会会員。のちに日本銀
行理事。
丸山氏【丸

まる

山
やま

千
ち

代
よ

】　340
明治20年～昭和42年。聾唖教育者、
社会事業家。
水
みず

町
まち

袈
け

裟
さ

六
ろく

　294
元治元年～昭和 9 年。大蔵官僚、
枢密顧問官など。佐賀県出身（士
族）。
宮本【宮

みや

本
もと

誠
せい

三
ぞう

】　348, 365
明治42年～？。大倉精神文化研究
所研究員。

宮
みや

本
もと

正
しょう

尊
そん

　347, 348

明治26年～昭和58年。仏教学者。
のちに東京大学名誉教授、日本印
度学仏教学会理事長。
牟
む

田
た

直
なおし

（牟田）　319, 348, 365, 
369
明治42年～平成 3 年。大倉と同じ
神埼郡西郷村姉川出身。17歳で大
倉に連れられて上京し、大倉の会
社経営と精神文化事業を支えた。
大倉学友。戦後、大倉精神文化研
究所理事長、大倉博進（大倉洋紙
店の後継）社長、会長を歴任。

武
む

藤
とう

叟（武藤、武藤氏）　346, 
347, 348
明治31年～昭和49年。
武
む

藤
とう

信
のぶ

義
よし

　294
慶応 4 年～昭和 8 年。陸軍軍人。
佐賀県出身（士族）。
村
むら

岡
おか

長
ちょう

太
た

郎
ろう

　294
明治 4 年～昭和 5 年。陸軍軍人。
佐賀県出身。

村上　358, 360
中等教育談話会会員。
村
むら

上
かみ

格
かく

一
いち

　294
文久 2 年～昭和 2 年。海軍軍人。
佐賀県出身（士族）。
目黒氏（目黒）　347, 348, 365
本
もと

野
の

盛
せい

一
いち

　294
明治28年～昭和28年。外交官。父
の一郎は佐賀藩士。
森
もり

賢
けん

吉
きち

　295
護
もり

賢寿（護）　361, 362, 365, 366, 
367, 368, 370
東京府立第六中学校教諭（修身、
国語）。中等教育談話会会員。
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や行

弥
や

富
とみ

寛
かん

一
いち

　295
明治17年～昭和16年。佐賀県の実
業家。佐賀百六銀行頭取など。
柳
やなぎ

沢
さわ

省
しょう

三
ぞう

　350
薮
やぶ

内
うち

敬之助　297
青山学院高等学部長。
山
やま

崎
さき

四
し

男
お

六
ろく

　294
慶応 4 年～昭和 3 年。大蔵官僚、
日本銀行監事。実父の石井直信は
佐賀藩士。
山田【山

やま

田
だ

勝
かつ

二
じ

】　348, 365
明治34年～？。大倉精神文化研究
所所員。

山本氏　319
慶應義塾大学学生、養真会会員。
山
やま

本
もと

麟
りん

太
た

郎
ろう

（山本）　356, 357, 
358, 360, 361, 362, 365, 366, 
367, 368, 369
大倉学友。東京府立第一商業学校
教諭。中等教育談話会会員。
吉
よし

澤
ざわ

徹（吉沢、吉澤）　356, 357, 
358, 359, 360, 361, 362, 363, 
365
？～昭和14年。教育者、東京府立
第三商業学校校長。中等教育談話
会会員。
依
よ

田
だ

貞
てい

三
ぞう

　314
第一高等学校学生、瑞穂会会員。

わ行

ワイニオ氏　302
『佐賀新聞』昭和 2 年 2 月27日の記
事によると、フィンランド商業会
議所から日本視察のため派遣され

た委員の一人。
和
わ

田
だ

三
さん

造
ぞう

　349
明治16年～昭和42年。洋画家。

【団体・施設名】

あ行

青山学院　297
浅野中学【浅野綜合中学校】　367

現、浅野中学校・高等学校。
朝風寮　309, 321, 325
姉川青年〈会〉（青年会）　301, 

316
〈姉川〉婦人会　301
亜米利加の大学を終へた婦人の会
合　336
飯山中学校　350

戦後、長野県飯山北高等学校となり、
平成28年閉校。
一如会（禅研究会）　303
一如洞　284, 293, 340
一高【第一高等学校】　309, 314, 

315
一商【東京府立第一商業学校】　

364, 366
現、東京都立第一商業高等学校。
宇和島町小学校　335

現、宇和島市立明倫小学校か。
宇和島中学　335

現、愛媛県立宇和島東高等学校。
大倉学寮　290, 291, 292, 293, 

312, 314, 315, 319, 325
大倉製紙→「大倉洋紙店」
大倉精神文化研究所　286, 287, 

288, 292, 336, 344, 346, 348, 
351, 359, 361, 364, 367, 368
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大倉邦彦邸（大倉邦彦宅、大倉
邸）　286, 293, 296, 309, 310, 
321, 340, 347, 348, 357, 359, 
360, 361

大倉洋紙店　292, 303, 311, 312, 
330, 336, 338, 351, 356, 358, 
359, 361, 363, 364, 365, 369, 
370
現、新生紙パルプ商事株式会社。
小田原製紙会社　292, 351

か行

学院→「農村工芸学院」
学寮→「大倉学寮」
華日学生懇親会→「中華民国留学
生招待会」
紙商同業組合　316
神埼郡教育者（教育会）　301
神埼郡宗教家坐談会　301
神埼町処女会　301, 316
神田基督教青年館【東京キリスト
教青年会会館】　303
関東商業学校職員大会　343
帰一協会　332
起稿委員会　358, 359
九中【東京府立第九中学校】　

364, 365, 366, 367
現、東京都立北園高等学校。
教育談話会→「中等教育談話会」
慶應義塾（慶應義塾、慶応、慶大）　

308, 312, 314, 315, 319, 320
京
けい

華
か

商業学校　344
現、京華商業高等学校。

月松会　314, 320, 325
研究所→「大倉精神文化研究所」

研究所副本作製部【古文書古記録
副本作製部】　344, 348
公民教育委員会　360
公民教科書編纂下相談会　363
工業倶楽部【日本工業倶楽部】　

336, 339, 340, 343, 356, 357
皇国擁護会　337
高師【東京高等師範学校】　314, 

320, 325
講堂→「目黒講堂」
講話会→「宗教講話会」
国際宗教大会　324, 325
国民女子工芸学院→「農村工芸学
院」
五中【東京府立第五中学校】　366

現、東京都立小石川中等教育学校。

さ行

佐伯中学校　334
現、大分県立佐伯鶴城高等学校。
西郷学生同窓会　316
西郷小学校（西郷村の講堂）　

291, 301
西郷村青年処女一般　301
埼玉県庁工場課　350
埼玉県鉄工業者　350
酒井コンクリート工業店　286
佐賀県立高等女学校【佐賀県立佐
賀高等女学校】　301
戦後、佐賀県立第二高等学校となり、
佐賀第一高等学校、成美高等学校
と統合し、佐賀高等学校となる。現、
佐賀県立佐賀西高等学校。

佐賀県立中学校【佐賀県立佐賀中
学校】　301
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現、佐賀県立佐賀西高等学校。
佐賀県融和事業協会聯合会　331
佐賀農村工芸学院、佐賀ノ学院→
「農村工芸学院」
佐賀紡績株式会社　302
三商→「府立第三商業学校」
自治会館　337
自宅→「大倉邦彦邸」
斯道懇談会　305
品川高女【品川高等女学校】　366

現、品川女子学院。
宗教講話会（宗教講話）　310, 

311, 312, 313, 314, 317, 318, 
319, 324, 325, 331, 332, 333, 
335, 346, 351
十一日会　319
淑徳女学院【沼津淑徳女学院】　

351
現、加藤学園高等学校。
松月会→「月松会」
商大（石神井商大予科）【東京商
科大学】　314, 340, 343
商大寄宿寮→「一如洞」
浄牧女子工芸学院（浄牧院）　

344, 345, 366
女学校【宇和島高等女学校】　335

現、愛媛県立宇和島南高等学校。
女子大学【日本女子大学校】　312

現、日本女子大学。
女子大学修養会　310
処女会→「神埼町処女会」
史料編纂所【東京帝国大学史料編
纂所】　351
親愛会→名古屋親愛会
神宮奉斎会　331

心剣会　293
隅田川駅　318
隅田川合同運送会社　318
精神科学図書館→「図書館」
精神作興会　295
成人教育講座　313
青年協会→「日本青年協会」
成美女学校【佐賀市立成美高等女
学校】　302
戦後、佐賀第一高等学校、佐賀第
二高等学校と統合し、佐賀高等学
校となる。現、佐賀県立佐賀西高
等学校。
清和女学校【清和高等女学校】　

302
現、佐賀清和中学校・高等学校。
摂心会　343
拙宅→「大倉邦彦邸」
相互修養団　326
草ろう庵　316
早天修養会　326

た行

大日本明道会　294
大文洋行　292, 351
高崎市修養会　337
高千穂中学校　315

現、高千穂大学。
高輪中学　319

現、高輪中学校・高等学校。
竹中組　333

現、株式会社竹中工務店。
談話会→「中等教育談話会」
千葉県中山ノ小学校【中山尋常高
等小学校？】　345



『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

（29）386

千速婦人会　310
中央仏教会館（仏教婦人会）　350
中華民国留学生招待会（民国留学
生招待会、中華民国学生招待
会）　284, 293, 309, 321
中等教育談話会（中等教育談論
会）　338, 339, 340, 344, 356, 
357, 358, 359, 360, 361, 362, 
364, 365, 367, 368, 369, 370

帝国教育会　361
帝大【東京帝国大学】　314, 315, 

319, 325, 337
十日会　309
東京金網会社　292
東京療養所　345
東方寺　337
東邦電気株式会社岐阜支店　326, 

329
東邦電気株式会社名古屋支店　

326, 327
東邦電気株式会社四日市支店　

326, 330
図書館【精神科学図書館、大倉精
神文化研究所附属図書館】　
284, 286, 287, 288, 289, 292, 
296, 298, 300, 330

な行

中村屋　362
長野県臼田修養会　320
名古屋桜楓会　313
名古屋親愛会　327, 328, 330
七中【東京府立第七中学校】　366

現、東京都立墨田川高等学校。
日曜学校【富士見日曜学校】　

325, 351
日新会　301, 316
日暮里警察署　334
二
〔仁〕

比山小学校　316
仁比山村青年処女小学生一般　

301
日本宗教大会　318
日本青年協会（青年協会）　345, 

350, 361, 366
日本貿易協会　308
沼津修養会　337, 351
農村工芸学院　316, 331, 334, 

346, 347, 348, 349, 361

は行

母の会→「富士見学びの会」
晩翠軒　300
東背振村青年処女一般　301
日比谷大神宮　305

現、東京大神宮。
富嶽荘　351
富士見会　300, 301, 310, 311, 

312, 340, 347, 351
富士見学びの会　296, 319
富士見幼稚園（幼稚園）　281, 

282, 292, 296, 297, 298, 305, 
319, 325, 330, 344, 351
富士見寮　311, 312
仏教青年会（仏青）　314, 315, 

320
太尾研究所、太尾ノ研究所→「大
倉精神文化研究所」
府立高校　366
府立第三商業学校（府立三商）　

342, 343, 364, 365, 366



索
　
引

385（30）

現、東京都立第三商業高等学校。
府立六中【東京府立第六中学校】　

345, 364, 365, 366
現、東京都立新宿高等学校。
不良少年少女感化院【進修学校・
静修女学校】　313
芙蓉荘　308, 309, 321, 325
方広寺　343

ま行

松坂屋名古屋支店　333
学びの会→「富士見学びの会」
瑞穂会　309, 310, 314, 315, 319, 

333, 337
向山寮　340
明世寮　325, 335
明大【明治大学】　319
目黒警察署　333
目黒講堂　313, 325, 326, 332, 

333, 335, 336, 337, 338, 339, 
340, 341, 342, 343, 344, 345, 
348, 349, 350, 351, 352
目黒実科高等女学校　305

現、東京都立目黒高等学校。
目黒ノ宅、目黒自宅、目黒宅→
「大倉邦彦邸」
文部省　359, 360

や行

山上御殿　337
洋紙店→「大倉洋紙店」
養真青年会（養真会）　308, 309, 

314, 315, 319
幼稚園→「富士見幼稚園」
横浜紙業組合　350

吉田町幼稚園及小学校【村井幼稚
園、吉田尋常高等小学校】　334
米沢高工【米沢高等工業学校】　

350
現、山形大学工学部の前身。
米沢高女【山形県立米沢高等女学
校】　350
現、山形県立米沢東高等学校。

米沢市織物同業組合　350
〈米沢〉婦人会　350

ら行

ルンビニ幼稚園　351
六中→「府立六中」
ロータリークラブ　316


